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ー

記

4

復
旧
か
ら
復
興
ヘ

ー

神
戸
市
高
の
取
組
み

ー

全
国
か
ら
の
応
援
・
激
励

2

各
職
場
で
起
こ

っ
た
こ
と
、
忘
れ
な
い
こ
と

学
校
の
被
害
状
況

(2
例
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
検
証
ー
心
を
ひ
と
つ
に
が
ん
ば
ろ
う

発

刊

に

あ

た

っ
て

謬
略
費
彦
厖
》

目

田

1

月

1
7日
（火
）
午
前5
時
4
6分
。

そ
の
時
、
そ
の
時
か
ら
私
は
•
•
•
•
…
…
…64 53 39 23 13 8
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人
々
は
安
否
を
慰
め
合
い
、
力
な
く
笑
う
。

誰
に
も
予
測
で
き
な
か
っ
た
不
粂
理
の
中
で

や
は
り
涙
ぐ
む
。

見
恨
れ
て
し
ま
っ
た
更
地
に

花
が
あ
る
と

一
か
ら
出
直
し
で
す
わ
」
と
涙
ぐ
む
。

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
は
や
か
ま
し
く
蛭
く
。

ひ
だ
り
前
の
布
団
屋
が
店
を
畳
ん
で

世
間
は
ひ
ど
く
気
の
毒
が
っ
た
が

ひ
と
り
ポ
ツ
ン
と

因
業
な
煙
草
屋
は

家
も
ろ
と
も
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
り

相
似
形
の
息
子
は
更
地
に
花
を
添
え
た
。

普
段
か
ら
ど
う
や

っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
の
か

不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
お
茶
屋
の
人
の
い
い
主
人
は

「何
十
年
か
け
て
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

プ
レ
ハ
プ
の
し
ょ
う
洒
な
建
物
で
残
っ
た
。

建
て
替
え
た
店
は

周
り
が
瓦
礫
と
化
し
た
裳
災
の
中
で

大

震

災

焼
け
て
片
付
い
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
屋
の
自
動
車
は

障
害
の
あ
る
我
が
子
を
忘
れ

避
難
所
の
飲
料
水
確
保
に
走
り
回
る
。

市
場
の
洋
服
屋
は

「
仕
事
は
な
ん
ぼ
で
も
あ
り
ま
す
わ
1

と

団
れ
ぬ
工
事
現
場
に
出
掛
け
て
い
く
。

も
と
あ
っ
た
建
て
物
を
主
張
す
る

風
に
鳴
る
境
界
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

生
死
を
別
け
た

一
瞬
の
偶
然
の
な
か
で

テ
ー
。フ
は
風
に
鳴
り

瓦
礫
が
片
付
け
ら
れ
る
な
か
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困
囲
囮
固
固
回
固

一
九
九
五
年
八
月

せ
ん
。

神
戸
市
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合

田
渕

執
行
委
員
長

震
度
七
の
直
下
型
地
震
が
、
神
戸
の
町
に
想
像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
学
校
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
記
録
集
は
、
あ
の
日
か
ら
約
六
カ
月
間
の
教
職
員
と
生
徒
の
苦
闘
の
歴
史

を
物
語
る
も
の
で
す
。
思
い
出
す
だ
け
で
身
震
い
す
る
衝
撃
と
、
そ
こ
か
ら
「
学

校
再
開
」
に
向
け
立
ち
上
が

っ
た
市
立
高
校
・
高
専
・
園
の
姿
が
克
明
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
の
無
い
状
況
下
で
、
組
合
員
と
生
徒
へ

の
救
援
活
動
と
避
難
所
と
な
っ
た
学
校
へ
の
支
援
に
奮
闘
し
「
教
育
を
ま
も
り
再

逹
す
る
」
市
高
の
と
り
く
み
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
と
り
く
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
あ
ら
た
め
て
教
職
員
・
組
合

員
の
全
国
連
帯
の
温
か
さ
と
強
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
物
心
両
面
に
全
面

的
な
支
援
を
頂
い
た
全
教
本
部
を
は
じ
め
各
県
教
組
・
高
教
組
と
大
教
市
高
教
組

各
単
組
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
激
励
を
い
た
だ
き
感
謝
の
念
に
耐
え
ま

い
ま
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
は
、
震
災
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
ど
の
よ
う

に
生
か
す
か
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ー
つ
の
素
材
と
し
て
役
立
つ

も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
刊
行
を
い
そ
ぎ
ま
し
た
。
学
校
の
被
害
状
況
、
組
合
日

誌
や
ニ
ュ

ー
ス
等
の
膨
大
な
資
料
は
別
冊
で
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の
大
地
震
が
ま
だ
夜
も
明
け
き
ら
な
い
早
朝
の
出

来
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
復
旧
・
復
興
や
防
災
が
議
論
さ
れ
る

と
き
、
こ
の
事
が
私
の
脳
裏
か
ら
な
か
な
か
離
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。 賀

威
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“ ....璽員曇●

各市立●敏•璽員景●

各政令権定・市散●聾員憂織

檸戸市立●零校攣・員●合

●行璽員長 1B躙 賃戴

阪神大 一災懺災地、神戸市へ の

ポランティア派遣 のお礼

大から40Bが縁遍し菫しないくつかの.店鰤にも灯りがとしり、ようやく

IIち●0と rm』への活賃が慶って亀てい＊す．しかし神戸の鰤全体は、い竃だ●
●したり●I911ちたビルや··の襲•が瓢頸な慶をのこし、 あの大竃璽がいかに肇大

で基大な績書を市罠にしたらしたかを示している状•です．

零ではライフラインの纏日が重だすす重ないもとで、い重だ蒙多くの市鼠が遷•

生を攣99ており、不a由な生葦を・・量くされてい重す．住鼠の殆どは飯・住宅が
-Bでも皐く・量されることを重んでい重すが、その遍鯵は●うように●んでい重せ

ん．重た、 拿が●くなったうえ・嶋がなくなり皇ったく行書嶋のない方もあり菫す．

このような状況を目の讀にして、駈たちは零校が、当分の閏・冑の●としての本素

の・鰤と憂重所としての役綱を畢たしてゆかねばならないと貫・を決めてい＊す．そ

れにし東しても車冑が r予算の●み●えJ慶拿を●●するなど、 菫災された住民に対

する冷たいしうちに璽りを戴じえ重せん

ようや（金ての零校で檀・”`"’されたと鬱量されてい倉すが｀先の●9““・です
から、分載し閾•りでの雙婁や．．などでやりくりをしているところが”どで、 『正

雷な鰊冑活Jにはほど遍いものです．この月東には亭・式を、..を負れたり量鍾

所にならなかった・重を雙ってやっとの墨いで・行することがで専拿した．亭霞生は

さぞかし糟lttlい患いをしたのではと心が編み重すが、 『ぼろぼろに9よってし拿った

零 を元の暦気のある攀疇らしい零校に膏■してください』との力●い冨鱒の言霊を
豊し、 鼻立っていってくれたことに．．してい鵞す．さすがにこの疇鯛に『8の丸・

言代Jを肇行する校量は出て●重せんでした、 亭・生への愴めてもの・になったの

ではと患ってい重す．

い重私たちは、 ●災した敏・員と歌え子への敏量活•とともに一日でし皐い学校軌

冑の胃●に全力でい＜むことが最大の..だと零えてい重す．それにし菫してし、

籍麟磯どが麟奮の鐸の嶋になっている震紐麟Bに載で0るいのでは

＇よく、字校軌 冑の今●におお會9ょ不安を纏いてい菫す．

重災櫨.にあたってややもすれば虹されがちな零綬が、 多くの市鼠の生●を拿も

る鶴点となったことを重襲し‘ ..した艘•の旱●な竃て・えを畳拿して＊き＊す．

重た斬しい神戸の重ちづくりの中績に●冑が位•づけられ、ーBでし皐< r正貫9よ敏

冑』が鼻戴されるよう奮•する決です． ひきつづヽの●支·をお·いいたし＊

す．

さて、 ●員●●から戯•の賣や．．．など多大の·讐馳ほんとうにありがとう ご

ざい直した． 心よりお礼寧し上げ拿す．拿た、 ．．した載•員や零校などへの戴多く

のポランテ4アの鳳遍をいただ書大きな•重しを畳99重 した．瓢たちの曼入・鶴が不

十分なため、なにかと礼を失したことがあったのではと心を・めてい會す．ポランテ

ィアのみなさんにお伝えいただければ攀いです．

さて、この宣神戸市・冑璽員●と鯛・のとおり 『・し合わせ』をとり交わすことが

で8重した．市●婁は、金••B裏載や敏・共鳳 大・市冨饂が·畏．． から．．． 

や飲置働賣を書せられ、．．的にポランティアを最遣していただいたことに●<・.

してい拿す．このため私たちの饗求に応じ、 『寧し合わせ』を交わすことでお礼の重

を畳鴫してい拿す．

文““':,9ィア叫量に”る鯛0..について『嶋靭衝 をヽ示●
してい拿すが、●合活・とはー・が■されているのではと彎え直す．このため、 この
・の●支量に討し「●し會わせJがお槍にたてれば、＊当にささやかではあり會すが

ぉ礼の重を重すことが出攣るのでは“いかと●い選らせていただ0重した．

今●も●文讐と・編力をお●いする事が＊曹ろうかと●い重す．弓l書●亀の●

，，，慣を心よりお●い●し上げ重す．
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こ
の
度
の
阪
神
大
震
災
に
あ
た
っ
て
、
尊
い
生
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
五
、
五
〇

0
余
名
の
方
々
と
家
屋
を
消
失
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

幸
い
に
も
組
合
員
の
方
々
に
犠
牲
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
家
族
の
方
そ
し

て
ま
た
私
た
ち
の
教
え
子
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
無
念
の

思
い
を
あ
ら
た
に
い
た
し
ま
す
。

地
震
直
後
か
ら
私
た
ち
は
全
力
を
あ
げ
て
、
被
災
さ
れ
た
組
合
員

・
教
臓
員
の

方
々
と
児
童
•
生
徒
達
が一
日
も
早
く
「
正
常
な
生
活
の
営
み
」
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
支
援
の
と
り
く
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
に
大
き
な
被
害
を
受

け
、
そ
の
上
避
難
所
と
な
っ
た
学
校
で
「
正
常
な
授
業
再
開
」
が
出
来
る
よ
う
奮

闘
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
被
災
し
た
学
校
園
は
、
応
急
復
旧
や
倒
壊
校
舎
の
解
体

撤
去
は
さ
れ
た
も
の
の
、
仮
設
教
室
で
の
授
業
、
実
験
・
実
習
教
室
の
不
足
、
グ

ラ
ン
ド
も
使
え
な
い
状
態
で
す
。
さ
ら
に
「
避
難
所
」
と
し
て
依
然
大
き
な
役
割

を
は
た
し
て
お
り
、
防
災
3
号
指
令
が
解
除
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
宿
日
直
体

制
が
と
ら
れ
て
、
教
職
員
に
大
き
な
負
担
を
余
餞
無
く
し
て
い
ま
す
。

＿
、
地
震
の
発
生
と
震
災
の
状
況

①

一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
六
分
、
淡
路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
震
度
七
の
直

下
型
地
震
（
須
磨
区
南
部
か
ら
西
宮
夙
川
の
約
―
10
キ
ロ
、
幅

一
キ
ロ
）
は
神

戸
市
を
は
じ
め
阪
神
・
淡
路
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
五
千

五
百
人
を
越
え
る
死
者
、
二
万
七
千
人
に
の
ぼ
る
負
偏
者
に
加
え
、
家
屋
の
損

壊
は
十

一
万
棟
を
数
え
ま
し
た
。
神
戸
市
で
は
死
者
一―
-
、
七
六
九
人
、
負
傷
者

震

檎

証

『L
 

①
 一

四
、
六
七
九
人
、
家
屋
の
全
・
半
壊
約
八
七
、
0
0
0
棟
、
四
八
五
件
の
火

災
に
よ
っ
て
約
七
、
0
0
0
戸
が
消
失
、
そ
の
面
積
は
長
田
区

・
兵
庫
区
を
中

心
に
お
よ
そ
六
五
ha
（
市
街
地
の
一
％
）
の
広
さ
に
お
よ
び
ま
し
た
。
（
二
／

十
六
神
戸
市
発
表
）
ま
た
、
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
の
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
主
要
な
交
通
機
関
も
途
絶
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め

最
大
ニ―
―
―
万
五
千
人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
避
難
所
で
困
難
な
生
活

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

港
湾
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
や
神
鋼
や
川
鉄
等
の
製
造
大
手
企
業
の
損
壊
、

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
等
地
場
産
業
の
壊
滅
や
大
規
模
百
貨
店

や
主
要
ホ
テ
ル
の
営
業
停
止
、
商
店
街
の
三
分
の

一
・
市
場
の
半
数
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、
ま
さ
に
未
曽
有
の
震
災
と
な
り
ま
し
た
。

②
被
害
総
額
十
兆
円
と
言
わ
れ
る
な
か
、
神
戸
市
と
関
係
団
体
の
被
害
総
額
は

二
兆
四
七
0
0
億
円
と
概
算
さ
れ
、
港
湾
局
の
約
六
五
0
0
億
円
、
住
宅
局
の

一
九
0
0
億
円
に
次
い
で
教
育
委
員
会
が
第
三
番
目
で
約

一
三
0
0
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
九
四
年
度
の
一
般
会
計
総
額
が
約

一
兆
円
で
す
か
ら
そ
の
被
害
の

甚
大
さ
は
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
う
て
い

一
自
治
体
の
負
担
に
よ
っ

て
復
旧
・
復
興
で
き
る
も
の
で
な
く
、
国
の
責
任
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

二
、
教
育
関
係
の
甚
大
な
被
害
状
況
と
避
難
所
状
況

市
教
委
の
ま
と
め
（
二
／
十
四
現
在）
に
よ
る
と
、
児
童
•
生
徒
一
七
八
人
、

心
を
ひ
と
つ
に

が
ん
ば
ろ
う

L -l 
団



① 
教
職
員
十
一
人
が
尊
い
生
命
を
失
い
ま
し
た
。
高
校
生
十
七
人
（
五
校
）
、
養

護
学
校
二
人
（

一
校
）
、
幼
稚
園
四
人
（
三
園
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
学
校

園
の
校
舎
の
損
壊
も
甚
大
で
、
全
市
一二
四
五
校
園
中
二
二
三
校
園
が
被
害
を
受

け
て
お
り
、
全
半
壊
や
傾
斜
・
消
失
等
で
建
て
替
え
を
要
す
る
数
は
四
0
校
園

に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
高
校
は
四
校
（
神
戸
商
業
・
神
港

・
長
田
工

業
・
須
磨
）
が
被
害
甚
大
、
御
影
・
西
野
の
二
園
が
全
壊
し
、
神
戸
商
業
の
管

理
棟
、
神
港
の
中
館
の
一
部
、
西
野
、
御
影
幼
は
解
体
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
全

半
壊
や
火
災
で
家
屋
を
失
っ
た
生
徒
の
数
は

一
、
三
二
三
人
、
避
難
所
生
活
を
し

て
い
る
生
徒
は
一
、
七
六
三
人
で
市
高
生
徒
の
二
0
％
に
あ
た
る
と
当
初
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
（
四
月
末
）
私
た
ち
の
調
査
で
は
、
全
壊
・
半

壊
は
高
校
二
、
七
0
六
人
、
幼
稚
園
三
八
二
人
、
障
害
児
学
校
四
四
人
、
高
専

二
五
人
総
計
三
、

0
八
八
人
で
在
籍
生
徒
（
児
童
・
幼
児
）
総
数
一
万
三
千
人

中
二
四
％
に
も
及
ぶ
甚
大
な
被
災
状
況
で
し
た
。
両
親
を
亡
く
し
た
生
徒

（五

人
、

三
校
）
、
父
或
は
母
を
亡
く
し
た
生
徒
（
十
四
人
、
七
校
）
の
痛
恨
を
思

い
心
が
痛
み
ま
す
。

②

教
職
員
の
被
害
も
甚
大
で
す
。
全
半
壊
や
火
災
で
家
屋
を
失
っ
た
教
繊
員
の

数
も
多
く
、
そ
の
多
く
が
学
校
等
の
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
の
調
査

（四
月
末
）
で
は
死
者
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
を
亡
く

し
た
方
六
人
、
家
屋
家
財
に
い
た
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
の
方
に
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
「
罹
災
証
明
」
に
よ
る
全
壊
・
全
焼
で
家
屋
を
消
失
さ
れ
た
方
は
六
七
人
、

半
壊
・
半
焼
九
二
人
、
一
部
損
壊
等
甚
大
な
被
害
は
二
二
二
人
に
上
り
、
九

0
0
組
合
員
の
四
二
％
が
被
災
し
ま
し
た
。

③

こ
の
よ
う
な
被
害
の
も
と
で
も
学
校
園
は
避
難
所
と
し
て
市
民
に
開
放
さ
れ
、

数
多
く
の
市
民
の
生
命
を
守
り
ま
し
た
。
最
高
時

一
九

一
校
園
、
十
三
万
七
千

人
、

二
月
中
旬
で

一
六

一
校
園
、
約
十
一
万
人
が
避
難
し
て
お
り
、
高
校
で
は

十
二
校
、
障
害
児
学
校
二
校
、
幼
稚
園

一
〇
園
が
避
難
所
に
な
り
、
最
高
時
一
、

五
0

0
人
を
数
え
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

三
、
救
援
活
動
と
全
国
か
ら
の
支
援

十
八
日
に
は
書
記
局
活
動
を
再
開
し
、
緊
急
連
絡
で
「
防
災
指
令
三
号
が
発

動
さ
れ
る
重
大
な
事
態
で
あ
る
こ
と
。
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
組

合
員
の
安
否

•

生
徒
の
安
否
と
と
も
に
学
校
施
設
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る
よ

う
」
全
分
会
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
分
会
に
し
か
連
絡

が
届
か
ず
十
九
日
に
再
び
連
絡
し
、
併
せ
て
「
予
算
・
定
数
の
と
り
く
み
の
停

止
」
を
伝
え
ま
し
た
。
市
教
委
に
は
十
八
日
こ
れ
を
伝
え
、
災
害
の
実
状
把
握

と
生
徒
・
教
職
員
の
安
否
確
認
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
可
能
な
か
ぎ
り
協

力
態
勢
を
と
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

ニ
四
日
の
拡
大
闘
争
委
員
会
で
は
、
こ
の
非
常
事
態
に
こ
そ
組
合
員
が

一
致

団
結
し
、

仲
間
を
守
り
、
生
徒
を
守
り
、
学
校
を
守
る
た
め
全
力
で
奮
闘
す
る

こ
と
を
強
く
訴
え
、
救
援
活
動
が
組
織
的
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②

全

教
・
日
高
教
と
教
組
共
闘
は
予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
教
研
の
全
体
会
を
中

止
し
、
組
織
を
あ
げ
て
支
援
活
動
に
は
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
教

研
参
加
者
に
支
援
の
カ
ン
パ
を
訴
え
ま
し
た
。
十
九
日
に
は
早
く
も
尼
崎
に
全

教
現
地
対
策
本
部
を
置
き
、
同
日
近
畿
プ
ロ

ッ
ク
の
支
援
物
資
が
東
灘
に
運
ば

れ
、
日
高
教
石
井
委
員
長
の
数
励
の

一
報
が
書
記
局
に
入
り
ま
し
た
。
拡
大
闘

争
委
員
会
に
は
、
日
高
教

・
近
高
連
・
大
都
市
高
連
の
代
表
や
高
教
組
本
部
と

他
支
部
が
激
励
に
駆
け
つ
け
、
支
援
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
各
県
か
ら
神
戸
に
入
っ
た
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
高
校

・
障
害
児
学
校
・
幼
稚
園
や
被
災
組
合
員
へ
の
支
援
の
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
近
畿
以
外
の
大
都
市
各
高
教
組
か
ら
は
激
励
と
と
も
に
多
額
の
見

舞
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
義
援
金
が
児
童
・
生
徒
へ
の
就
学
援
助
金

（見
舞
金
）
の
資
金
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
教
か
ら
は

一
千
万
円
を
越
え

る
義
援
金
や
支
援
物
資
が
市
教
委
や
市
高
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

③
「
市
高
退
職
者
の
会
」
役
員
会
は
電
話
や
葉
書
を
使
っ
て
退
職
教
員
の
安
否

確
認
を
行
い
、
家
屋
が
損
壊
し
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
会
員
に
個
別
に

訪
問
、
見
舞
金
を
手
渡
し
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

④
全
国
か
ら
の
激
励
に
励
ま
さ
れ
、
学
校
現
場
で
は
仲
間
へ
の
救
援
活
動
と
と

も
に
生
徒
の
安
否
の
確
認
の
た
め
家
庭
訪
問
や
電
話
、
避
難
所
訪
問
を
危
険
を

省
み
ず
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
面
緊
急
な
生
徒
の
進
路
保
障
や
卒
業
式
、
入

学
試
験
に
対
応
す
る
態
勢
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
た
。
学
校
園
再
開
は
保
育
や

m-



検証●心をひとつにがんばろう

四
、
天
災
で
済
ま
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

授
業
の
形
態
を
別
に
す
れ
ば
二
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。

市
高
は
こ
れ
ら
の
学
校
現
場
の
努
力
に
応
え
る
た
め
、
拡
大
闘
争
委
員
会
を

「
対
策
本
部
」
に
切
り
換
え
執
行
委
員
会
で
被
災
の
状
況
と
具
体
的
な
と
り
＜

み
を
確
認
し
、
情
報
の
提
供
と
被
災
組
合
員
の
救
援
、
被
災
生
徒
へ
の
救
援
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
教
職
員
の
勤
務
問
題
、
年
度
末
人
事
、
施
設
設
備

緊
急
復
旧
、
生
徒
の
進
路
保
障
等
の
対
策
を
市
教
委
に
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
で
の
最
大
の
課
題
は
避
難
所
と
し
て
の
対
応
で
し
た
。
避
難
所
指
定
に

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
当
初
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
が
、
学
校
で
は
避
難
住

民
の
自
治
組
織
を

一
早
く
組
織
し
、
住
民
と
教
職
員
そ
し
て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

一
体
に
な
っ
て
困
難
な
状
況
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
連
日
泊
り
込

み
体
制
を
と
り
、
水
や
食
料
の
搬
入
と
分
配
、
ト
イ
レ
の
確
保
、
住
民
の
相
談

や
要
求
の
処
理
等
を
教
育
活
動
の
再
開
と
い
う
本
来
の
任
務
と
並
行
し
て
行
う

労
苦
は
計
り
知
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑤

一
月
二
八
日
尼
崎
市
内
の
高
校
生
徒
会
交
流
会
が
自
ら
も
被
災
地
域
で
あ
り

な
が
ら
、
神
戸
の
被
災
状
況
の
ひ
ど
さ
に
驚
き
支
援
活
動
を
企
画
し
、
全
国
の

高
校
生
徒
会
に
救
援
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
名
古
屋
市
立
高
校

や
各
地
の
生
徒
会
が
個
別
に
支
援
活
動
を
す
す
め
、
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
月
十
八
日
葺
合
高
校
で
、
ア
ピ
ー
ル
に
も
と
ず
く
生
徒
会
交
流
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
後
も
交
流
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
七
月
＝
―0
日
に
は
「
被
災
高

校
生
を
は
げ
ま
す
集
い
」
が
長
田
工
業
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
立
高
校
生
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
避
難
所
で
の
炊
出
し
、
物
資
運
び
な
ど
て

活
躍
し
ま
し
た
。
自
主
的
で
主
体
的
な
こ
れ
ら
の
行
動
を
み
る
と
き
、
あ
ら
た

め
て
青
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
正
義
感
・
連
帯
感
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

①
地
震
直
後
の
記
者
会
見
で
、
政
府
の
対
応
の
遅
れ
を
批
判
さ
れ
た
村
山
首
相

の
発
言
は
「
初
め
て
の
こ
と
。
朝
早
か
っ
た
の
で
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま

た
、
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
は
「
関
東
大
震
災
を
こ
え
る
予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ

た
大
地
震
」
と
宣
伝
し
、
こ
の
度
の
大
震
災
が
や
む
な
き
天
災
で
あ
る
か
の
よ

う
に
宣
伝
し
ま
し
た
。
閣
議
が
「
激
甚
災
害
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
の
が
漸
く
二
十
四
日
に
な
っ
た
こ
と
は
、
政
府
の
怠
慢
を
如
実
に
示
し
て

い
ま
す
。
国
会
で
は
災
害
救
助
の
体
制
が
遅
れ
た
要
因
を
「
自
衛
隊
の
派
遺
要

請
」
に
の
み
求
め
、
「
危
機
管
理
」
と
称
し
て
自
衛
隊
法
の
改
悪
を
策
動
す
る

政
党
も
出
て
き
ま
し
た
。
消
防
施
設
や
要
員
を
確
保
す
る
防
災
体
制
の
不
備
や

地
震
予
知
体
制
軽
視
が
も
た
ら
し
た
こ
の
度
の
大
災
害
を
、
あ
た
か
も
自
衛
隊

の
出
動
が
早
け
れ
ば
防
げ
る
か
の
よ
う
に
宣
伝
し
た
り
世
論
誘
導
す
る
姿
勢
は
、

被
災
し
た
住
民
の
心
を
逆
な
で
す
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
復
旧

・
復
興

の
財
源
を
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
行
お
う
と
主
張
す
る
政
党
も
で
て
き

ま
し
た
。

②

財
界
と
大
企
業
は
九
五
春
闘
を
目
前
に
し
て
値
上
げ
ゼ
ロ
を
い
ち
早
く
宣

言
し
、
被
災
地
の
工
場
移
転
や
閉
鎖
、
従
業
員
の
首
切
り
や
新
規
採
用
者
の
雇

用
内
定
取
消
や
待
機
を
通
告
し
て
き
ま
し
た
。
自
ら
の
利
潤
追
求
の
た
め
に
被

災
し
た
住
民
の
生
活
を
も
省
み
な
い
、
反
社
会
的
で
情
け
容
赦
の
な
い
姿
勢
を

認
め
る
こ
と
は
と
う
て
い
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③

全
教

（
二
／
十
四
・
十
五
）

・
日
高
教

（二
／

一
五
・

一
六
）
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
別
大
会
は
、
「
阪
神
大
震
災
の
復
18と
防
災
体
制
の
確
立
、
学
校
の
す
み

や
か
な
機
能
回
復
を
九
五
国
民
春
闘
の
重
要
な
課
題
」
と
位
謹
づ
け
、
軍
事
費
優

先

・
大
企
業
優
遇
・
「
臨
調
」
行
革
推
進
の
政
治
を
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
、

教
育
を
ま
も
る
国
民
の
た
め
の
政
治
に
転
換
さ
せ
る
大
運
動
を
展
開
す
る
事
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
引
続
き
「
一
日
分
の
賃
金
の
拠
出
」
カ
ン
パ
に
と
り

く
む
と
と
も
に
、
阪
神
大
震
災
緊
急
要
求
署
名
（
住
宅
確
保
・
教
員
の
定
員
増

・
損
壊
し
た
学
校
の
改
築
・
修
理
を
国
の
責
任
で
・
労
働
者
の
雇
用
確
保
と
就

職
内
定
と
り
け
し
に
対
す
る
政
府
の
指
導
）
を
す
す
め
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。

④

兵
庫
労
連
は
全
国
の
支
援
活
動
の
窓
口
と
し
て
ま
た
、
県
下
の
労
働
組
合
や

民
王
団
体
の
支
援
活
動
を
組
織
し
大
奮
闘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
県
や
市
に
対
し

緊
急
要
求
を
提
出
し
、
事
態
の
打
開
の
た
め
、
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
全
力
を

尽
く
す
よ
う
強
く
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

二
月
末
に
は
「
震
災
復
興
県
民
共
闘

会
議
」
を
県
下
の
民
主
団
体
と
と
も
に
結
成
し
、
県
や
国
へ
の
要
求
行
動
を
組

織
し
ま
し
た
。

ヽ
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①
神
戸
市
は
一
月
二
六
日
「
神
戸
市
震
災
復
興
本
部
」
を
設
置
し
、

二
月
十
五

日
臨
時
市
会
で
補
正
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
二
五
八
0
億
円
の
補
正
は

一
般
会

計
予
算
の
四
分
の

一
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
教
育
関
係
費
は
八
六
億
円

強
で
、
学
校
固
の
災
害
復
旧
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

②
九
五
年
度
予
算
は
復
旧
復
興
を
軸
に
し
た
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
予
算
総
額
は
前
年
比
七
0
0
0
億
円
増
(
-―――
―-
・
-―
-
％
増
）
の
二
兆

七
八
0
0
億
円
。
内
一
般
会
計
が
六

o
・九
％
増
で

一
兆
五
―
―1
0
0
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
算
の
大
部
分
は
霙
災
関
連
事
業
費
で
、
こ
れ
を
の
除
く
と
前
年

比
一
0
•

五
％
、
二
0
0
0
億
円
が
減
少
し
て
お
り
、

一
般
会
計
で
の
震
災
関

連
は
六
七
0
0
億
円
に
な

っ
て
い
ま
す
。
歳
入
を
み
る
と
、
市
税
の
減
少
を
七

四
0
億
円
（
二
五
％
減
）
と
見
積
り
、
国
庫
補
助
金
（
二
三
九
％
増
）
、
市
債

（三
一

0
％
増
）
と
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
い
わ
ば
借
金
予

算
で
す
。
一
方
歳
出
で
は
通
常
経
費
は
軒
並
減
額
さ
れ
、
新
規
事
業
は
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
震
災
対
策
関
連
で
災
害
復
旧
費
が
四
一
五
0
億
円
、
住
宅
牲

二
六
0
0
億
円
（
二
三
―
―
-
％
増
）
、
商
工
費
が
八
四
0
億
円

（八
三
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
費
は
前
年
比
ニ
ニ
％
減
の
七
九
0
億
円
で
衛
生
費
に
つ

い
で
大
き
な
減
額
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
総
じ
て
震
災
復
興
に
重
点
を
匿
い

て
い
る
た
め
の
基
盤
整
備
に
比
重
が
掛
け
ら
れ
た
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
教
育
委
員
会
関
係
予
算
の
内
訳
を
み
る
と
、
総
額
七
六
0
億
円
で
前
年
比
十

七
％
滅
、
内
九
四
億
円
が
教
育
施
設
災
害
復
旧
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。経
常
経
費

（
人
件
費

・
物
件
費
）
の
削
滅
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
臨
時
費
（補
助
事
業
・
単
独
事

業
・消
費
的
経
費
）
が
大
幅
に
削
滅
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
が
軒
並
ス
ト

ッ

プ
さ
れ
る
な
か
で
、
幼
稚
園
の
二
年
保
育
関
連
費
や
新
構
想
高
校
検
討
の
予
算

は
確
保
さ
れ
、
懸
案
で
あ
っ
た
心
臓
病
検
診
費
用
の
公
的
負
担
、
御
影
工
業
の

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
葺
合
・
兵
商
の

L
L
教
室
や
神
戸
西
の
地
学
教
室
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
教
室
の
冷
房
や
新
規
格
の
教

員
用
机
も
前
進
し
て
い
ま
す
。

④
市
の
復
興
計
画
は

「災
害
に
強
い
新
し
い
町
神
戸
」
の
実
現
に
む
け
、

三
月

五
、
神
戸
の
町
の
復
興
に
む
け
て

①

お

よ

そ

一
か
月
間
の
休
校
が
続
い
た
被
災
学
校
園
は
、
施
設
設
備
の
安
全
確

認
と
生
徒
の
安
否
確
認
が
進
み
、
交
通
機
関
の
応
急
復
旧
が
さ
れ
る
な
か
で
二

月
末
に
は

「学
校
再
開
」
が
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復

旧
せ
ず
そ
の
殆
ど
が
短
縮
処
置
に
よ
る
も
の
で
正
常
な
教
育
活
動
に
は
程
遠
い

も
の
で
し
た
。
施
設
設
備
が
避
難
場
所
に
使
わ
れ
た
学
校
園
で
は
、
卒
業
式
を

他
校
の
講
堂
や
体
育
館
を
借
り
て
行
う
状
況
で
し
た
。
入
学
試
験
は
施
設
設
備

の
大
部
分
が
避
難
所
と
な
っ
た
楠
分
会
以
外
は
か
ろ
う
じ
て
自
校
で
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

四
月
に
入
っ
て
仮
設
教
室
が
建
設
さ
れ
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
が
、
十
六
校

中
十
二
校
で
依
然
避
難
所
と
し
て
教
室
・
体
育
館
・
講
堂
や
会
議
室
、
グ
ラ
ン

ド
な
ど
が
使
用
さ
れ
、
加
え
て
校
舎
や
グ
ラ
ン
ド
の
損
壊
の
た
め
不
自
由
な
教

育
活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
部
省
や
関
係
機
関
に
仮
設
住
宅
の
建
説
を

急
ぎ

「避
難
所
の
解
消
」
を
と
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
状
況
の
改
善

に
明
る
い
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
施
設
設
備
の
復
旧
工
事
は
や
む
な
し

と
し
て
も
せ
め
て
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
場
を
保
障
す
る
よ
う
引
続
き
要
求

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
四
月
二
四
日
市
教
委
に
対
し
「
霙
災
復
興
に
関
す
る

緊
急
予
算
要
求
」
を
提
出
し
こ
れ
ら
の
条
件
整
備
が
焦
眉
の
問
題
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。

②

高
専
の
専
攻
科
設
置
予
算
は
震
災
で
頓
座
し
ま
し
た
が
、
市
教
委
は
そ
の
計

画
を
放
棄
し
て
い
ま
せ
ん
。
高
専
分
会
は
全
大
教
高
専
協
議
会
の
教
研
集
会
や

分
会
で
引
続
き
研
究
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
職
場
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

市
高
と
し
て
も
引
続
き
積
極
的
に
要
求
し
高
専
の
発
展
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
の
二
年
保
育
を
検
討
す
る
市
教
委
の
「
幼
児
教
育
振
興
検
討
委
員
会
」

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
の
幼
児
の
動
向
、
私
立
幼
稚
園
の
被
害
状
況
と

復
興
な
ど
を
勘
案
し
、
公
立
の
二
年
保
育
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
急
い
で
い

六
、
学
校
再
開
か
ら
再
建
・
復
興
ヘ

末
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
四
月
に
「
復
興
計
画
審
議
会
」
を
設
置
し
、
六

月
に
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

固



検証●心をひとつにがんばろう

ま
す
。
全
市
百
十
一
園
の
私
立
幼
稚
園
の
被
害
も
大
き
く
、
四
園
が
廃
園
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
立
の
統
合
を
伴
う
二
年
保
育
の
方
向
に
対
し
て
は
、
幼
稚
園
部

の
議
論
で
は
「
や
む
な
し
」
と
の
考
え
も
出
て
い
ま
す
が
、
統
合
に
よ
っ
て
働

き
や
す
く
ゆ
と
り
の
あ
る
園
が
実
現
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
に
よ
っ
て
市
教
委
の

「パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
構
想
」
も
中
断
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
最
も
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
第
1

学
区
の
復
興
が
学
校
再
編
を
伴
っ
て
浮
上
し
、
市
教
委
の
「
検
討
委
員
会
」
が
再

開
さ
れ
、
六
月
末
の
市
の
復
興
計
画
策
定
期
ま
で
に
大
筋
の
合
意
を
得
る
日
程
で

検
討
が
進
み
ま
し
た
。
市
高
も
昨
年
度
の
「
学
級
減
対
策
委
員
会
」
を
再
開
し
、

今
後
の
生
徒
の
減
少
動
向
や
神
商
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
協
議
し
つ
つ
、
市

教
委
の

「再
編
」
問
題
に
対
拠
し
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
機
械
的
な
統
合

再
編
反
対
、
生
徒
を
差
別
選
別
し
、
袋
小
路
に
追
い
遣
る
多
様
化
学
校
反
対
を

基
本
姿
勢
と
し
て
こ
れ
に
対
応
し
て
ゆ
き
ま
す
。

障
害
児
学
校
の
雛
災
復
興
の
課
題
で
重
要
な
の
は
、
広
域
の
通
学
圏
の
も
と

で
安
全
な
通
学
、
就
学
援
助
な
ど
安
心
し
て
学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
最
善
の

条
件
を
保
障
す
る
こ
と
に
有
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
点
字
プ
ロ
ッ
ク
な
ど

き
め
細
か
い
要
求
の
実
現
に
と
り
く
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
こ
こ
数
年
は
窟
災
復
興
が
最
重
点
に
な
り
、
厳
し
い
予
算
の
中
で
そ
の
多
く

が
震
災
関
連
に
注
ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
学
校
教
育
が
そ
の
こ
と

を
理
由
に
削
ら
れ
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
市
高
教
育

の
復
興
と
発
展
を
目
指
し
、
正
々
堂
々
と
要
求
し
、
豊
か
な
教
育
条
件
の
も
と

で
の
教
育
活
動
が
行
え
る
よ
う
運
動
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
で
あ
れ
ば
文

部
省
を
は
じ
め
国
に
む
け
た
行
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
す
す
め
ま
し
ょ

、つ。
こ
こ
数
ヶ
月
の
私
た
ち
の
活
動
は
教
師
と
し
て
の
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
の

在
り
方
を
問
わ
れ
る
も
で
し
た
。
ま
た
、
市
高
教
組
の
存
在
そ
の
も
の
が
問
わ

れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

市
教
委
は
、
私
た
ち
の
こ
の
間
の
奮
闘
ぶ
り
を
目
の
当
り
に
し
大
い
に
感
謝

し
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
市
高
に
対
す
る
信
頼
感
が
、
分
会
長
を
始
め
と
す
る
分
会
執
行
部

の
救
援
活
動
を
通
し
て

一
層
強
固
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

組
合
員
間
の
連
帯
の
き
ず
な
が
強
ま
り
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
こ
そ
組
合

活
動
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
間
夢
中
で
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
決
し
て
充
分
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
問
題
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
執
行
部
が
最
も
重
視

し
た
こ
と
は
、
未
だ
経
験
の
な
い
状
況
の
下
で
全
て
の
組
合
員
・
教
職
員
が

「
心
―
つ
に
し
て
」
頑
張
る
こ
と
で
し
た
。
予
想
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
困
難
に

対
し
て
も
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
に
訴
え
ま
す
。

「心

―
つ
に
し
て
」
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
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①家がつぶれ、崖が崩れ、ガスが漏れ、地域の人々は近くの学校に

避難しました。避難所に指定されていない高校、幼稚園、障害児学

校も例外ではなかった。

・次々と集まる避難者を体育館、教室に収容。どちらに入れたかで

後に影響。

体育館………多人数を収容できるが、人数の集約、班作りが困難。

プライバシーを保ちにくく、長期化するとストレス

がたまる。暖房が効きにくい。

教室………人数の集約、班作りがやりやすい。プライバシーも

保てる。暖房も効きやすい。ただし、授業が始まる

と教室が使えない。

②トイレ、水汲み、ごみ処理

水洗便所で水が出ない場合、毎回水を汲んで流すか、定期的に清

掃するかどちらかで対応していた。紙については流さないよう汚物

入れに入れるようにしていた所もあった。水洗便所の場合、一度つ

まると後が大変。避難人数に比べてトイレの数が足りず仮設のトイ

レが来るまで、学校の周りの汚物処理が必要だった。

③食事、毛布、救援物資

始めの一週間、食事や毛布が定期的に届くようになるまで、炊だ

しの出来た所はよかったが、そうでない所は食事の確保が大変だっ

た。初期は炊きだしのボランティアが非常に喜ばれた。避難人数よ

＾ 
つ
回
の
震
災
で
学
校

• I― 神 し
戸起
市つ
立た
神 一港し
高と
等

悶

学
校
の
被
害
状
況
(2
例
）

り
少
な
い
物
資
に
つ
い
て
は
平
等
に
配
付
で
き
な
い
た
め
、
倉
庫
に
眠
っ
た
ま

ま
に
な
っ
た
。

④
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

全
国
か
ら
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
た
が
、
学
校
で
は
彼
ら
を
十

分
に
生
か
す
体
制
が
取
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
逆
に
気
を
使
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
迷
惑
が
ら
れ
る
事
も
あ
っ
た
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
で
体
制

を
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
所
も
あ
っ
た
。
学
校
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
求
め
る
体
制
が
で
き
て
い
る
所
は
、
後
々

学
校
が
再
開
し
て
い
く
と
き
う
ま
く
い
っ
た
。
炊
き
だ
し
や
肉
体
労
働
だ
け
で

な
く
、
医
療
や
生
活
関
連
の
特
技
を
持
っ
た
人
の
協
力
が
必
要
だ
。

⑤

遺
体
安
置
所

斎
場
が
使
え
な
い
た
め
、
学
校
に
次
々
と
死
亡
者
が
運
び
込
ま
れ
、
棺
桶
作

り
か
ら
納
棺
ま
で
職
員
が
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
も
あ
っ
た
。

匡］



●中館（取壌し済）

●中館4F 情報処理実習室

●
解
体
工
事
中
の
中
館
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管
理
棟
は

写
其
が
示
す
よ
う
に
、
大
変
な
被
害
で
す
。

教
職
員
の
必
要
な
書
類
や
教
材
な
ど
が
危
険
な
た
め

取
り
出
せ
な
く
て
困

っ
て
お
り
ま
す
。

三
、
四
階
は
、
講
堂
兼
体
育
館
で
、
部
活
動
で
も
使

っ
て
い
た
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
二
階
は
図
書
館
が

あ
り
、
本
も
あ
ま
り
取
り
出
せ
な
く
て
大
変
で
す
。

早
急
な
校
舎
の
建
て
替
え
を

●
神
戸
市
立
神
戸
商
業
高
等
学
校

t 
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さら

管
理
棟
内
部
の
様
子
を
示
す
写
真

非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す

備
品
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
こ
わ
れ
、
固

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

匝］



一遵
●
し
て
き
て
い
る
人
た
ち
と
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
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瀧
川

勝
二
（
神
戸
工
業
分
会
）

連
休
明
け
の
平
成
七
年
一
月
十
七
日
火
曜
日
、
午
前
五
時
四
十
六
分
。
生
涯
忘

れ
よ
う
と
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
く
の
大
切
な
命
を
奪
い
、
幸
せ
な
家

庭
の
団
ら
ん
を
奪
い
、
多
く
の
涙
を
奪
っ
た
。
幸
運
に
も
命
が
助
か
っ
た
あ
る
人

は
、
涙
が
乾
く
と
ま
た
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
精
一
杯
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
し

て
い
た
。

一
方
、
同
じ
神
戸
市
内
で
も
こ
れ
ま
で
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ
生
活
を
送
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
町
や
地
域
も
あ
っ
た
。
「
神
戸
は
本
当
に
被
災
し
た

の
か
」
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
頭
の
中
を
何
度
も
何
度
も
駆
け
巡
っ
た
。
心
身
と
も

に
被
災
し
て
い
な
い
人
の
存
在
が
問
題
に
な
っ
て
も
い
た
。
物
見
遊
山
の
素
人
カ

メ
ラ
マ
ン
、
火
事
場
泥
棒
、
無
関
心
人
間
。
し
か
し
、
五
千
余
人
の
死
者
を
出
し
、

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
避
難
所
職
員
な
ど
の
激
務
に
よ
る
過
労
死
、
ス
ト
レ

ス
か
ら
く
る
胃
潰
瘍
、
交
通
事
故
等
の
二
次
災
害
ま
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
紛

れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
状
況
は
百
日
以
上
経
っ
た
今
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。
避
難
所
で
は
数
万
人
の
人
が
狭
い
ス
ペ
ー
ス
・
寒
い
廊
下
で
、
助
け
合
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
、
板
宿
•
長
田
の
焼
け
跡
や
灘
・
東
灘
の
倒
壊
家
屋
を
見
る

度
に
恐
ろ
し
さ
が
蘇
り
全
身
が
震
え
る
。

地
震
当
日
、
担
当
の
化
学
準
備
室
の
火
災
が
心
配
に
な
り
急
い
で
出
勤
、
散
乱

し
た
薬
品
の
整
理
を
し
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
そ
の
と
き
、
ま
さ
か
教
え
子
を

失
っ
て
い
た
と
は
…
…
。
そ
の
事
実
を
知
っ
た
翌
日
、
今
春
高
校
卒
業
を
祝
う
筈

だ
っ
た
他
校
の
教
え
子
を
も
失
っ
て
い
た
と
を
知
っ
た
。
生
徒
の
安
否
を
調
べ
る

の
が
怖
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
と
に
か
く
自
分
の
目
と
足
で
確
か
め
よ
う
と
背
中

に
地
図
、
名
簿
、
差
入
れ
の
ゆ
で
卵
、
お
に
ぎ
り
、
果
物
等
を
入
れ
た
リ
ュ
ッ
ク

を
担
ぎ
、
避
難
所
を
一
っ
―
つ
歩
い
て
ま
わ
っ
た
。
そ
し
て
体
を
疲
れ
さ
せ
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
気
持
ち
を
紛
ら
わ
せ
、
ご
ま
か
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
結
局
、

ク
ラ
ス
生
徒
全
員
の
安
否
が
確
認
で
き
た
の
は
一
週
間
も
後
だ
っ
た
。

や
が
て
、
避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い
本
校
は
登
校
日
を
迎
え
、
困
難
の
中
、
登

『
神
戸
復
興
に
大
切
な
捐
代
』

校
し
て
き
た
生
徒
と
共
に
「
今
、
自
分
達
が
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
」
を
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
で
連
日
話
合
っ
た
。
被
災
に
あ
っ
た
生
徒
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
ひ
と
回

り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
も
思
え
た
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

避
難
所
を
ま
わ

っ
て
洗
濯
物
を
集
め
、
自
宅
や
学
校
で
洗
い
、
配
達
す
る
こ
と
。

そ
れ
ま
で
洗
い
た
く
て
も
洗
え
ず
に
困
っ
て
い
た
人
に
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
。
「
助
か
る
わ
。
あ
り
が
と
う
。
」
疲
れ
た
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
が
れ
る

気
が
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
も
三
カ
月
が
過
ぎ
、
延
べ
に
し
て
五
百
軒
を
越

え
る
方
々
の
洗
濯
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
陰
に
は
毎
週
末
協
力
を
頂
い
て
い
る
名

谷
周
辺
や
垂
水
区
・
西
区
等
の
ご
家
庭
や
そ
の
生
徒
、
生
徒
会
執
行
部
、
保
健
・

家
庭
科
•
生
徒
会
等
の
先
生
方
、
そ
し
て
そ
の
ご
近
所
の
方
々
、
育
友
会
の
方

他
、
本
当
に
暖
か
い
支
え
が
あ
る
。

近
頃
、
よ
う
や
く
行
き
先
が
決
ま
り
、
避
難
所
を
後
に
す
る
方
と
挨
拶
を
交
わ

す
機
会
が
あ
る
。
婚
し
い
気
持
ち
よ
り
む
し
ろ
、
こ
み
上
げ
る
寂
し
さ
で
胸
が

一

杯
に
な
る
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
撤
退
や
自
立
が
叫
ば
れ
る
一
方
で
ま
だ
ま
だ
多
く

の
方
々
が
仮
設
住
宅
に
す
ら
入
居
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
指
示
待
ち
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
余
っ
て
い
た
と
い
う
。
今
、
必
要
な
の
は
、

「
考
え
る
人
」
で
は
な
く
、
「
考
え
て
行
動
が
出
来
る
人
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

考
え
る
だ
け
で
は
何
の
力
に
も
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
わ
れ
わ
れ
は
、
改
め
て

「
継
続
し
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
と
「
人
と
人
の
暖
か
い
心
の
つ
な
が
り
」

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

戦
争
を
知
ら
な
い
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
災
害
を
克
服
し
、
そ
こ
か
ら
よ
り
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
次
の
世
代
に
伝
え
残
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

目
の
前
の
生
徒
達
の
世
代
も
ま
た
、
新
し
い
神
戸
復
興
の
た
め
に
、
重
要
に
な
っ

て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
の
大
切
な
と
き

に
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
残
さ
れ
た
生
徒
と
共
に
、
考
え
て
行
動
で
き
る

人
間
で
あ
り
た
い
。
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m-
1月17日⑳午前5時46分。その時、 その時から私は…

し
ゃ
っ
く
ん
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・神
戸
高
専
分
会
）

そ
の
時
私
は
、
前
夜
か
ら
研
修
先
の
神
戸
大
学
工
学
部
の
研
究
室
に
泊
り
込
み
、

あ
る
論
文
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
数
人
の
学
生
と
文
章
や
図
面
を
作
成
し
て
い
た
。

ガ
タ
ガ
タ
と
き
て
す
ぐ
に
停
電
と
な
り
、
真
っ
暗
闇
と
な
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
グ
ラ

グ
ラ
揺
ら
れ
続
け
た
。
建
物
が
徐
々
に
傾
い
て
い
っ
た
（
そ
う
感
じ
た
）
。
「
あ
ー

あ
ー
、
建
物
の
下
敷
に
な
っ
て
…
…
•
あ
あ
っ
も
う
だ
め
だ
。
お
れ
の
人
生
こ
れ
で

終
わ
り
か
」
。
死
の
直
前
の
気
持
ち
を
経
験
し
た
。
揺
れ
が
治
ま
っ
た
と
き
、
不

思
議
に
も
、
床
は
正
常
で
、
ま
っ
す
ぐ
立
て
た
。
こ
の
不
思
議
さ
は
、
後
日
、
大

き
な
横
揺
れ
の
加
速
度
（
六
甲
は
震
度
七
）
と
鉛
直
下
向
き
の
重
力
加
速
度
が
合

わ
さ
っ
て
、
斜
め
下
方
向
に
合
計
の
加
速
度
を
感
じ
た
た
め
だ
と
説
明
を
受
け
、

理
解
で
き
た
。

さ
て
、
真
っ
暗
の
中
、
壁
伝
い
に
手
探
り
で
一
二
階
か
ら
一
階
ま
で
降
り
、
窓
か

ら
外
へ
飛
び
出
し
た
。
車
の
ラ
ジ
オ
で
「
裳
源
地
は
淡
路
島
北
部
で
す
」
と
聞
い

た
と
き
、
私
は
再
び
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
自
宅
は
明
石
市
二
見
町
で
あ
る
。

「
六
甲
で
こ
の
揺
れ
な
ら
、
よ
り
近
い
二
見
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
。
即
座

に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
倒
壊
を
想
像
し
た
。
（
こ
の
と
き
に
、
活
断
層
の
方
向
性
を

知
る
由
も
な
か
っ
た
。
）
す
ぐ
に
電
話
を
し
た
が
つ
な
が
ら
な
い
。
帰
る
し
か
な
い
。

車
で
大
学
を
出
た
途
端
、
目
の
前
に
広
が
る
状
況
は
、
私
を
身
震
い
さ
せ
、
ま
す

ま
す
家
族
の
身
を
案
じ
さ
せ
た
。
家
屋
・
ピ
ル
の
倒
壊
・
火
災
、
道
路
の
地
割
れ

・
段
差
、
落
下
し
か
け
の
高
速
道
路
、
消
え
た
信
号
機
、
車
の
渋
滞
。
六
甲
か
ら

明
石
の
西
端
ま
で
、
地
震
直
後
の
光
景
は
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
明
石

の
中
心
街
を
抜
け
る
と
、
被
害
が
な
ん
と
な
く
少
な
く
思
え
た
。
さ
ら
に
二
見
に

近
づ
く
に
つ
れ
、
明
ら
か
に
被
害
が
減
っ
て
い
た
。
大
丈
夫
な
の
か
。
角
を
曲
が

る
と
き
、
大
い
に
緊
張
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
立
っ
て
い
る
か
。
立
っ
て
い
た
。

「
よ
っ
し
ゃ
！
」
。
車
を
止
め
、
部
屋
に
入
っ
た
と
き
、
「
大
丈
夫
か
！」

、
私

は
大
声
で
叫
ん
で
い
た
。
妻
は
大
学
関
係
者
に
電
話
を
し
て
い
た
。
私
の
姿
を
み

死
の
直
前
の
気
持
ち
を
経
験

て ←•-··· -­

っ・ベ・. . .. 
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た
途
端
、
腰
が
抜
け
た
よ
う
に
崩
れ
落
ち
泣
き
だ
し
た
。
地
震
発
生
か
ら
約
三
時

間
が
経

っ
て
い
た
。
「
半
分
あ
き
ら
め
て
い
た
」
と
言
っ
た
き
り
妻
は
号
泣
し
涙

が
止
ま
ら
な
い
。
妻
の
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
分
か
る
。
ご
め
ん
よ
。
た
だ
私
は
抱

き
し
め
た
。
子
供
達
の
は
し
ゃ
ぐ
声
と
、
妙
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
た
。

物
理
的
に
は
、
食
器
が
割
れ
る
程
度
の
被
害
し
か
な
か
っ
た
が
、
連
絡
不
通
の

＝一時
間
に
感
じ
た
精
神
的
苦
痛
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
不
安
、
焦
り
、
自

己
嫌
悪
、
自
責
。
家
族
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
は
ず
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
カ

に
な
れ
な
か
っ
た
。
大
黒
柱
と
し
て
落
第
だ
。
で
も
家
族
が
全
員
無
事
で
、
ま
た

や
り
直
せ
る
。
頑
張
ろ
う
。
今
そ
う
思
っ
て
い
る
。
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あ
の
悪
夢
の

一
瞬
、
長
田
区
の
ど
ま
ん
中
に
あ
っ
た
築
古
年
の
わ
が
家
は
無
残

に
倒
壊
し
た
。

と
さ

0

終
末
の
刻
至
る
や
と
く
ら
や
み
の

中
を
地
嗚
り
の
轟
く
聴
け
り

心
強
か

っ
た
の
は
友
人
、
知
人
、
同
僚
の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。

0

自
転
車
で
単
車
で
徒
歩
で
瓦
礫
越
え

ぁ吾
を
た
ず
ね
来
る
友
の
い
く
た
り

そ
し
て
母
校
の
小
学
校
で
の
避
難
所
暮
ら
し
の
二
週
間
。
毎
日
と
て
も
多
忙
だ
っ

こ
。
t
 

0

被
災
者
と
呼
ば
る
る
身
と
な
り
使
ひ
捨
て
の

容
器
に
受
く
る
雑
炊
の
湯
気

0

被
災
し
て
は
じ
め
て
も
ら
ふ
握
り
飯
の

た

握
り
手
は
誰
そ
合
掌
し
て
食
ぶ

0

一
本
の
バ
ナ
ナ
隣
人
と
分
け
合
ひ
て

階
段
の
踊
り
場
に
寝
む
と
し
て
を
り

0

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

一
本
の
水
に
二
時
間
を

並
び
て
焼
亡
の
街
見
て
を
り
ぬ

0

加
茂
川
町
の
う
ど
ん
で
す
よ
と
差
し
出
さ
れ

も

ろ

て

両
手
に
受
く
る
人
の
や
さ
し
さ

パ
ニ
ッ
ク
な
ど
は
な
か
っ
た
。
人
々
は
み
な
奇
妙
な
ほ
ど
や
さ
し
か

っ
た
。

0

被
災
者
は
皆
し
ず
か
に
て
諄
ひ
も

な
さ
で
給
水
の
列
に
並
べ
り

0

靴
の
ま
ま
た
た
み
を
歩
き
服
の
ま
ま

シ
ュ
ラ
フ
に
眠
る
冬
の
雨
降
る

鞍
本

被
災
う
た

H
記

恵
美
子
（
長
田
工
分
会
）

西
山

0

新
築
の
母
校
避
難
所
と
な
り
て
よ
り

日
々
少
し
ず
つ
汚
れ
ゆ
く
な
り

そ
れ
で
も
日
々
は
す
ぎ
ゆ
く
。

0

い
つ
泣
く
の
か
い
つ
泣
く
の
か
と
思
ひ
つ
つ

泣
か
ざ
る
ま
ま
に
一
月
が
過
ぐ

0

生
ま
れ
育
ち
五
十
余
年
を
生
き
て
来
し

町
は
焼
け
失
せ
如
月
の
風

幸
い
に
も
同
僚
の
協
力
、
支
援
を
得
て
、
新
し
い
す
ま
い
に
転
居
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

0

罹
災
し
て
移
り
し
町
は
庭
先
に

水
仙
咲
き
て
潮
香
る
町

職
場
の
皆
さ
ん
、
目
を
み
は
る
よ
う
な
パ
ワ
フ
ル
な
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
"
”私

と
地
震
と
組
合
と

正
秋
（
神
戸
高
専
分
会
）

今
回
の
地
震
で
は
、

幸
い
に
も
家
族
全
員
が
無
事
で
し
た
が
、
住
む
家
と
家
財

を
失
い
、
そ
れ
ま
で
の
安
穏
と
し
た
日
々
の
生
活
が
、
足
元
か
ら
カ
サ
ッ
と
さ
ら

わ
れ
て
い

っ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
本
当
に
役
立
つ
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
市
高

で
し
た
。
市
高
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
、
各
種
の
災
害
補
償
や
見
舞
い
金
に
つ
い
て
、

ま
た
、
自
宅
再
建
の
た
め
の
融
資
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
又
、
住
む
家
を
探
し
て
い
る
他
の
先
生
の
こ
と
で
相
談
を
し
た
ら
、

早
速
調
べ
て
連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
市
高
発
行
の
「
あ
す
を
め
ざ

し
て
」
も
随
分
と
役
に
立
ち
ま
し
た
。
高
専
は
高
校
と
は
異
な
る
校
種
で
あ
り
、

教
育
と
研
究
の
両
面
に
お
い
て
高
専
独
自
の
要
求
が
、
最
近
は
全
面
に
出
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
教
育
労
働
者
と
し
て
の
生
活
と
権
利
に
つ
い
て
、
又
、
学
生

歴l



[]] 1月17日肉午前5時46分。その時、 その時から私は…

． •
生
徒
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
教
育
の
た
め
の
環
境
整
備
に
関
し
て
は
、
お
互
い

の
共
通
点
は
非
常
に
多
く
あ
り
、
市
高
こ
そ
長
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
共
通
基
盤
を

積
み
上
げ
踏
み
固
め
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
度
あ
ら
た
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
私
が
新
採
用
で
須
磨
高
に
配
属
さ
れ
て
六
年
間
勤
め
た
後
、
高
専

に
移
っ
て
も
う
十
四
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
当
時
の
市
高
青
年
部
の
教
育
に
対
す

る
情
熱
と
、

一
人

一
人
の
組
合
員
の
要
求
を
大
切
に
し
そ
れ
を
民
主
的
に
組
織
し

て
い
く
と
い
う
市
高
の
姿
勢
に
は
、
高
専
に
移
っ
た
今
も
価
値
を
見
出
し
て
い
ま

す
。

一
月
十
七
日

岡
本

弘
行
（
楠
高
校
分
会
）

何
が
起
こ
っ
た
？

そ
の
日
、
私
は
な
ぜ
か
朝
早
く
目
が
覚
め
て
い
ま
し
た
。
私
の
勤
務
す
る
学
校

は
定
時
制
高
校
な
の
で
こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
す
が
、
枕
元
の
デ
ジ
タ
ル
時
計
は

五
時
―
―1
0
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
眠
ろ
う
と
、
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る

と
こ
ろ
へ
、
あ
の
ド
ー
ン
と
い
う
地
鹿
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

下
か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う
な
衝
繋
で
体
が
浮
き
あ
が
り
、
完
全
に
目
が
覚
め
ま

し
た
。
最
初
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
、
ど
こ
か
で
燥
発
事
故

で
も
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
「
ガ
タ
ガ
タ
」
と
大
き
な
揺
れ
が
始

ま
り
、
や
っ
と
地
震
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
布
団
を
か
ぶ
っ
て
丸
く
な
る
の
が
精

一
杯
。―

10
秒
ほ
ど
の
揺
れ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
隣
の
部
屋
に
寝
て
い
る
妻

と
子
ど
も
に
声
を
か
け
る
の
で
す
が
、
返
事
も
な
か
な
か
聞
こ
え
ず
、
歩
く
こ
と

11

人
の
つ
な
が
り
“
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
一

一
カ
月
余

も
で
き
ま
せ
ん
。
布
団
の
上
か
ら
何
か
固
い
も
の
が
頭
を
こ
す
っ
て
い
く
の
で
す

が
、
そ
れ
が
私
の
机
だ
と
後
に
な
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
。
も
し
目
覚
め
て
い
な
か
っ

た
ら
…
…
と
考
え
る
と
、
い
ま
で
も
身
震
い
し
ま
す
。

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
、
妻
と
子
ど
も
の
安
全
を
確
認
し
、
時
計
を
見
る
と
数
字

が
消
え
て
お
り
、
停
電
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
窓
を
開
け
て
外
の
様
子

を
見
た
と
こ
ろ
、
い
つ
も
は
頭
上
に
あ
る
阪
神
電
鉄
の
高
架
が
目
の
前
に
あ
る
の

で
す
。
し
か
も
線
路
の
上
を
何
人
も
の
人
が
歩
い
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
外
へ

出
な
け
れ
ば
…
…
と
思
い
、
子
ど
も
を
抱
き
か
か
え
て
壊
れ
た
階
段
を
下
り
ま
し

た
が
、
い
ま
で
も
「
ど
の
よ
う
に
し
て
下
り
た
の
か
」
わ
か
り
ま
せ
ん
。
玄
関
の

ア
ル
ミ
の
格
子
戸
が
ひ
し
ゃ
げ
て
、
人
が
横
に
な
っ
て
す
り
抜
け
ら
れ
る
隙
間
が

あ
っ
た
の
は
幸

い
で
し
た
。

外
へ
飛
び
出
た
靴
を
さ
が
し
て
子
ど
も
た
ち
に
履
か
せ
、
と
に
か
く
近
く
の
小

学
校
ま
で
避
難
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
阪
神
電
車
の
高
架
が
崩
落
し
た
り
、
家

が
崩
壊
し
て
い
る
暗
や
み
の
な
か
を
歩
き
、
い
つ
も
な
ら
五
分
も
か
か
ら
な
い
距

離
の
学
校
へ
た
ど
り
着
く
の
に
十
五
分
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
見
渡
す
か
ぎ
り
ど

の
家
も
倒
壊
し
、
ビ
ル
や
電
柱
も
ほ
と
ん
ど
が
傾
き
、
自
分
の
目
で
見
て
い
る
現

実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
茫
然
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

近
く
に
住
む
父
親
の
こ
と
が
心
配
で
、
妻
と
子
ど
も
た
ち
を
小
学
校
に
残
し
て

実
家
に
走
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
父
が
、
崩
れ
た
家
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
隣

家
の
ご
夫
婦
を
助
け
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
時
間
ほ

ど
、
ま
る
で
催
眠
状
態
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
、
恐
怖
心
も
感
じ
ず
夢
中
で
救
出

作
業
に
か
か
り
っ
き
り
で
し
た
。
二
階
の
畳
を
持
ち
上
げ
、
床
板
を
た
た
き
割
り
、

天
井
を
は
が
し
、
そ
の
下
の
家
具
の
隙
間
に
い
る
人
を
引
っ
張
り
出
し
、
二
階
の

窓
か
ら
顔
を
出
し
て
い
る
人
た
ち
に
梯
子
を
か
け
て
降
ろ
し
、
靴
を
配
る
。
バ
ー

ル
、
の
こ
ぎ
り
、
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

助
け
出
さ
れ
た
人
が
、
ま
た
つ
ぎ
の
人
を
助
け
る
。
い
ま
考
え
れ
ば
、
余
震
の
恐

怖
で
足
が
す
く
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
や
っ
て
い
ま
し

ゃ

）

0
f
 

•
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
夢
中
で
救
出
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そ
の
日
の
夜
は
、
余
震
の
恐
怖
で
ほ
と
ん
ど
眠
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
幼
稚
園
は
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
か
ら
も
指
示
が
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
情
報
も
ラ
ジ
オ
以
外
に
な
く
、

早
朝
か
ら
自
転
車
で
区
役
所
ま
で
走
り
、
様

子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

区
役
所
の
な
か
も
避
難
者
で
い

っ
ぱ
い
で
す
し
、
満
足
に
食
糧
の
供
給
も
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
に
直
接
食
糧
の
供
給
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
っ

た
の
は
、
地
震
か
ら
三
日
後
の
二
0
日
ご
ろ
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
園
長
と

蔵
本
先
生
（
以
前
の
私
の
同
僚
）
が
隣
の
小
学
校
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
て
き
た
り
、

み
な
に
よ
び
か
け
て
、
食
糧
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
た
り
で
し
の
い
で
い
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
避
難
者
の
な
か
に
近
く
の
市
場
や
中
華
料
理
店
を
経
営
し
て
い

る
人
た
ち
が
お
り
、
倒
壊
し
た
店
か
ら
材
料
を
集
め
、
地
震
の
翌
日
か
ら
暖
か
い

食
べ
物
の
炊
き
出
し
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日
冷
た
い
お
に
ぎ
り
だ
け
で
は
、
お
年

•
生
活
の
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

●
恐
怖
の
興
奮
で
血
走
っ
た
人
た
ち

午
前
九
時
ご
ろ
、
少
し
落
ち
着
い
て
小
学
校
へ

戻
り
、
妻
と
子
ど
も
た
ち
に
毛

布
や
衣
類
を
届
け
、
職
員
室
の
警
報
ベ
ル
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
隣
の
西

郷
幼
稚
園
の
園
長
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
岡
本
先
生
、
手
を
貸
し
て
」

と
い
わ
れ
、
家
族
を
連
れ
て
幼
稚
園
へ
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
校

も
同
じ
で
す
が
、
地
震
の
衝
整
で
窓
の
鍵
が
は
ず
れ
て
し
ま
い
、
ど
こ
か
ら
と
も

．な
く
避
難
者
が
入
っ
て
き
て
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

職
員
室
と
園
長
室
と
の
鍵
を
開
け
て
見
る
と
、
部
屋
の
な
か
は
、
ま
る
で
ミ
キ

サ
ー
を
か
け
た
後
の
よ
う
に
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
…
…
。
避
難
し
て
き
て
い
る
人
た

ち
も
み
な
、
恐
怖
と
輿
奮
で
血
走
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
一

日
は
、
ま
る
で
夢
の
世
界
の
出
来
事
の
よ
う
に
現
実
感
が
乏
し
く
、

ほ
と
ん
ど
有
効
な
手
だ
て
も
打
て
な
い
ま
ま
に
暮
れ
て
い
き
ま
し
た
。

園
庭
の
な
か
は
車
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で
焚
き
火
が
始
ま

っ
て
い

ま
す
。
寒
さ
の
た
め
も
あ
り
ま
す
が
、
火
の
そ
ば
が
こ
ん
な
に
落
ち
着
く
も
の
だ

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
子
ど
も
た
ち
に
希
望
あ
ふ
れ
た
未
来
を

寄
り
や
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
弱
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
私
は

「助
け
合
い
の
姿
勢
と
生
活
ル
ー
ル
が
必
要
」
だ
と

感
じ
、
園
長
先
生
、
蔵
本
先
生
と
相
談
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
大
切
だ
っ
た
の
は
、

名
簿
づ
く
り
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水
く
み
、
ゴ
ミ
処
理
、
飲
料
水
の
確
保
な
ど
で
す
。

電
気
の
復
旧
ま
で
は
、
毎
日
手
書
き
で
二
時
間
ほ
ど
か
け
て
名
簿
を
つ
く
り
変
え

ま
し
た
。
断
水
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
は
使
い
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
詰
ま
っ
た
ト
イ

レ
と
ゴ

ミ
の
な
か
で
生
活
し
て
い
て
は
、
気
持
ち
も
す
さ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
手
の
つ
け
よ
う
が
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
み
ん
な
の
協
力

で
使
え
る
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
で
す
。
つ
ぎ
に
手
が
け
た
の
は
、
組
織
づ
く
り

で
す
。
青
年
部
、
婦
人
部
、
各
部
屋
の
代
表
者
な
ど
を
決
め
て
も
ら
い
、
全
員
で

の
自
治
を
心
が
け
ま
し
た
。

電
気
の
復
旧
は

一
月
ニ
―
日
で
し
た
。
午
後
五
時
過
ぎ
、
急
に
電
気
が
つ
い
た

と
き
は
、
園
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
地
震
の
情

報
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
の

映
像
と
現
実
は
な
ん
か
違
う
よ
う
な
感
じ
が
し
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
？
と
思
っ

た
も
の
で
す
。
水
道
の
復
旧
は
遅
れ
て
二
月

―一

日
に
な

っ
て
や
っ
と
で
す
。
こ

れ
で

「水
く
み
の
必
要
が
な
く
な
る
」
と
思
う
と
、
み
ん
な
で
万
歳
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

あ
の
地
震
の
日
よ
り
二
か
月
以
上
た
ち
、
あ
ら
た
め
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
支
え
に
よ

っ
て
生
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
実
感

し
た
の
は
、
教
職
員
組
合
の
存
在
で
し
た
。
私
自
身
、
組
合
の
執
行
委
員
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
支
援
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
本
当
に
大
勢
の
方
々
に
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
大
阪
の
中
学
校
、
大
阪
・
藤
井
寺
高
校
、
仙
台
や
岡
山
の

各
高
校
の
先
生
方
、
静
岡
高
教
組
の
仲
間
た
ち
…
…
な
ど
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も
大
き
く
、
今
回
の
地
簾
で
”
人
の
つ
な
が
り
“

と
い
う
も
の
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
再
開
は
、
避
難
し
て
い
る
人
の
協
力
も
あ
っ
て
二
月
二
四
日
に
実
現
。
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田 1月17日⑳午前5時46分。その時、 その時から私は…

三
月

一
八
日
の
修
了
式
は
、

二
か
月
ぶ
り
に
園
児
全
員
が
集
合
す
る
こ
と
も
あ
り
、

全
員
の
協
力
で
感
動
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
子
ど
も
も
五

五
日
ぶ
り
に
妻
の
実
家
か
ら
神
戸
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を

あ
げ
て
風
船
を
飛
ば
し
て
い
る
姿
を
、
父
母
や
居
合
わ
せ
た
被
災
者
た
ち
が
笑
顔

で
見
守
る
—
ー
そ
こ
に
は
、
地
裳
の
前
の
正
常
な
風
景
が
あ
り
ま
し
た

。
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
て
、
明
る
い
希
望
に
あ
ふ
れ
た
未
来
を
願
っ
た
の
は
私

一
人
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
N
4
"
-
]心
去
4
上
3

（
神
戸
西
高
校
）

ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、
高
倉
台
の
辺
り
ま
で
来
た
と
き
長
田
の
方
面
は
、
オ

レ
ン
ジ
色
に
包
ま
れ
て
い
て
黒
い
雲
が
で
き
て
い
た
。
私
と
兄
は
、
事
の
重
大
さ

に
気
付
い
て
、
黙
っ
て
い
た
。
私
は
去
年
ま
で
長
田
に
住
ん
で
い
た
。
生
ま
れ
育
っ

た
町
な
の
で
、
友
達
や
親
戚
も
多
く
、
み
ん
な
が
、
私
の
知
っ
て
い
る
人
た
ち
が

「
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
っ
た
。
鷹
取
ま
で
来
る
と
、
来
る
道
の
り
の

倒
壊
家
屋
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
く
、

庄
倒
さ
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
家
の
原

型
を
保
っ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
あ
ち
こ
ち
で
火
が
出
て
い
て
、
消
防
車
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
言
葉
に
で
き
な
い
く
ら
い
の
む
ご
さ
で
思
わ
ず
涙
が

で
た
。
知
っ
て
い
る
町
並
み
が
全
然
知
ら
な
い
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
兄
が
「
地

獄
絵
図
や
な
」
と
ポ
ッ
リ
と
言
っ
た
。
そ
の
言
葉
と
見
て
い
る
光
景
が
マ
ッ
チ
し

て
い
て
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
だ

っ
た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
災
害
の
大
き

さ
が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
、
ま
た
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
ガ
ス
も
水
道
も
な

い
日
が
続
い
て
い
る
け
ど
、
何
か
居
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
て
、
至
る
所
の

町
並
み
が
全
然
知
ら
な
い
所
の
よ
う
：
・

し
か
し
現
実
は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
き
び
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
い
ま
ま
で
は

「命
が
助
か

っ
た
こ
と
を
喜
び
、
毎
日
を
過
ご
す
」
こ
と
に
懸
命
で
し
た
が
、
こ

こ
に
来
て
、
す
べ
て
を
失
っ
た
者
、
こ
れ
か
ら
の
メ
ド
が
立
た
な
い
者
が
多
く
と

り
残
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
仮
設
住
宅
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
者
も
あ
る
意
味
で

は
弱
者
、
ま
た
避
難
所
に
残
る
者
も
弱
者
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
そ
の
答
え
を
み
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
電
話
し
た
。
そ
し
て
、
今
は
、
神
戸
市
外
大
で
サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
つ
も
り
だ
。

救
援
物
資
の
中
に
は
手
紙
が
入
っ
て
い
て
、
心
の
こ
も
っ
た
気
持
ち
が
、
と
て

も
う
れ
し
か

っ
た
り
、
励
ま
さ
れ
た
り
す
る
。
こ
ん
な
手
紙
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
る
人
達
を
見
る
と
、
最
近
は
人
間
が
冷
た
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
な
と
思
っ
た
。

阪
神
大
震
災
の
体
験
を
通
し
て

陽
介
（
葺
合
高
校
）

一
月
十
七
日
、
五
千
名
以
上
も
の
死
者
を
出
し
た
大
地
震
は
あ
ま
り
に
も
突
然

起
こ

っ
た
。

地
震
が
起
こ

っ
た
午
前
五
時
四
十
六
分
頃
は
、
僕
は
ま
だ
寝
て
い
た
。
揺
れ
は

じ
め
た
時
に

「地
震
だ
。
」
と
思
っ
て
目
を
覚
ま
し
た
。
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
揺

れ
は
大
き
く
な
り
、
ズ
ー
ン
と
い
う
何
と
も
言
え
な
い
不
気
味
な
音
を
た
て
な
が

ら
も
の
す
ご
い
揺
れ
に
変
わ
っ
た
。
僕
は
恐
怖
で
頭
を
か
か
え
る
ぐ
ら
い
し
か
で

き
な
か

っ
た
。
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
何
か
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が

山
下

団



起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
た
。

揺
れ
は
す
ぐ
に
お
さ
ま
っ
た
。
後
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
そ
の
間
た
っ

た
二
十
秒
だ
っ
た
そ
う
だ
。
僕
の
家
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
五
階
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
か
な
り
揺
れ
た
ら
し
く
、
タ
ン
ス
や
食
器
棚
な
ど
家
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

家
具
は
全
部
倒
れ
て
い
た
。
床
は
割
れ
た
食
器
で
歩
く
と
こ
ろ
が
な
い
ぐ
ら
い
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
家
族
は
全
員
何
と
か
無
事
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
た
っ
て
外
が
明
る
く
な
っ
て
か
ら
僕
は
外
に
出
て
み
た
。
五
階
の
廊

下
か
ら
外
を
見
て
、
僕
は
あ
ま
り
に
悲
惨
な
光
景
に
す
ぐ
目
を
背
け
て
し
ま
っ
た
。

古
い
木
造
の
家
並
み
が
ほ
と
ん
ど
全
部
倒
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
向
こ
う
に
見
え

て
い
た
四
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
倒
れ
て
粉
々
に
な
っ
て
い
た
。
背
筋
が
凍
る

思
い
だ
っ
た
。
そ
の
光
景
を
見
て
、
急
に
友
人
の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て
き
た
。

僕
に
は
中
学
時
代
か
ら
の
親
友
が
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
か
な
り
古
い
木

造
建
築
の
家
に
住
ん
で
い
た
。
僕
は
自
分
の
家
が
一
段
落
着
い
た
ら
、
そ
の
家
に

行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

隆
起
し
た
道
路
に
つ
ま
ず
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
僕
は
必
死
で
自
転
車
を
こ

い
だ
。
僕
の
家
の
近
所
は
木
造
の

一
軒
家
が
多
く
、
そ
の
八
割
以
上
は
壊
れ
て
い

た
。
道
が
壊
れ
た
家
で
ふ
さ
が
っ
た
り
し
て
い
て
何
度
も
遠
回
り
し
た
。
そ
ん
な

光
景
を
見
て
不
安
を
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

よ
う
や
く
彼
の
家
に
た
ど
り
つ
い
て
僕
は
愕
然
と
し
た
。
悪
い
予
感
が
当
た
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
家
は
一
階
部
分
が
つ
ぶ
れ
て
彼
が
寝
て
い
た
で
あ
ろ
う

一
階
の
部
屋
は
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
て
い
た
。
足
が
ブ
ル
プ
ル
と
震
え
て
き
た
。

近
く
に
い
た
人
が
彼
の
家
族
が
近
所
の
公
会
堂
に
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の

で
、
す
ぐ
に
飛
ん
で
行
っ
た
。

公
会
堂
に
行
っ
て
彼
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
の
お
じ
さ
ん
も
お
ば

さ
ん
も
顔
が
腫
れ
あ
が
っ
て
い
た
。
彼
の
両
親
が
あ
ま
り
に
哀
れ
で
ま
と
も
に
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
両
親
に
彼
の
遺
体
が
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ

を
聞
い
て
、
そ
こ
へ
行
っ
た
。

彼
が
死
ん
だ
と
聞
か
さ
れ
て
も
全
然
実
感
は
無
か
っ
た
。
ま
だ
半
信
半
疑
の
ま

ま
遺
体
安
置
所
へ
行
く
と
仲
間
は
ほ
と
ん
ど
全
員
集
ま
っ
て
い
た
。
皆
、
涙
で
目

を
は
ら
し
て
い
た
。
仲
間
の
一
人
に
言
わ
れ
て
僕
も
彼
の
顔
を
見
た
。
顔
ま
で
か

地
震
が
起
き
て
か
ら
三
日
間
、
僕
の
家
族
は
近
所
の
小
学
校
に
避
難
す
る
こ
と

に
し
た
。
電
気
も
水
道
も
ガ
ス
も
全
て
だ
め
に
な
っ
て
い
た
。
食
料
の
配
給
も
最

初
は

一
人
当
た
り
食
パ
ン

一
枚
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
父
の
実
家
の
佐
賀
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
途
中
、
家
族
で
レ
ス
ト
ラ

ン
に
入
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
ご
ち
そ
う
を
前
に
、
自
然
に
手
を
合
わ
せ
た
。
本
当

に
お
い
し
か
っ
た
。

今
回
の
地
震
で
僕
達
は
本
当
に
多
く
の
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
学
び
得

る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
う
。
人
の
命
の
尊
さ
‘
家
族
の
あ
り
が
た
み
、
食
料
や

水
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
幸
福
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
な
け

れ
ば
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
だ
。
僕
の
心
に
刻
ま
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き

い
が
、
地
霙
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
力
強
く
生
き
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
僕

達
の
子
孫
に
こ
の
大
地
震
の
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
だ
け
で
恐
ろ
し
く
な
る
。
地
球
が
お
か
し
く
な
っ

た
と
思
っ
た
。
私
の
上
に
何
か
が
落
ち
て
き
た
。
タ
ン
ス
だ
っ
た
。
弟
が
隣
に
寝

て
い
た
の
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
と
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
本
人
は
と
い
う
と
何
が
お

こ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
様
子
だ
っ
た
。
さ
い
わ
い
家
族
全
員
け
が
一
っ
し
な
い
で

マ
ン
シ
ョ
ン
も
無
事
だ
っ
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
戸
を
開
け
る
と
、
霧
み
た
い
に
向
か

い
の
住
宅
か
ら
の
砂
ぼ
こ
り
で
外
が
見
え
な
か

っ
た
。
だ
ん
だ
ん
見
え
て
く
る
と
向

か
い
の
住
宅
の

一
階
が
な
く
な
っ
て
二
階
が
下
に
落
ち
て
い
て
真
ん
中
で
半
分
に

分
か
れ
て
い
た
。
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
茫
然
と
し
た
。
私
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
ど

ヽ

）

0
t
 

羽
鳥

大
切
な
も
の
…
助
げ
あ
い
、
水
、

軍
気
、
家
族

ぶ
せ
て
あ
っ
た
毛
布
を
め
く
る
手
が
震
え
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
毛
布
を
め
く
る

と
青
白
く
な
っ
た
彼
の
顔
が
あ
っ
た
。
打
撲
で
腫
れ
あ
が
っ
て
い
た
が
、
寝
て
い

る
よ
う
な
顔
だ
っ
た
。
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
。
涙
が
あ
ふ
れ
て
止
ま
ら
な
か
っ

知
春
（
赤
塚
山
高
校
）

固



田 1月17日肉午前5時46分。その時、その時から私は…（神戸市立高校生の作文）．

う
な
る
か
心
配
だ
っ
た
の
で
外
に
出
た。

そ
の
日
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
た
ち
と

一
階
に
い
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
小
さ
な
子
供
た
ち
は
そ
の
時
の
状
況
を
わ
か
っ
て

い
な
い
の
か
、
い
る
の
か
知
ら
な
い
が
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
て
楽
し
そ

う
で
何
だ
か
少
し
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
そ
の
日
は
パ
ン
と
お
か
し
な
ど
を
食
べ

こ。t
 夜に
な
る
と
電
気
が
つ
か
な
い
の
で
真
っ
暗
だ
っ
た
の
で
隣
の
家
に
み
ん
な
で

十
人
か
た
ま
っ
て
寝
た
。
う
と
う
と
す
る
け
ど
ぜ
ん
ぜ
ん
眠
れ
な
か
っ
た
。
夜
が

す
ご
く
長
く
感
じ
た
。

次
の
日
か
ら
家
の
中
を
片
付
け
た
り
、
元
の
生
活
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
っ

た
。
ま
た
二
、
三
日
た
っ
と
、
救
援
物
資
を
も
ら
っ
た
り
水
く
み
に
行
っ
た
り
し

こ
。
t
 私は
、
こ
の
地
震
を
体
験
し
て
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
大
切
な
物
が
た
＜

さ
ん
あ
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
人
間
関
係
（
助
け
あ
い
）
、
水
、

電
気
、
家
族
な
ど
で
す
。

物
の
大
切
さ
は
わ
か
っ
た
け
ど
や
は
り
地
震
か
ら
だ
い
ぶ
た
っ
た
今
で
も
、
夜

に
な
る
と
こ
わ
く
て
ぐ
っ
す
り
寝
れ
な
い
し
、
水
、
ガ
ス
が
ま
だ
出
な
い
の
で
早

＜
元
の
生
活
に
戻
り
た
い
。

私
は
も
う
ぜ
っ
た
い
あ
の
お
そ
ろ
し
い
地
震
を
体
験
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
夢
の
よ
う
な
現
実
の
繰
り
返
し（神

港
高
校
）

も
の
す
rj
い
地
震
だ
っ
た
。

し
か
し
、
あ
れ
は
夢
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
て
納
得
す
る
。
地
震

（
そ
れ
も
縦
ゆ
れ
の
大
き
な
や
つ
）
が
、
神
戸
に
く
る
は
ず
が
な
い
も
の
。
そ
し

て
、
目
が
覚
め
て
知
る
。
悪
夢
の
よ
う
な
現
実
に
戻
っ
て
く
る
。

そ
れ
の
繰
り
返
し
。

だ
か
ら
私
は
あ
の
日
か
ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
だ
何
も
分
か
っ
て
い
な

い
。
分
か
ろ
う
と
し
な
い
。
ふ
と
、
新
聞
な
ん
か
で
、

「後
ろ
を
振
り
返
っ
て
ば

誰
も
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
思
い
も
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

太
陽
も
昇
ら
な
い
朝
早
く
に
、
そ
の
悲
劇
は
突
然
や
っ
て
来
た
。
私
の
家
は
二
階

前
田

麻

紀

（兵
庫
商
業
高
校）

玄
躙
ま
で
が
、
と
て
も
遠
い
距
離
…

か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
一
か
ら
出
直
し
だ
と
い
う
気
持
ち
で
前
を
口

い
て
生
き
て

い
く
の
み
。

』
な
ん
て
書
い
て
あ
っ
て
、
私
は
、
自
分
が
前
を
向
い
て
歩
い
て
い

る
ん
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
る
。
＂
前
を
向
い
て
歩

v“
、
そ
ん
な
人
に
な
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
。
考
え
て
、
と
ほ
う
に
暮
れ
て
し
ま
う
。

今
の
私
は
、
完
全
に
止
ま
っ
て
い
る
。
何
も
し
た
く
な
い
。
で
き
れ
ば
、
ず
っ

と
寝
て
い
た
い
と
思
う
。
も
う
一
度
、
あ
の
日
に
戻
り
た
い
と
も
思
わ
な
い
。
だ
っ

て
、
戻
れ
な
い
こ
と
も
知
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
。

今
の
私
の
、
こ
う
い
う
状
態
を
人
は
か
わ
い
そ
う
と
呼
ぶ
の
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
当
人
な
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
。
私
は
、
私
を
か
わ
い
そ
う
と
思
う
人
に
、
不
信
感
を
覚
え
て
し
ま
う
。

ふ
て
ぶ
て
し
い
野
郎
だ
か
ら
だ
。
今
は
、
人
の
手
を
借
り
て
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
と
い
う
の
に
。

体
育
館
で
の
生
活
は
、
旅
行
気
分
だ
。
見
知
ら
ぬ
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。
知
っ

て
い
る
遠
い
人
も
、
隣
で
寝
て
い
る
。
不
思
議
な
生
活
だ
と
思
う
。
そ
う
い
え
ば
、

あ
の
お
ふ
ろ
屋
さ
ん
で
寝
起
き
し
て
た
ん
だ
。
今
日
は
、
あ
の
お
ふ
ろ
屋
さ
ん
に
、

お
ふ
ろ
に
入
り
に
行
こ
う
。
か
つ
て
は
、
私
の
家
だ
っ
た
所
に
。

我
な
が
ら
な
ん
て
ヤ
ツ
だ
と
思
う
。
で
も
、
私
の
家
は
ま
だ
ま
だ
た
お
れ
ず
に

残
っ
て
い
る
し
、
中
に
も
入
れ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
に
出
て
い
る
み
た
い

に
思
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

私
が
、
旅
行
に
飽
き
て
、
家
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
あ
の

地
震
を
う
ら
む
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
ら
、
前
を
向
い
て
歩
け
る
よ
う
に
が
ん
ば

る
人
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
時
が
突
然
来
た
ら
怖
い
な
と
思
う
。

固



[I] 1月17日⑳午前5時46分。その時、その時から私は…（神戸市立高校生の作文）

建
て
の
ア
パ
ー
ト
の
中
の
―
つ
。
二
十
年
も
昔
に
造
ら
れ
た
ら
し
く
、
や
は
り
震

度
七
の
地
震
に
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
の
住
む
部
屋
は

一
階
の
真
ん
中
な
の

で
、
窓
の
数
が
少
な
い
。
地
震
で
、
家
の
中
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
り
、
寝
て
い

た
私
達
は
タ
ン
ス
や
本
棚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

揺
れ
が
治
ま
っ
て
き
た
ら
、
私
達
は
落
ち
て
き
た
物
を
か
け
布
団
ご
と
押
し
の

け
て
外
に
出
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
真
っ
暗
な
中
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
部
屋

か
ら
玄
関
に
行
く
の
は
、
と
て
も
遠
い
距
離
で
あ
っ
た
。
数
少
な
い
窓
は
、
家
が

ゆ
が
ん
で
い
る
の
で
開
か
な
い
。
玄
関
に
行
け
た
の
は
い
い
が
、
ど
う
や
ら
、
家

の
向
か
い
の
ア
パ
ー
ト
が
崩
れ
て
き
て
玄
関
を
ふ
さ
い
で
い
る
ら
し
い
。
ど
う
し

よ
う
か
迷
っ
て
い
る
時
、
外
か
ら
人
の
声
が
し
た
の
で
、
父
が
呼
び
か
け
た
。
外

に
い
た
人
は
、
お
隣
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
た
。
「
だ
い
じ
ょ
ー
ぶ
か
ー
カ
」
と
い
う

大
き
な
声
が
し
、
炊
事
場
の
上
の
小
さ
な
窓
を
破
っ
て
く
れ
た
。
ガ
ラ
ス
の
な
く

な
っ
た
窓
か
ら
冷
た
い
風
が
入
っ
て
き
た
。
窓
の
近
く
に
い
た
父
が
、
「
外
は
さ

ぶ
い
か
ら
、
服
着
と
け
よ
ー
！
」
と
叫
ん
だ
。
暗
く
て
見
え
な
い
の
で
、
ち
ら
ば
っ

た
服
か
ら
適
当
に
つ
か
ん
で
体
に
ひ
っ
か
け
た
私
達
は
、
体
を
小
さ
く
し
な
が
ら

窓
か
ら
無
事
に
外
に
出
る
こ
と
が
出
来
た
。
家
の
す
ぐ
横
に
あ
る
広
い
道
に
、
近

所
の
人
達
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
。
私
達
も
そ
こ
に
行
き
、
ま
だ
脱
出
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
達
を
見
守
っ
た
。
す
ぐ
に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
が
、
あ
ち
こ

ち
で
火
事
が
あ
っ
た
り
、
消
防
車
と
か
の
車
の
サ
イ
レ
ン
が
た
く
さ
ん
な
っ
て
い

た
。
今
ま
で
過
ご
し
て
き
た
町
は
、

一
瞬
に
し
て
廃
墟
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
は
何
も
で
き
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
時
、
家
の
下
に
住
む
一
家
の

中
の
お
母
さ
ん
が
生
き
埋
め
に
な

っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
家
が
完
璧
に
ペ
シ
ャ
ン

コ
に
な
っ
て
い
た
が
、
ほ
か
の
家
族
は
無
事
だ
っ
た
。
近
所
の
お
父
さ
ん
達
が
ガ

レ
キ
を
の
け
た
り
し
て
、
さ
が
し
て
み
た
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
私
の

父
と
弟
も
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
。
太
陽
は
す
で
に
昇
っ
て
い
た
。
お
昼
ご
ろ
、

家
に
も
う
一
度
戻
っ
て
、
お
金
な
ど
の
貴
重
品
を
取
っ
て
、
近
く
の
高
校
に
避
難

し
た
。
し
か
し
、
か
な
り
下
の
方
に
あ
る
火
事
が
、
風
に
の
っ
て
ズ
ン
ズ
ン
と
山

の
方
に
向
か
っ
て
き
た
の
で
、
ま
た
移
動
す
る
ハ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

結
局
、
下
の
方
に
あ
る
中
学
校
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
学
校
の
す

ぐ
近
く
も
火
事
が
あ
っ
た
の
で
、
学
校
の
方
に
こ
な
い
か
心
配
だ
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
夜
に
な
り
、
私
達
は
不
安
な
ま
ま
寝
る
こ
と
に
し
た
。
私
の

家
族
は
、
生
徒
達
の
学
ぶ
場
で
あ
る
教
室
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
所
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
な
り
、
合
計
二
十
五
人
が
そ
の
教
室
の
中
で
生
活
す
る
の
だ
。
昼
間

は
い
い
が
、
夜
は
人
数
の
せ
い
で
寝
る
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
の
で
、
こ
の
日
は
、

私
と
父
の
二
人
は
車
で
寝
る
こ
と
に
し
た
。
私
と
父
は
、
座
り
な
が
ら
寝
る
の
に

な
か
な
か
慣
れ
ず
、
寝
て
し
ま
う
ま
で
ず
っ
と
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
。
ラ
ジ
オ

は
、
ほ
と
ん
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
地
震
の
話
ば
か
り
だ
っ
た
。
安
否
の
お
知
ら
せ

や
余
震
の
回
数
、
道
路
な
ど
の
交
通
状
態
な
ど
や
っ
て
い
た
。
か
な
り
時
間
が
す

ぎ
て
、
よ
う
や
く
う
と
う
と
し
か
け
た
時
、
う
つ
ろ
な
目
で
車
の
前
を
見
る
と
、

空
が
赤
く
な

っ
て
い
た
。
ま
だ
火
事
は
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
の
だ
。
私
は
さ
ら
に

不
安
に
な
っ
た
が
、
眠
気
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
た
の
で
、
し
ば
ら
く
し
て
眠
っ
て

し
ま
っ
た
。

次
の
日
、
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
で
目
を
覚
ま
し
た
私
と
父
は
、
改
め
て
回
り
を

見
に
行
っ
た
。
き
の
う
ま
で
火
事
が
町
を
お
お
い
つ
く
し
て
い
た
が
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
火
も
消
え
て
い
た
。
火
が
消
え
る
の
は
い
い
が
、
町
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
け

野
原
に
か
わ
り
は
て
て
い
た
。
「
こ
ん
な
火
の
海
の
中
、
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ん

で
い
っ
た
ん
だ
な
ぁ
。
」
と
私
は
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
何
日
も
過
ぎ
て
、
一
月
が

終
わ
っ
た
。
避
難
所
で
の
生
活
は
、
毎
日
同
じ
行
動
の
繰
り
返
し
だ
。
そ
ろ
そ
ろ

こ
の
中
学
校
も
出
な
く
て
は
い
け
な
い
。
仮
設
住
宅
に
申
し
込
ん
だ
が
、
当
た
る

確
率
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
。
こ
れ
か
ら
は
住
む
家
を
さ
が
し
て
、

新
し
い
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
る
が
、
何
ご
と
に
も
く
じ
け
ず
に
、
が
ん
ば
っ
て

普
通
の
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
今
回
の
大
地
震
で
経
験
し
た

事
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
だ
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

⑫ 



23
日
圃
ー
28
日
3

、̀l
日
日
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2
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18
日
困
ー
21
日
国

1
月
17
日
因

凡

5
i
45
地
震
発
生
。
臨
時
休
校
。
破
損
状
況
確
認

（
三
号
館
、
格
技
室
、
講
堂
、
図
書
館
、
本
館
ひ
び
、

グ
ラ
ン
ド
の
亀
裂
な
ど
）

。
避
難
所
と
な
り
、
会
議
室

・
計
算
実
務
室
・
統
計
実
務
室
に
約
七
0
名
の
方
が
避

難
さ
れ
る
。

臨
時
休
校
。
こ
の
間
、
手
分
け
し
て
各
避
難
所
を
ま
わ

り
、
生
徒
の
安
否
確
認
に
奔
走
す
る
。
全
員
の
安
否
確

認
が
で
き
た
の
は
ニ

ー
日
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
二
年

五
組
大
塚
節
子
さ
ん
の
死
亡
を
確
認
す
る
。
連
絡
会
を

毎
朝
す
る
こ
と
に
な
る
。
避
難
所
体
制
と
し
て
は
生
徒

指
導
室
を
物
資
庫
と
し
て
、
役
所
か
ら
の
派
遣
者

一
名

と
管
理
職

・
当
直
の
先
生
方
で
お
世
話
を
す
る
。

地
震
後
、
始
め
て
の
雨
が
ふ
る
。
出
勤
可
能
な
先
生
方

は
出
勤
し
、
電
話
番
や
避
難
所
の
雑
務
を
す
る
。

通
学
可
能
生
徒
の
み
登
校

(
8
ぶ叩）

。
二
時
間
ほ
ど

の
被
災
調
査

•
H
R

・
自
習
・
カ
ン
パ
活
動

・

救
援
物

資
の
受
付
な
ど
。
二
四
日
は
全
校
生
徒
に
よ
る
避
難
訓

練
実
施
。
―
二
年
生
は
教
室
で
2
ク
ラ
ス
ず
つ
、
養
護
教

諭
に
よ
る
救
急
法
実
習
（
包
帯
実
習

・
人
工
呼
吸
法
な

ど
）
を
う
け
る
。
二
年
ス
キ
ー
訓
練
は
中
止
。
登
校
率

五
0
%
。
二
五
、
二
六
、

二
七
日
は
登
校
不
可
能
生
徒

ヘ
市
街
地
七
中
学
前
（
雲
雀
丘
・
湊
川
・
吉
田
・
兵
庫

・
苅
藻

・
西
代
・
太
田
）
に
お
い
て
、
生
徒
の
被
災
調

査
、
諸
連
絡
、
激
励
文
を
渡
す
。

神
戸
市
立
兵
庫
廂
業
扁
等
学
校

誕
災
の
ま
と
め

〈兵商分会
〉

7
日
刈,1, 

、ー
、

6
日
月
9
ー

，

，

ー

、

5
日
H
,
1
し

4
日
(
.
8
日
因

｀
、

3
日
金,_， ー`、

2
日
木，ー， 、

ー
、

2
月

1
日
水
ー

9

,

＇ 

31
日
因

ヽ

0
日
月
ー

3

(

 

29
日
（

一
週
間
遅
れ
で
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
主
催
の
簿
記

検
定
を
実
施
。

開
始
を
十
時
に
変
更
し
、

S
T
な
ど
の
体
裁
を
整
え
、

二
時
間
の
プ
リ
ン
ト
学
習
、
授
業
を
す
る
。

午
後
、職
員
会
議
。
各
部
署
よ
り
こ
れ
ま
で
の
報
告
お
よ

び
こ
れ
か
ら
の
方
針
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

奈
良
県
立
桜
井
商
業
高
等
学
校
よ
り
被
災
生
徒
に
援
助

物
資
が
送
ら
れ
て
き
た
。

三
年
生
は
最
終
登
校
、
学
年
集
会
。
卒
業
作
文
と
し
て

全
員
に
裳
災
に
つ
い
て
の
作
文
を
課
す
。
登
校
で
き
な

い
も
の
は
、
担
任
の
訪
問
・
郵
送
な
ど
の
手
段
を
つ
く

し
、
卒
業
考
査
の
代
替
と
す
る
。

楠
高
校
に
教
室

（三
号
館
）
を
貸
す
。

神
港
高
校
に
体
育
館
を
貸
す
。

三
学
年

・
進
路
指
導
部
の
打
ち
合
わ
せ
会
。
三
年
生
の

各
進
路
先
の
状
況
確
認
と
進
路
取
り
消
し
者
へ
の
対
応

•
こ
れ
か
ら
の
進
路
先
の
確
保
な
ど
。

職
員
会
議
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
お
よ
び
こ
れ
か
ら
の
方

針
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

摩
耶
兵
庫
高
校
、
神
戸
工
業
高
校
の
教
室
を
借
り
、
生

徒
に
諸
連
絡
・
学
習
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
渡
す
。
（
両
校

に
来
た
生
徒

一
六

一
名）

一
週
間
遅
れ
で
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
主
催
の
情
報

処
理
検
定
を
実
施
。

神
戸
工
業
高
校
に
教
室
を
貸
す
。

職
員
会
議
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
お
よ
び
こ
れ
か
ら
の
方

針
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

避
難
者
の
数
が
少
な
く
な
り
、
会
議
室
の
み
と
な
る
。

神
戸
電
鉄
長
田
ま
で
復
旧
。
登
校
で
き
る
生
徒
は
十
時

困l



固各職場で起こったこと、忘れないこと

4
日
土
ー

8
日
は

，
ー
、

14
日
因

16
日
困

20
日
⑩

｀
ー
、

3
月
1
日
水＇ー
、

25
日
3

24
日
向

21
日
因

15
日
困

17
日
⑥

ヽ
ー
、

日
月
ー

3
 ,
|
し

ー 8
日
困

9
日
困
ー
10
日
固

12
日
伺

ま
で
に
登
校
す
る
よ
う
指
示
。
授
業
再
開
に
向
け
て
動

き
出
す
。
登
校
率
八
二
％
。

御
影
工
業
高
校
へ
教
室
を
貸
す
。

9
品
3

分
登
校
を
試
行
。

一
週
間
遅
れ
で
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
主
催
の
商
業

経
済
検
定
を
実
施
。

授
業
再
開

(
9
は
山
始
業

40
分

6
限
）
。
登
校
率

3
l
o
o
 

9
0
 

部
活
動
再
開
。

朝
の
連
絡
会
を
終
了
す
る
。

地
震
よ
り
は
や
l
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
正
午
、
犠
牲
者
へ

の
黙
と
う
。

三
年
卒
業
認
定
会
議
、
職
員
会
議
。
全
員
無
事
認
定
さ

れ
、
卒
業
式
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。

卒
業
式
予
行
、
準
備
。
こ
の
日
地
震
後
始
め
て
三
年
生

が
全
員
顔
を
揃
え
る
。

地
震
の
傷
あ
と
の
残
る
講
堂
で
卒
業
式
が
お
こ
な
わ
れ

る。
職
員
会
議
。

ニ

・一

年
生
の
学
年
末
考
査
に
つ
い
て
審

議
す
る
。

本
校
は
避
難
所
と
し
て
は
役
目
を
終
え
、
残
り
の
避
難

者
の
方
た
ち
は
北
区
役
所
の
会
議
室
に
移
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

ニ

・
一
年
生
学
年
末
考
査
。

進
級
認
定
会
議
、
臓
員
会
議
。

入
学
者
選
抜
学
力
検
査
。

合
格
発
表
。
終
業
式
。

女被災の状況

く生徒＞

1年 2年 3年 計

在 籍 320 309 303 932 

死 亡

゜
1 

゜
1 

家屋全壊 3 1 2 5 24 80 

家屋半壊 36 54 48 1 3 8 

家屋焼失 4 5 4 I 3 

避 難 66 7 8 82 2 2 6 

く教員＞

全壊

半壊

家族死亡

2名

9名

1名

9/← ―̀ 

i (-.. 
スケッチ•神戸市立須磨高校 2 年

歴l



女震災1ヶ月後、保健室が健康調査をする。その調査報告より

阪神大震災後の健康調査

保

NO. 

健

1
室

1. 

阪神大震災大変でした。まだまだこの大変さは続きそうですが． ．．．． ．

はや1ヶ月がたちました。皆さんの健康状態が気になります。現在の状態をありのままに記入してください。

~::ロ2.現在の住まいは？

0 20 40 60 

実施日 平成7年 2月22、

あなたの家の被害は、どうでしたか？
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生

生

年

年
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20 

2 3日

80 

40. 1 88.3 

39.8 1年生 91. 3 

計

3

39.9 

40 60 80 100 

巴心は損傷2年生
~Iコ一部損傷

ロ□直日: f i ; ： : ： ； i,  ： ; 

口 計 89.8 

宅

所

宅
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人
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温
芝
8

H-DJ
川
山
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あなたの通学方法は？ （複数も可） 4. 
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徒歩 パス 家族の車
自転車 電車 その他

生

生

年

年
2

1

 

ロ
ロ
1

,

 

ー．．
 

あなたは震災でケガをしましたか？

（小さなケガも含む）

しない し た

2年生 263 28 

1年生 2 7 5 34 

計 5 3 8 6 2 

打撲18、切傷（ガラス） 26 

すり傷6、骨折1、火傷1

刺傷 （＜き') 1、捻挫1

5. あなたの現在の睡眠時間はどれくらいですか？

（内円＝震災前と比べて）

A-4時間以内

8-5時間・少ない
c-6時間 ・同じ
D-7時間・多い

E-8時間

6.寝付きは良いですか？

21. 6 

27. 2 

計

O
J

『
、

.
i
;

＇ヽ

．．．．．．．
 

T

-

生

生

年

年
2

1

 

24.5 

20 4.0 60 80 100 
..... . • •.. ..,・,....,. 
、冷．、．9(；9．9 . ：:.,： 口よし‘
<、．...
.・.・ . 59. 1 ふ．•

・ヽ •そえ・’..-:. ：ヽ

.,. I 19. 2 
． 

.. '.  に憎通
; __ ・'..,. ・'; ・,:-. 

•••.. ; ！□悪し‘
,.ん‘，...＇・．． 
..’• 52. 8 、.

·:•·· . ・ ・ I 20. 1 
ヽ ．

! i i ！ .. . 
ヽ • ・, 55. 8 I 19. 7 
., .. ・ .'.ヽ.,. ...  

（悪い理由）恐い（暗閤・余震） 18、もともと不眠5、悩み・考え事4、よくわからないが夜中に

目がさめる 4、僅かなゆれで目がさめる 3、知人宅なので気をつかう 3、体調不良3

固



臣］ 各職場で起こったこと、忘れないこと

NO. 2
 7. ぐっすり眠れますか？ （内円＝震災前と比ぺて）

Aーはい・•同じ
Bーいいえ ・不眠

cーわからない

9.食欲はありますか？

（内円＝震災前と比ぺて）

Aーある ・変化なし

Bー普通 ・変化あり

cーなし・無回答

8.震災後は暗闇が気になりますか？

2年生

計

゜
1年生115.

20 40 60 
ー ，露賽1
23. 1 
・・ 『 '‘‘「',9'（'r(（＇ ’‘‘f ’ ! 

疇
に災鰭囁誡1
19.4 

80 

37. 9 

40. 1 

39. 1 

!!)O 

7仁抹：いに気になる
E漕通
1□別に感じない
： 

1 0.便通はありますか？

（内円＝震災前と比ぺて）

Aー毎日ある・変化なし

B-2日に1目・変化あり

c-3日に1目・無回答
D-4日以上

Eーわからない

1 1.現在、不安・悩み ・心配事があれば書いてください。

①余震が心配

②水・ガス・電気がこない

③健康上の不安 （不眠・便秘 ・インフルエ ンザ ・家族の病気）

④学校生活への不安 （部活 ・登校時間 ・勉強の遅れ）

⑤経済的悩み（交通費 ・家計費）

⑥家が欲しい ・自分の家がどうなるのか心配

⑦精神的な疲れ

⑧親戚・友人の家が心配

⑨進路への不安

⑩カ バンが大きくて、 バスの乗り降りが大変

⑪食事

⑫避難所ではよく眠れない

1

9

2

8

5

4

2

3

2

1

1

1

 

2

1

1

 

匝l



18
日
困

1
月
17
日
因

16 13 
.... 
頃 00

10 
.. 
00 .o

 

.
4
 

8
 

5
時
46
分

等
々
水
道
管
破
裂

地
裳
発
生

・
校
長
よ
り
教
頭
・
白
井
さ
ん
に
電
話
連
絡

8
ニ

00
ご
ろ
学
校
を
開
け
る
。

（
避
難
者
数
名
が
来
て
い
る
）

教
員
が
順
次
登
校

．
敬
愛
館
を
開
放
し
二
階
に
収
容

・
東
灘
区
役
所
よ
り
、
避
難
場
所
指
定
の
連
絡
（
女
子

職
員
）

・
学
校
の
状
況
確
認
し
て
回
る
。

↓

・
停

電

断

水

ガ

ス

停

止

電

話

不

通

(
9
二
叩
ー

公
衆
電
話
の
み
）

・
校
舎
外
壁
異
常
な
し
、
事
務
室
・
職
員
室
等
内
部
は

散
乱

・
グ
ラ
ン
ド
亀
裂

・
液
状
化
現
象

篭
倒
れ
る

・
プ
）
ル
亀
裂
前
庭
道
路
亀
裂

．
避
難
者
増
え
て
、
練
誠
館
開
放

•
そ
の
後
、
敬
愛
館

一
階
・

体
育
館
開
放
（
総
数
約――
―

0

0
名）

各
教
職
員
に
電
話
連
絡
（
但
し
、
公
衆
電
話
）

•

宿
直
を
決
め
て
、
順
次
帰
宅

・
電
気
通
じ
る

．
避
難
者
の
避
難
場
所
指
定
に
追
わ
れ
る
の
み
。

・
食
事
、
水
等
の
配
給
な
く
困
難
を
極
め
る
。

・
早
朝
よ
り
、
東
灘
区
の
浜
側
一
帯
が
、
液
化
ガ
ス
漏 灯

神
戸
市
立
赤
塚
山
邸
等
学
校
の

地

霙

対

応

〈
赤
塚
山
高
校
分
会
〉

れ
で
燥
発
の
恐
れ
が
あ
り
避
難
勧
告
発
令
の
た
め
、

多
数
登
校
（
約
六
0

0
名）

・
食
事
、
飲
料
水
を
手
配
す
る
旨
の
連
絡

•

木
村
佳
代
さ
ん
（
ニー
ニ
）
原
田
章
子
さ
ん
(

-――

ー―
二
）
が
死
亡
さ
れ
た
旨
の
連
絡

1
3
[
0
0
頃
•
お
む
す
び
、
リ
ン
ゴ
飲
料
水
の
支
給
在
り

・
登
校
の
先
生
で
、
お
む
す
び
1
ケ
、
リ
ン
ゴ
ー
／
4

支
給

夜
・
体
育
館
に
ス
ト
ー
ブ
設
置

23
は
匹
頃

・
姫
路
神
戸
製
鋼
病
院
長
よ
り
水
カ
イ
ロ
、
食
料
差
し

入
れ

夜
中
0
時
頃

・
毛
布
七
五
枚
支

給

敬

愛

館
l
F
と
体
育
館
に
支
給

夜
中
2
時
頃

・
プ
ー
ル
の
水
を
池
に
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
る
操
作

1
9日
困
7

こ
叩
•

前
日
の
残
っ
た
水
を
配
給

8

ぶ
3

・
食
料
支
給
（
お
む
す
び

・
バ
ナ
ナ
）

10
は
3

・
友
生
養
護
学
校
に
車
椅
子
2
台
依
頼
し
借
り
受
け

11
る

00

．
パ
ン
、
ミ
ル
ク
水
等
支
給
（
以
後
食
料
は
不
足

せ
ず
。
水
は
貴
重
品
）

•
伊
藤
園
始
め
各
所
よ
り
の
差
し
入
れ

・
市
役
所

・
委
員
会
よ
り
被
害
状
況
調
査
に
来
校
（
六

名）
・
消
防
局
よ
り
救
急
用
ヘ
リ
の
発
着
場
所
と
し
て
グ
ラ

ン
ド
使
用
の
申
し
出
あ
り

・
九
州
の
団
体
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
3
台
分
の
生
活
用
品
の

差
し
入
れ
有
り
。

・
布
団
・
毛
布
等
は
す
ぐ
体
育
館
に
支
給

•
お
年
寄
り
の
介
護
と
病
人
の
対
応
に
頭
を
痛
め
る
状

況
が
続
く

・
救
急
ヘ
リ
発
着

・
自
衛
隊
の
救
急
隊
員
に
病
気
の
お
年
寄
り
の
病
院
対

20
日
③

.
0
 

.
3
 

6
 .

0
 

.
0
 

3
 
23 
.. 
00 

15 
．． 
00 

0
.
0
 

l
.
o
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巨］各職場で起こったこと、忘れないこと

)

。

゜

2

5

.

 
．
 

日
日

2

(

 

21
日
国

10
こ

00

13
ニ

00

10 
．． 
00 ・ 

応
を
依
頼

・
ニ

―
日
十
時
l
校
運

連
絡

・
出
勤
の
校
務
運
営
委
員
で
校
舎
再
点
検
と
連
絡

・
食
料
・
牛
乳
等
は
十
分
に
行
き
届
く
が
、
水
不
足
は

続
く

•

生
活
用
水
の
依
頼
を
繰
り
返
す。

・
老
人
の
介
護
と
病
人
の
対
応
に
頭
を
痛
め
る
状
態
が

続
く
。

．
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
対
応
の
手
順
が

一
応
固
ま

っ
た
感
じ
。

・
工
藤
宏
和
君
（
一
ー
＿二
）
の
死
亡
さ
れ
た
連
絡
を
受

け
る
。

．
避
難
者
（
三
五
0
名
程
度
）
避
難
者
名
簿
の
作
成

に
か
か
る
。

・
校
務
運
営
委
員
会

・
職
員
会
議
（
状
況
報
告
と
対
応
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
）

一
月
二
七
日
（
金
）
の
生
徒
集
合
と
そ
の
連
絡
（
四

二
名
出
勤
）

・
教
職
員
の
勤
務
に
つ
い
て
の
調
査
（
用
紙
に
記
入
依

頼）
・
役
割
分
担
表
作
成

．
避
難
者
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
白
板
に
記
入

•
A
M
神
戸
に
生
徒
招
集
の
放
送
依
頼

•
名
古
屋
市立
東
市
民
病
院
の
救
護
班
九
名
が
学
校
対

応
。
内
科
医
師
。
看
護
婦
二
名
が
学
校
に
宿
泊
゜

．
避
難
宿
所
に
少
し
落
ち
着
き
と
明
る
さ
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
（
避
難
者
数
約
三
0

0
名）

・
降
雨
予
想
で
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る
住
吉
山
手
一

+―
―一
時
ー
職
員
会
議
決
定
し

26
日
困

25
日
困

24
日
因

23
日
圃

帯
に
避
難
勧
告
。
早
朝
よ
り
一

0
数
名
が
避
難
。
毛

布
等
対
応

・
近
所
の
人
よ
り
テ
レ
ビ
設
置
の
申
し
出
有
り
、
体
育

館
に
置
く
。

そ
の
他
、
各
所
よ
り
多
く
の
物
資
が
届
く

．
避
難
者
数
約
二
五
0
名

・
教
職
員
一
七
名
出
勤

・
伝
言
板
搬
入

•
N
H
K
テ
レ
ピ
一
＿台
設
置

・
電
話
四
台

F
A
X
1
台
設
置

・
簡
易
ト
イ
レ
六
台
設
置

・
ニ
七
日
の
生
徒
招
集
に
関
し
て
、
港
島
中
学
校
に
港

島
地
区
の
生
徒
集
合
の
場
所
提
供
の
依
頼
。
（
山
田

美
先
生
と
保
護
者
で
対
応
）

．
避
難
者
数
乙
約
二
三
0
名
程
度

・
簡
易
ト
イ
レ
組
み
立
て

・
プ
ロ
パ
ン
と
コ
ン
ロ
届
く

．
始
め
て
暖
か
い
お
茶
と
カ

ッ
プ
メ
ン
支
給

•
森
工
業
所
よ
り
ポ
ン
プ
借
り
受
け
る

•

生
活
用
水
入
る

・
ト
イ
レ
の
消
毒
開
始

．
避
難
者
数
約
―
-=1
0
名
程
度

・
サ
ン
テ
レ
ビ
に
生
徒
招
集
の
報
道
依
頼

-

・
臨
時
校
運

・
西
別
館
二
階
の
整
備

・
看
護
士
二
名
配
置

．
避
難
者
数
約
二
0

0
名

・
対
策
本
部
よ
り
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
食
料
が
、

底
を
つ
い
て
き
た
旨
の
文
書

・
校
運

（
今
後
の
対
応
明
日
の
生
徒
集
合
の
対
応
の

酉l



30
日
⑩

29
日
向

28
日
囚

27
日
固

検
討
）

．
昨
日
届
い
た
ま
き
と
釜
を
使
い
「
お
で
ん
も
ど
き
」

を
作
り
配
る
（
神
戸
大
学
・
鳥
取
大
学
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア）
・
借
り
入
れ
た
ポ
ン
プ
で
屋
上
へ
の
汲
み
上
げ
を
試
み

る
が
失
敗

．
避
難
者
数
約
二
0

0
名

・
救
護
班
交
替
（
名
古
屋
市
舟
田
医
院
）

•

生
徒
登
校

(1
0は
B
l
)

一
年

一
八
四
／
三
二
二
（
五
七
・

一
％）

二
年

一
八
七
／
三

一
五
（
五
九

・
三
％
）

＿―-年

一
九
四
／
＝
二
七
（
六
一
・

ニ
％）

計
五
六
五
／
九
五
五
（
五
九
・

一
％）

そ
の
他
、
港
島
地
区
の
生
徒
は
、
港
島
中
学
校
に
集

合
し
、
指
導

（三
六
／
五
六
）

・
校
内
の
水
道
管
の
修
理
（
森
D
工
業
所
）

・
「
ニ
ュ
ー
兵
庫
」
の
取
材

・
神
戸
大
、
鳥
取
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
炊
き
出
し
）

•
本
日
よ
り
昭
和
大
学
医
学
部
医
療
班
が
滞
在
し
医
療

活
動

・
被
災
生
徒
に
学
校
の
学
習
場
所
提
供
の
連
絡
文
書
発

送
・
大
阪
の
サ
ン
キ
ュ

l
k
k
に
よ
る
キ
ム
チ
鍋
と
ぜ
ん

ざ
い
の
炊
き
出
し

・
し
尿
と
ゴ
ミ
の
回
収

・
自
転
車
1
台
支
給
さ
れ
る

・
校
運

(10
ぶ
3
l
)

・
乳
幼
児
、
老
人
を
対
象
に
お
風
呂
。
救
護
班
を
中
心

に
神
戸
大
住
吉
寮
で
対
応
。
続
い
て

一
般
の
避
難
住

民
に
も
対
応
の
予
定
。

31
日
因

・
食
事
の
配
給
の
手
伝
い
を
避
難
住
民
に
も
依
頼
（
仕

分
け
等
は
従
来
ど
お
り
職
員
で
）

・
魚
崎
消
防
団
よ
り
保
温
ポ
ッ
ト

（
ご
飯
用
）
借
り
受

ナJ 
・
春
節
祭
で
本
校
に
避
難
す
る
中
国
の
方
を
中
心
に
水

ぎ
ょ
う
ざ
炊
き
出
し

．
避
難
住
民
数
調
査
ニ

―
六
名

・
被
災
生
徒
の
教
科
書
等
の
希
望
調
査

・
学
校
保
存
の
試
薬
等
の
処
理
申
請
（
市
教
委
管
理
課

へ）
・
魚
崎
消
防
団
よ
り
マ
ッ
ト
レ
ス
六
四
枚
支
給
を
受
け

る
（
体
育
館
、
敬
愛
館

一
階
へ
）

固



図各職場で起こったこと、忘れないこと

＿
 
＿
 

誕
災
の
中
で

〈
盲
学
校
分
会
〉

私
の
勤
務
す
る
神
戸
市
立
盲
学
校
は
、

J
R神
戸
駅
浜
側
の
埋
立
地
に
あ
り
ま

す
。
震
災
で
地
盤
が
陥
没
し
、
校
舎
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
周
辺
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
も
見
る
か
げ
も

な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長
年
親
し
ん
だ
風
景
が
一
変
し
た
喪
失
感
は
言
葉
に

尽
く
せ
ま
せ
ん
。
三
か
月
た
っ
た
今
で
も
瓦
礫
の
片
隅
に
ひ
っ
そ
り
置
か
れ
た
真

新
し
い
花
束
に
、
足
が
止
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
震
災
の
経
験
を
書
い
た
り
伝

え
た
り
す
る
の
は
、
ま
だ
と
て
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
出
勤
で
き
た
の
は
地
裳
後
五
日
目
の

一
月
ニ

ー
日
で
す
。
こ
の
時
点
で
ま

だ
安
否
確
認
の
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
い
ま
し
た
。
学
校
は
約
四
0

0
名
の
被
災

者
を
受
け
入
れ
、
職
員
室
に
も
救
援
物
資
が
積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
机
に
置
い
て

い
た
自
分
の
カ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
が
無
事
だ
っ
た
の
を
、
ひ
ど
く
不
思
議
な
気
持
ち

で
手
に
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
互
い
を
気
遣
い
な
が
ら
も
、
学
校
は
ぎ
こ
ち

な
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
職
員
数
六
八
名
の
う
ち
、
初
日
の
出
勤
は

九
名
、
こ
の
日
よ
う
や
く
半
数
を
こ
え
る
四
二
名
が
出
勤
し
、
地
震
後
初
め
て
の

職
員
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
が
本
格
的
に
勤
務
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
こ
の
日
か
ら
も
う
一
週

間
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
七
日
、
私
の
自
宅
は
、
激
し
い
衝
繋
と
と
も
に

崩
れ
た
壁
と
ガ
ス
の
に
お
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
明
け
方
の
暗
が
り
の
中
で
よ
う

や
く
近
く
の
中
学
校
へ
避
難
す
る
と
、
す
で
に
あ
ち
こ
ち
か
ら
煙
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
近
所
の
人
の
救
出
を
手
伝
い
、
体
育
館
に
と
り
あ
え
ず
の
居
場
所
を
作
っ

て
、
私
は
公
衆
電
話
を
探
し
ま
し
た
。
実
家
と
学
校
へ
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
横
で
妻
が

「生
き
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
い
つ
か

必
ず
連
絡
が
と
れ
る
よ
」
と
言
う
の
を
聞
い
て
、
そ
う
だ
な
と
少
し
屑
の
力
が
抜

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
所
に
い
る
生
徒
の
家
を
訪
ね
ま
し
た
。

Y
さ
ん
の
家
は

無
事
で
し
た
。

0
君
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

L
字
型
の
南
北
の
部
分
が
倒
壊
し
、
ま

だ
中
に
何
人
も
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
彼
の
家
は
無
事
だ
っ
た
東

西
の
棟
に
あ
っ
た
の
で
、
会
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
ほ
っ
と
し
て
避
難
所
に
も
ど
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
Y
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。
心
配
し
て
見
に
来
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。
改
め
て
互
い
の
家
族
の
無
事
を
喜
び
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
と

別
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
私
た
ち
の
地
域
は
ガ
ス
タ
ン
ク
爆
発
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
避
難

勧
告
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
北
に
あ
る
小
学
校
へ
移
動
し
ま
し
た
。

Y
さ
ん
と

0
君

は
、
車
の
中
で
何
泊
か
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
親
戚
の
家
へ
移
ら
れ
ま
し
た
。
避

難
先
に
担
任
の
先
生
が
毎
日
の
よ
う
に
訪
問
し
、

0
君
は
こ
の
春
卒
業
、
市
内
の

施
設
に
入
所
が
決
ま
り
ま
し
た
。

Y
さ
ん
も
今
は
自
宅
に
も
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
車
中
に
い
た
彼
ら
を
訪
ね
た
と
き
、

二
人
の
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
様
子
に
、

私
自
身
が
随
分
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
家
屋
は
な
く
な
っ
て
も
、
家
族
は
支
え
合
っ

て
い
る
の
だ
と
、
そ
の
時
強
く
思
い
ま
し
た
。

壊
れ
た
壁
の
下
か
ら
自
転
車
を
取
り
出
し
て
行
動
半
径
が
広
が
り
ま
し
た
。
担

任
を
し
て
い
た
S
君
の
安
否
が
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
彼
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で

行
く
と
、
「
安
全
な
所
に
避
難
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
貼
り
紙
。
と
り
あ
え
ず
ほ
っ

と
し
た
も
の
の
避
難
先
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
近
く
の
公
園
や
学
校
を
訪
ね
歩
き
ま

し
た
が
、
結
局
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
赤
穂
へ
避
難
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
再
開
で
き
た
と
き
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
お
母
さ
ん
が

震
災
で
失
業
し
、
ま
だ
神
戸
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
休
学
で
新
学
期
を
迎

え
ま
し
た
が
、
先
日
の
体
育
会
に
は
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
母
と
子
、

二
人
の
生
活
は
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
神
戸
で
暮
．
ら
せ
る
日

が
来
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

―

お
母
さ
ん
が
再
婚
し
、
新
し
い
お
父
さ
ん
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
が
い

ま
す
。
彼
女
が
、
「
地
震
の
時
、
お
父
さ
ん
が
重
か
っ
た
。

」
と
言
っ

て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
と
っ
さ
に
彼
女
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
守
っ
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で

す
。
盲
学
校
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
年
配
の
生
徒
さ
ん
も
い
ま
す
。
私
の
身
近
に
、

震
災
で
家
族
が
崩
壊
し
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
、
裳
災
の
困

難
は
よ
り
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

K
さ
ん
は
や
っ
と
買
い
求
め

匝l



〈
神
戸
商
業
高
校
分
会
〉

地
震
の
日
か
ら
一
週
間
が
た
ち
余
裳
も
落
ち
つ
き
を
見
せ
始
め
た
。
そ
れ
と
共

に
生
き
る
た
め
に
力
を
注
い
で
き
た
避
難
者
は
、
安
ら
ぎ
と
安
心
を
求
め
、
ふ
れ

あ
い
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
だ
け
良
け
れ
ば
と
い
っ
た
状
態
か
ら
、

少
し
ず
つ
周
り
の
人
々
に
も
気
遣
い
が
出
て
き
た
。
特
に
子
供
た
ち
の
表
情
に
も
、

少
し
ず
つ
明
る
さ
が
戻
り
、
グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
回
っ
た
り
、

二
l
三
人
の
仲
間
と

遊
ぶ
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
。

こ
の
期
を
と
ら
え
て
、
本
校
で
は
、
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
を
企
画
し
、
試

み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
隣
の
小
学
校
（
避
難
所
）
に
も
声
を
か
け
て
、
約
――
-
0
人
は
ど
の
子
供
（
下

被
災
地
に
お
け
る
レ
ク
lJ
エ
ー
シ
ョ
ン

渡

辺

譲

た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
居
住
は
可
能
な
も
の
の
、

「も
う
一
人

で
は
恐
く
て
住
め
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
資
産
価
値
が
な
く
な
り
、
売
る
こ
と
も

で
き
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
い
く
ら
修
理
費
が
か
か
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
障
害
年
金
だ
け
で
暮
ら
す
彼
女
が
四
0
オ
を
過
ぎ
た
こ
れ
か
ら
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。
彼
女
は

一
人
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
私
た
ち
は
力
に

な
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

避
難
所
か
ら
自
転
車
で
通
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
毎
日
も
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
か
け
が
え
の
な
い
出
会
い
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
そ
れ
か
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
記
憶
に
と
ど
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
目
の
前
で
親
し
い
人
を
亡
く
し
な
が
ら
死
を
実
感
で
き
な
か
っ
た
不
安

定
な
気
持
ち
ゃ
、
さ
さ
い
な
き
っ
か
け
で
涙
が
と
ま
ら
な
く
な
る
よ
う
な
張
り
つ

め
た
日
々
、
そ
の
時
々
の
自
分
の
あ
り
よ
う
も
い
つ
か
別
の
機
会
に
き
ち
ん
と
害

き
と
め
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
(
-
九
九
五
年
五
月

一
0
日
）

（
全
障
研

「み
ん
な
の
ね
が
い
」
よ
り
）

渡

辺

員

は
幼
稚
固
児
か
ら
小
学
六
年
生
く
ら
い
ま
で
）
を
集
め
た
。

グ
ラ
ン
ド
を
フ
ェ
ン

ス
で
仕
切
っ
て
チ
ピ
ッ
コ
広
場
と
称
し
、
教
職
員
と
避
難
者
、
そ
し
て
子
供
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
が
始
ま
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
学
校
に
子
供
た
ち
の
歓
喜
の
声
が
こ
だ
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
、

体
育
館
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
メ
ダ
ル
を
一
っ

―
つ
手
渡
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

次
の
日

（
一
月
二
五
日

（水）

）
か
ら
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
担
当
は
正
式

に
私
に
な
り
、

（資
料
三
、
表
二）

の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
活
動
を
行
っ
た
。

毎
日
、
計
画
的
に
と
言
い
た
い
が
、
実
際
は
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
あ
っ
た

が
、
長
い
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
で
、
ネ
タ
を
欠
く
こ
と
は
な
か
っ

こ
。t
 
特
に
、

一
月
一
＿七
日

（
金
）
の
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
避
難
生
活
で
大
星
に
出
た
ペ
ッ

ト
ポ
ト
ル
を
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
ビ
ン
に
み
た
て
て
行
い
、

子
供
た
ち
に
も
、
大
い

に
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
の
様
子
は
、

一
月
二
四
日
（
火
）
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
共
に
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
報
道
さ
れ
、
暗
い
雰
囲
気
の
中
の
明
る
い
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

一
月
一―
1
0
日
（
月
）
に
行
っ
た
飯
ご
う
炊
さ
ん
は
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
か

な
り
幅
の
広
い
年
齢
層
の
参
加
が
見
ら
れ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
あ
っ
と
言
う
間
に

売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
、
子
供
ら
の
お
母
さ
ん
が
、
ま
だ
水
も

出
て
い
な
い
不
自
巾
な
中
「
い
つ
も
子
供
が
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
。
」
と
言
っ

て
丁
寧
に
鍋
を
洗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

二
月
の
連
休
前
（
二
月

一
0
日
（
金
）
）

ま
で
、
毎
日
実
施
し

一
六
回
を
数
え
た
。
し
か
し
、
小
学
校
も
再
開
し
、
私
た
ち

が
小
学
校
に
代
っ
て
果
た
し
て
き
た
機
能
を
元
に
戻
す
た
め
に
、
二
月
一
七
日

（
金
）
か
ら
は
週
1
回
、
金
曜
日
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
並
行
し
て
、
避
難
者
へ
の
健
康
づ
く
り
の

一
貫
と

し
て
、

一
月
二
五
日
（
水
●
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
も
朝
の
連
絡
会
の
中
で
始
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
毎
朝
、
行
わ
れ
て
い
る
が
、
四
月
か
ら
の
新

学
期
に
生
徒
会
役
員
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

函l



図各職場で起こったこと、忘れないこと

固

（資料3・表2)

神戸市立神戸商業高等学校で行ったレクリエーションプログラム

月 日即 本校で行ったプログラム 場 所 感 想 記 事

1 24 火 ドッチボール グランド レクリエーション 初日

久し振りに子供の笑顔

MBSの取材（テレビ放映）

25 水 ゲーム大会 グランド 鬼ごっこ中心

26 木 キックベースボール グランド 幼稚園児には難しい

27 金 ボーリング グランド 空いたペットポトルに少し砂

を入れてピンにして

MBSの取材 （テ レビ放映）

28 土 サッカー グランド 幼稚園児には難しい

30 月 飯合炊さん グランド 調理室で下準備

（女の先生方の協力） 大人から子供まで参加

31 火 ポートボール グランド

2 1 水 ホッケー グランド ホウキをステックにしてボー

ルを打つ

2 木 凧作り（美術の先生協力） 特別教室 ピニールのごみ袋 • 竹ひご

セロテープを使って製作

3 金 豆まき・折り紙 グランド MBSの取材（テレピ放映）

折り紙で鬼を作る

4 土 綿菓子（失敗） 特別教室 テレビを見た人が子供のため

機械を送ってくれたが、残念

なことに故障していた

6 月 マット遊び グランド 体育のマットを使って

7 火 ポートポール グランド 生徒の協力参加多数あり

8 水 バスケットボール グランド ゴールは美術の先生が自作， 木 綿菓子 ・バスケットボール 特別教室 綿菓子の機械は、おもちゃ屋
グランド で購入して実施

10 金 バスケットボール グランド

＊グランドはちぴっこ広場で行う。

＊いろんな面で経費がかかったが、昨年度の文化祭での売上を使っても良いということ

だったので、それで対応した。

＊参加者の子供の数は正確には把握していないが、 5人～40人くらい参加していた。
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2月 IBから4校に肘れて授婁が萬闘され、 ljや9Bか過ぎま した． 各校で稟しく 真剣な授

●が行われています．その横子を招介します．

兵庫高●裏校

神戸電鰊鱈●台駅から坂這を歩いて5分、 12r"＂”反這 が最邊の●閲．校●を見たら門と
もないように見えたけれと、よく見ると t ピ割れがわかる． 臭の校•までクいていくと、

二層の烹から檎の先生が麟を出して迎えてく れる． I• 2年と、3• 4零の歌宣に討れて

塁●のプリントをもらい覆●を受ける． わからないところがあれば、ていわいに先生がき

て霰えてくれる．I• 2年か一鰭なので学年を越えた友遍とも一鱒Iこ鯰強でき楽しく頑彊

っている． （i年男子）

神戸工●冨校

地下鉄名谷駅から歩いてS分、交遍の便がいいので、 鶴咬に行くより近くてはやく行ける．

＂史ずつ霞編プリ ントをしらってしばらく日分でやり、 その械先生がわかりやすく 設•)l し

てくれる． 体雙をはさみ 1崎閏半ほど授●を受ける． ；がんばる 鴨校生ニュースJを先

生が鱗設しながら筏んでくれる．全国各蛇からポランティ アの人が来て頑彊っていること

などを知って、 本当にありがたくうれしく息う． （1年女子）

須●寓校

金吐から30分歩いて通っている．ii沿いには倒れた軍や瓦膿なとがまだ残っていて池重

のすごさがわかる．須●墓校の言門から入って、 逼動嶋を憤切り校●Iこ人が生邊はいつ

も4~5人で先生とマンツーマンで授婁が受けられる．先生との金鯰bはずみ、 ●逼の授
稟では攣わえない驀しい授婁を受けている．4年生としてちょっとだけさびしかったのIi、

やっぱり鶴でもうちょっと鯰預したかったこと． （4年男子）

傭冨校

仕事が終わってからg転車で学校に行っている．途中の道は鋼れた軍などで這がふさがっ

ていて遍回りしなければならない所もある．自転●がすぐパンクしてしまい大置である．

夜になると面灯がなく疇い所もあり賽言に危険である．零校には多くの憂●している万が

いる．金纏宣に人って、 塁●のプリントをしらい各自で鯰濱し、 邊から解害をもらって苔

えあわせをする．早い”間書に行ったときはトイレの水くみや11陰ごみ拾いなどのポラン

ティアをしている． ”しい友違らと区をしたりして棗しい毒日である． （2年男子）
匝



図 各職場で起こったこと、忘れないこと
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混
乱
の
中
で
避
難
者
の
受
け
入
れ

今
回
の
大
震
災
に
よ
る
未
曾
有
の
災
害
の
中
で
、
少
し
で
も
日
常
生
活
を
取
り

戻
す
努
力
が
懸
命
に
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
現
在
も
地
道
に
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

神
港
高
校
は
、
前
身
の
神
港
商
業
学
校
か
ら
数
え
て
ま
も
な
く
創
立
九
0
年
を

迎
え
よ
う
と
す
る
伝
統
校
で
す
。
地
域
社
会
の
期
待
を
背
に
、
交
易
都
市
神
戸
を

支
え
る
人
材
育
成
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
普
段
は
ま
っ
た
＜

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
そ
の
こ
と
は
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
私
自
身
に
と
っ
て
も

”伝
統
“
と
い
う
の
は
何
か
現
実
味
の
な
い
も
の
で
し
た
。
ま
し
て
、
組
合
で
言

わ
れ
る
よ
う
な
”
地
域
社
会
と
の
交
流
“
な
ど
、
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
回
の
震
災
で
、
こ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
学
校
の
意
義
が
本
当
に

問
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
し
ゃ
く
し
定
規
な
話
で
い
え
ば
、
高
等
学
校

は
神
戸
市
の
防
災
計
画
か
ら
は
ず
れ
て
お
り
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
は
小
中
学
校

で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
近
隣
の
小
中
学
校
は
す
ぐ
に
満
員
と
な
り
、
多
く
の

被
災
者
が
高
等
学
校
に
避
難
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
物
資
も
届
か
ず
、
ど
こ

の
学
校
も
混
乱
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
混
乱
の
な
か
で
、
出
勤
し
た
教
職
員
は
公

務
員
と
し
て
真
摯
に
勤
務
に
励
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
震
か
ら
数
日
た
っ
て
も
、

本
来
の
任
務
で
あ
る
生
徒
の
安
否
確
認
す
ら
不
十
分
な
状
況
で
、
被
災
者
に
「
学

校
本
来
の
仕
事
に
戻
り
た
い
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
避

難
さ
れ
方
の
中
か
ら
八
名
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
、
食
料
・
物
資
の
運
搬
な
ど
を
始

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
門
口
充
男
さ
ん
が
避
難
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
仕
事
は
水
運
び
、
ト
イ
レ
の

管
理
、
掃
除
、
生
活
物
資
運
搬
、
訪
問
者
の
応
対
と
、
次
々
に
変
化
し
て
い
く
仕

事
を
こ
な
す
う
ち
に
、
次
第
に
組
織
も
整
っ
て
き
ま
し
た
。

避
難
者
も
参
加
し
た
感
動
的
な
卒
業
式

教
職
員
・
住
民
•
生
徒
が
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

今
回
の
震
災
の
報
道
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
多

く
は
外
部
か
ら
神
戸
に
救
援
に
来
る
ケ
ー
ス
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
や
も

す
る
と
被
災
者
が
そ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
甘
え
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
よ
ぶ

報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
専

門
家
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
地
域
社
会
を
守
る
た
め
に
被
災
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
必
至
に
働
い
た
の
だ
、
と
い
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

霙
災
直
後
か
ら
生
徒
は
何
人
か
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
員
と
し
て
大
変
な
働
き
を
み
せ
ま
し
た
。
在
校
生
の
学
年
末
考
査
中
は
、

卒
業
し
た
ば
か
り
の
卒
業
生
が
代
役
を
つ
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
教
職
員
・
住
民
•
生
徒
の
連
帯
の
中
で
、
徐
々
に
日
常
が
取
り
戻

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
常
と
は
き
れ
い
ご
と
で
は
な
く
、
つ
ま
り
、
要
領
の
い

い
人
も
い
れ
ば
お
人
好
し
も
お
り
、
あ
つ
か
ま
し
い
人
も
い
れ
ば
ひ
か
え
め
な
人

も
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
な
り
の
ト
ラ
プ
ル
も
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で

す
。

そ
ん
な
な
か
で
卒
業
式
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
例
年
、
会
場
と
な
る
体
育
館

は
、
避
難
者
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
当
時
、
神
港
高
校
で
は
、
五
0

0
人
余
り

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
大
変
な
状
況
だ
ら
こ
そ
ち
ゃ
ん
と
し
た
卒
業
式

を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
打
診
す
る
と
、

「
そ
り
ゃ
、
も
っ
と
も
だ
。
遠
慮
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
返
事
で
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
二
0

0
人
近
く
の
人
と
物
を
い
っ
た
ん
体
育
館
の
大
フ
ロ
ア
ー
か
ら
搬

出
し
、
式
後
に
は
ま
た
搬
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
綿
密
な
計
画
が
必
要
で

す
。
大
フ
ロ
ア
ー
の
避
難
者
全
員
を
前
に
し
て
、
校
長
が
頭
を
下
げ
、
担
当
教
員

が
て
い
ね
い
に
移
動
手
順
を
説
明
し
ま
し
た
。
式
の
二
日
前
に
、
大
フ
ロ
ア
ー
か

ら
教
室
へ
移
動
し
て
い
た
だ
き
、
式
当
日
は
午
前
中
に
式
を
終
わ
ら
せ
た
あ
と
、

午
後
に
体
育
館
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
居
住
性
改
善
の

た
め
の
畳
の
搬
入
も
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
移
動
は
見
事
で
し
た
。
予
定
時
間
よ

固



み
ん
な
生
き
て
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
／
．

り
短
い
時
間
で
移
動
は
完
了
し
ま
し
た
。
避
難
者
の
代
表
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
、
卒
業
式
も
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
避
難
者
の
方
々
に
負

担
を
か
け
す
ぎ
て
は
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
門
口
さ
ん
は
、
「
本
当
に
II

手

づ
く
り
11

の
式
で
、
み
ん
な
で
無
事
終
わ
っ
た
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。
準
備
か
ら

か
か
わ
っ
た
の
で
、
当
日
は
自
分
の
卒
業
式
よ
り
も
感
動
し
ま
し
た
」
と
い
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

実
は
、
門
口
さ
ん
は
本
校
の
昭
和
四
0
年
の
卒
業
生
で
も
あ
る
の
で
す
。
本
校

に
避
難
さ
れ
た
方
々
の
中
に
も
実
に
多
く
の
卒
業
生
、
あ
る
い
は
身
内
が
卒
業
生

と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
も
、
在
校
生
の
多
く
が
近
隣
の
中
学
校
か
ら
進

学
し
て
き
ま
す
。
過
去
も
含
め
て
、
ま
さ
し
く
地
域
に
と
け
込
ん
だ
学
校
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
大
正
五
年
に
現
在
地
の
会
下
山
に
移
転
し
て
以
来
、
地
域

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
と
い
う
、
こ
の
こ
と
が
神
港
高
校
が
落
ち
着
い
た
避
難

所
で
あ
り
え
た
ひ
と
つ
の
要
員
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

は
、
今
後
の
神
港
高
校
の
復
興
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
．

の
み
な
ら
ず
、
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
例
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。

〈
御
影
工
高
分
会
〉

謹
啓
早
々
の
お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
震
が
起
こ
っ
た
直
後
、

部
屋
の
中
は
、
本
だ
な
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
食
器
だ
な
が
ひ
っ
く
り
返
り
、
食

器
や
電
気
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ガ
ラ
ス
も
の
が
割
れ
、
凄
ま
じ
い
様
子
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
や
っ
と
部
屋
は
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
神
戸
の
街
は
悲
惨
な
状
況
で
す
。
ピ
ル
が
倒
れ
、
家
が
倒
れ
、
高
速

道
路
が
落
ち
、
電
車
は
脱
線
し
、
火
事
跡
は
延
々
と
広
が
り
、
道
は
至
る
と
こ
ろ

秋

山

明

之

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
隆
起
し
、
写
真
や
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
も
ず
っ
と
ず
っ
と
ひ
ど

い
有
様
で
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
水
も
ガ
ス
も
通
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
そ
の
神
戸
の
街
中
を
自
転
車
で
走
り
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
頭
の
上
に
何

か
落
ち
て
こ
な
い
か
と
ひ
や
ひ
や
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
も
パ
ト
カ
ー
や
消

防
車
や
自
衛
隊
車
の
緊
急
自
動
車
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
て
お
り
ま
す
。
道
路

は
車
と
自
転
車
の
群
で
す
。
主
要
な
幹
線
道
路
は
使
え
な
い
の
で
、
大
渋
滞
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
間
隙
を
バ
イ
ク
や
自
転
車
が
交
通
法
規
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
走
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
危
な
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
歩
い
て
い
る
人

も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、
皆
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
ネ
ク
タ
イ
を
し
て

歩
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
で
す
。
老
若
男
女
が
ジ
ー
ン
ズ
を
は
き
、

帽
子
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
担
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

電
車
の
中
で
も
同
じ
風
景
で
す
。
私
も
学
校
へ
行
く
と
き
で
も
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
下
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
は
、
何
時
何

が
あ
る
か
も
分
か
ら
な
い
の
で
、

「明
石
市
佐
田
憲
三
」
と
大
き
く
背
中
に
書

き
、
そ
の
下
に
電
話
番
号
を
書
い
て
い
ま
す
。
通
勤
す
る
の
も
命
が
け
な
の
で
す
。

次
に
も
し
大
き
な
余
震
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
た
ま
た
ま
倒
壊
し
そ
う
な
建
物
の
側

に
い
た
ら
、
き
っ
と
命
も
危
な
い
と
思
い
ま
す
。

通
勤
も
困
っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
は
、
現
在
は
明
石
市
の
西
の
端
、
学
校
は
神

戸
市
の
東
の
端
（
高
速
道
路
が
横
倒
し
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
近
く
で
す
）
な
の
で
、

＿―-
宮
を
経
由
し
な
い
と
行
け
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
そ
の
三
宮
が
一
番
危
険

な
場
所
な
の
で
、
交
通
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
姫
路
の
方
か
ら
大
き
く
迂
回
し
た

コ
ー
ス
を
と
っ
て
電
車
で
通
っ
た
り
、
自
転
車
を
使
っ
た
り
、
船
で
神
戸
港
ま
で

行
っ
た
り
、
電
車
が
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
と
り
あ
え
ず
行
っ
て
歩
い
た
り
、

車
以
外
の
（
車
・
バ
イ
ク
は
神
戸
復
興
の
邪
魔
に
な
る
だ
け
な
の
で
）
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
と
っ
て
試
し
ま
し
た
が
、
家
か
ら
学
校
ま
で
の
片
道
は
、
最
低
四
時
間
、

一
番
か
か
っ
た
と
き
で
八
時
間
半
も
か
か
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
思
い
を
し
て
ま
で
通
勤
し
て
い
る
学
校
で
す
が
、
授
業
を
し
た
り
、
生

徒
の
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
、
地
震
後
、
一
番
最
初
に

学
校
で
し
た
仕
事
は
、
遺
体
を
棺
桶
に
入
れ
る
作
業
で
し
た
。
最
初
の
日
は
、
地

震
発
生
後
初
め
て
生
で
見
た
神
戸
の
街
の
崩
壊
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
学
校
の
中

固
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の
崩
壊
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
体
育
館
に
千
人
を
越
え
る
避
難
民
の
人
々
が
い
る

の
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
そ
し
て
、
教
室
が
三
0
体
以
上
の
方
々
の
遺
体
安
置
所

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
で
す
。
私
が
、
棺
桶
に
入
れ
る
の

を
手
伝
っ
た
方
は
、
四
0
オ
ぐ
ら
い
の
男
の
方
で
し
た
が
、
そ
ば
で
子
供
ら
し
き

五
才
ぐ
ら
い
の
女
の
子
が
、
「
早
く
起
き
よ
」
と
あ
ど
け
な
く
言
っ
て
い
る
光
景

に
出
く
わ
し
ま
し
た
。
辛
か
っ
た
で
す
。
棺
桶
に
い
れ
る
と
き
も
。
服
は
使
え
る

の
で
裸
に
し
て
、
た
っ
た
一
枚
の
毛
布
で
く
る
ん
で
あ
げ
た
上
に
線
香
を
何
本
か

と
も
し
て
あ
げ
る
だ
け
な
の
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
方
は
良
い
方
で
し
た
。

変
な
具
合
に
死
後
硬
直
を
し
て
し
ま
っ
た
人
は
、
棺
桶
に
入
ら
な
い
の
で
、
布
団

で
く
る
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
そ
う
い
う
迫
体
が
、
何
体
も
何
体
も
あ
る

の
で
す
。
ま
た
、
体
育
館
に
は
千
人
ほ
ど
の
避
難
民
の
方
々
が
お
り
ま
し
た
。
泣

き
声
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
ど
こ
か
で
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
職
員
室
も

や
っ
と
片
付
け
ま
し
た
が
、
最
初
の
日
は
、
机
は
ひ
っ
く
り
返
り
、
蛍
光
灯
は
わ

れ
、
本
棚
は
倒
壊
し
、
足
の
踏
み
場
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
民
の
人
た
ち

も
少
し
は
減
り
ま
し
た
が
、
い
つ
こ
の
体
育
館
を
出
ら
れ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

出
て
い
く
あ
て
も
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
避
難
民
の
人
々
の
お
世
話
も
す

べ
て
私
た
ち
教
師
が
や
っ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
順
番
で
宿
直
も
あ
り
ま
す
。
食
事

の
世
話
、
水
の
搬
入
、
衛
生
面
の
配
慮
、
支
援
物
資
の
搬
入
、
行
方
不
明
者
を
探

し
に
き
た
人
へ
の
対
応
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
教
師
の
仕
事
で
す
。
だ
れ
か

過
労
死
す
る
の
で
は
な
い
か
、
冗
談
で
は
な
く
心
配
で
す
。

地
震
後
、
最
初
に
学
校
ま
で
た
ど
り
着
け
た
日
、
自
分
の
机
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
状
態
の
中
で
、
偶
然
に
も
い
つ
も
机
の
上
に
置
い
て
い
た
、
私
の

大
学
の
恩
師
の
坂
詰
教
授
の
「
敬
語
思
い
や
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
本
を
み
つ
け
ま
し
た
。
持
っ
て
い
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
、
そ
の
本

を
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
め
く
り
ま
し
た
。
「
は
じ
め
に
こ
こ
ろ
あ
り
き
」
と
う
言

葉
を
読
ん
だ
と
き
に
、
始
め
て
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
そ
‘う
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
こ
こ
ろ
を
な
く
し
た
ら
、
人
間
で
は
な
い
、
教
師
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
放
火
を
し
た
り
盗
み
を
し
た
り
す
る
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
身
を
省
み
ず
近
所
の
人
を
助
け
た
り
、
今
ま
で
の

仕
打
ち
を
忘
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励
む
在
日
の
人
達
も
い
ま
す
。
街
の
状
態
を

見
る
と
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
の
で
す
が
、
「
は
じ
め
に
こ
こ
ろ
あ
り
き
」
だ
と

、

自
分
に
い
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
私
よ
り
大
変
な
人
達
は
、
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん

い
る
の
で
す
。

さ
て
、

生
徒
た
ち
で
す
が
、
今
現
在
、
学
校
全
体
で
は
、

二
人
の
生
徒
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

一
人
は
三
年
生
で
、
そ
の
彼
が

一
年
生
と
現
在
の
三

年
生
で
、
国
語
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と
就
職
が
決
ま
り
、
あ
と
少
し
で

卒
業
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
二
学
期
に
そ
の
生
徒
が
、
東
洋
大
学
の
「
現
代
学

生
百
人
一
首
」
に
応
募
し
た
作
品
は
、

内
定
し
嬉
し
い
け
れ
ど
本
心
は
遊
ぶ
ぞ
遊
ベ
ニ
0
歳
に
な
る
ま
で

二
0
歳
に
な
る
ま
で
、
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
で
す
。
ひ
と
な

つ
っ
こ
い
、
可
愛
い
生
徒
で
し
た
。
地
震
と
ほ
ぼ
同
時
に
家
が
崩
れ
て
の
圧
死
だ
っ

た
た
め
、
苦
し
ま
ず
に
逝
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
す
。

私
は
、
今
、
一
年
生
の
担
任
で
す
が
、
私
の
学
校
は
全
県
一
区
で
、
兵
庫
県
な

ら
ど
こ
か
ら
で
も
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
地
震
後
、
全
員
の
生
死
を

確
認
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
交
通
は
麻
痺
し
て
い
ま
す
し
、
電
話
は
ほ
と
ん
ど

通
じ
な
い
の
で
す
。
外
か
ら
か
け
る
方
が
通
じ
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
交
通
が

動
き
出
す
ま
で
は
、
夜
遅
く
ま
で
、
ず
っ
と
だ
れ
も
来
な
い
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
公
衆
電
話
か
ら
生
徒
の
家
に
か
け
続
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
と
「
生
き
て
る

か
」
と
電
話
を
す
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
初
め
て
で
し
た
。
「
先

生
、
家
こ
わ
れ
そ
う
や
け
ど
、
み
ん
な
元
気
や
、
先
生
大
丈
夫
か
。
」
こ
う
い
う

言
葉
を
何
度
も
何
度
も
聞
き
ま
し
た
。
今
後
の
生
活
を
考
え
る
と
と
て
も
こ
わ
い

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
「
生
き
て
る
j

と
い
う
こ
と
が
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
家
を
壊
さ
れ
た
生
徒
も
何
人
か
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
の
近
く
の
避
難
所
へ

い
る
か
、
親
戚
や
知
人
の
家
に
疎
開
し
て
い
ま
す
。
遠
く
の
県
、
京
都
や
奈
良
に

ま
で
疎
開
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

自
分
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
全
員
の
無
事
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、

＿―
-
日
後
で
し
た
。

そ
の
間
は
本
当
に
、
心
配
で
心
配
で
眠
れ
な
か
っ
た
で
す
。
寝
て
も
う
と
う
と

す
る
と
、
す
ぐ
に
目
が
覚
め
て
し
ま
い
、
ま
た
電
話
を
か
け
て
し
ま
う
、
そ
う
い

う
時
間
が
続
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
燃
え
て
い
る
画
面
や
、
高
速
道
路
の
倒
壊
現

場
を
見
る
と
き
、
そ
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
生
徒
た
ち
に
ま
だ
連
絡
が
と
れ
て
い

固
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ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

電
話
が
通
じ
た
り
、
避
難
場
所
か
ら
か
け
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
み
ん
な
素

直
な
子
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
頑
張
れ
よ
」
そ
れ
し
か
言
え
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

「先
生
あ
り
が
と
う
、
大
丈
夫
や
。
」
泣
き
な
が
ら
言
っ

て
く
れ
た
子
も
い
ま
し
た
。
私
の
声
を
聞
い
て
、
緊
張
が
解
け
た
の
か
、
電
話
口

で
鳴
咽
を
あ
げ
る
子
も
い
ま
し
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
す
子
も
い
ま
し
た
。
全
員
無
事
、
と
言
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
き

こ
に
は
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ
す
な
ん
て
い
う
も
の
で
は
な
く
、
本
当
に
腰
が
抜

け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
場
に
へ
た
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
大
変
な
の
は
、
実
は
こ
れ
か
ら
な
の
で
す
。
街
が
あ
の
状
態
で
は
、

何
時
全
員
が
登
校
で
き
て
、
授
業
を
始
め
ら
れ
る
の
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。
生

徒
た
ち
か
ら
、
日
に
何
人
も
何
人
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
が
、
私
が
電
話
を

取
れ
た
時
に
は
、
「
先
生
、
学
校
で
勉
強
し
て
る
ほ
う
が
え
え
わ
。
」
と
、
み
ん

な
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
口
に
し
ま
す
。
で
も
、
神
戸
市
内
で
、
ほ
と
ん
ど
水
と

ガ
ス
が
き
て
い
な
い
状
態
で
、
交
通
網
も
大
事
な
と
こ
ろ
が
通
っ
て
い
な
い
状
態

で
、
学
校
が
普
段
ど
お
り
に
再
開
で
き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
登
校
し
て
も
体

育
館
を
始
め
、
全
ク
ラ
ス
が
使
え
る
教
室
す
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。

私
自
身
、
こ
の
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
頭
が
痛
く
な
る
の
に
、
家
を
な
く
し
て

避
難
民
生
活
を
送
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
か
心
細
い
で
し
ょ
う
。

学
校
も
片
付
け
や
避
難
民
の
人
達
の
世
話
で
大
変
で
す
が
、
私
は
、
今
避
難
民

生
活
を
し
て
い
る
生
徒
の
と
こ
ろ
を
回
っ
て
い
ま
す
。
話
を
し
、
い
る
も
の
が
あ

れ
ば
届
け
て
あ
げ
ま
す
。
水
も
ガ
ス
も
出
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

可
能
な
限
り
私
の
家
に
呼
ん
で
、
風
呂
に
い
れ
て
あ
げ
、
あ
た
た
か
い
も
の
を
食

べ
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
も
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
大
変
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
鉛
筆
一
本
も
っ
て
逃
げ
ら

れ
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
も
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
す
。

募
金
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
の
生
徒
た
ち
の
と
こ
ろ
へ

は
一
円
も
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

私
自
身
、
神
戸
に
は
地
震
な
ん
て
来
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
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実
に
は
や
っ
て
き
て
、

一
瞬
の
う
ち
に
神
戸
を
地
獄
と
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
地
獄
が
何
時
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。
早
く
、
普
通
の
生
活
が
、
普
段
の

授
業
が
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
と
地
震
が
二
時
間
遅
か
っ
た
ら
、
私
は
高
速
で
走
る
電
車
の
中
で

す
。
た
ぶ
ん
生
き
て
は
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
思
う
と
、
大
事
な
命
で
す
。

有
効
に
使
お
う
と
思
い
ま
す
。

家
内
に
は
、
子
供
を
連
れ
て
名
古
屋
の
里
に
帰
る
よ
う
に
話
を
し
ま
し
た
が
、

「
私
も
先
生
の
嫁
だ
か
ら
、
生
徒
の
面
倒
を
見
る
。
」
と
言
っ
て
、
ま
だ
余
震
の

続
く
明
石
に
残
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、
家
族
＿―
-
人
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

と
り
と
め
も
な
い
こ
と
を
長
々
と
書
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
初
は
自
筆
で
書
い

て
い
た
の
で
す
が
、
と
て
も
読
め
る
よ
う
な
字
が
書
け
ま
せ
ん
。
本
意
で
は
な
く

失
礼
だ
と
は
存
じ
ま
す
が
、
乱
文
の
ワ
ー
プ
ロ
書
き
で
、
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
ま
せ
。

地
裳
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。
右
、
御
礼

ま
で
。
敬
具

函l



神
戸
市
立
神
戸
滴
業
扁
校
で
の

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記

〈
名
古
屋
市
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
名
東
分
会
〉
岡

田

二
月
二
四
日
⑥

l
=＿七
日
⑩
の
間
、
神
戸
商
高
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
阪
神
大
震
災
後
の
神
戸
の
惨
状
に
心
を
痛
め
、
避
難
所
で
生
活
さ
れ

て
い
る
人
達
に
何
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
名
高
教
本

部
に
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
申
し
出
を
し
ま
し
た
。
学
校
や
組
合
で
の
お
付
き
合

い
の
あ
る
神
戸
市
立
高
校
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、
神
戸
市
立
高
教
組
が
全
教
に
加

盟
し
て
い
る
関
係
で
、
尼
崎
市
の
全
教
の
対
策
本
部
か
ら
神
戸
商
高
を
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

避
難
所
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
大
学
生
が
春
休
み
中

で
相
当
数
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
充
足
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
突
然
行
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
、
断
ら
れ
た
り
、
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。
私
の
場
合
は
、
幸
い
な
こ
と
に
組
合
ル
ー
ト
で
学
校
へ
行
っ
た
の
で
、

何
と
か
参
加
で
き
た
の
が
現
状
で
す
。

二
月
二
四
日
⑥
の
十
時
過
ぎ
に
神
戸
商
高
へ
到
着
し
ま
し
た
。
神
戸
市
立
高
教

組
の
書
記
次
長
で
も
あ
る
谷
川
先
生
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、
現
状
を
い
ろ
い
ろ
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
へ
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

神
戸
商
高
の
建
物
の
多
く
が
傾
い
た
り
、
一
階
部
分
が
く
ず
れ
た
り
し
て
い
る

た
め
に
、
建
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
を
こ
わ
す
工
事

は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
館
に
は
約
二
0
0
名
、
グ
ラ
ン
ド

の
テ
ン
ト
村
に
は
約

一
0

0
名
の
方
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
は
じ

め
の
頃
は

一
五
0
0
名
近
い
人
が
避
難
さ
れ
て
い
て
、
校
舎
や
体
育
館
は
あ
ふ
れ

る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
先
生
方
は
三
名
ず
つ
交
代
で
体
育
館

教
官
室
で
宿
日
直
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

晴
彦

神
戸
市
立
高
校
で
は
、
神
戸
商
高
の
他
数
校
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
多
く
の
生
徒
が
家
を
失
っ
た
り
、
家
族
を
失

っ
た
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
全
国
か
ら
神
戸
市
立
高
教
組
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
約

一
0
0
0
万
円

あ
る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
生
徒
に
少
し
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
配
布
し
よ
う
と

試
算
し
た
と
こ
ろ
、
全
然
足
り
な
い
こ
と
が
実
状
だ
そ
う
で
す
。
正
直
な
気
持
ち

は
「
何
よ
り
も
お
金
が
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

神
戸
商
高
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
二
0
名
く
ら
い
い
ま
す
。
大
学
生
が
か
な
り

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
取
っ
て
き
た
社
会
人
や
中
学
生

・

高
校
生
ま
で
い
ま
し
た
。

名
古
屋
市
立
高
校
出
身
で
建
築
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
人
が
い
た
り
、
愛
知
県

立
高
校
出
身
で
地
元
の
会
社
に
就
職
し
て
い
る
人
は
私
の
家
の
近
所
の
独
身
寮
に

住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
り
し
て
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
食
料
や
身
の
回
り
の
も
の
を
配
っ
た
り
す
る
「
物
資
係
」
と
お
風
呂
を
沸

か
す
「
風
呂
係
」
と
が
あ
っ
て
、
私
は
風
呂
係
で
し
た
。
神
戸
商
高
に
は

一
週
間

ぐ
ら
い
前
に
仮
設
の
風
呂
が
体
育
館
と
格
技
場
の
間
の
と
こ
ろ
に
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
生
活
は
、
朝
は
六
時
半
頃
起
き
て
、
昨

日
残
っ
た
物
や
自
分
で
も
っ
て
き
た
物
な
ど
の
有
り
合
わ
せ
の
朝
食
を
と
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
宿
泊
し
て
い
る
社
会
講
義
室
の

清
掃
な
ど
を
し
ま
し
た
。
風
呂
を
沸
か
す
こ
と
以
外
に
、
布
団
乾
燥
機
を
積
ん
だ

車
へ
毛
布
を
運
ん
だ
り
、
京
都
の
農
業
高
校
か
ら
届
い
た
花
を
運
ん
で
並
べ
た
り
、

様
々
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
風
呂
係
は
朝

一
0
時
頃
か
ら
、
風
呂
の
掃
除
と
水
を

く
み
始
め
‘
―
一
時
頃
か
ら
沸
か
し
始
め
ま
す
。
自
衛
隊
な
ど
が
廃
材
を
運
ん
で

き
て
く
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
割
っ
て
薪
に
し
て
い
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
は
少
し
異

な
り
ま
す
が
、
女
性
は
二
時
か
ら
四
時
頃
ま
で
、
男
性
は
四
時
頃
か
ら
七
時
ま
で

が
入
浴
時
間
で
す
。
そ
の
案
内
の
紙
を
掲
示
板
に
貼
っ
た
り
、
テ
ン
ト
村
や
体
育

館
の
中
を
伝
え
歩
く
こ
と
も
仕
事
で
す
。
終
了
後
に
も
希
望
者
が
あ
り
ま
す
し
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
入
り
ま
す
か
ら
、
終
了
は
七
時
半
過
ぎ
で
す
。
そ
の
間
、

昼
食

・
タ
食
の
弁
当
や
炊
き
出
し
の
野
菜
ス
ー
プ
を
食
べ
な
が
ら
仕
事
を
し
ま
し
た
。

三
つ
の
浴
槽
で
沸
か
し
た
湯
を
仮
設
テ
ン
ト
の
中
に
あ
る
二
つ
の
浴
槽
に
ポ
ン
プ

で
送
る
仕
組
み
で
す
か
ら
、
常
に
湯
を
沸
か
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
毎

西］



固 全国からの応援・激励

日
五
0
名
く
ら
い
の
方
が
入
浴
さ
れ
ま
す
。
私
は
二
日
間
入
浴
せ
ず
、
三
日
目
に

入
浴
し
た
と
き
は
、
サ
ッ
パ
リ
し
て
本
当
に
イ
イ
気
持
ち
で
し
た
。
入
浴
さ
れ
た

方
は
ど
の
方
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
な
が
ら
、
帰
っ

て
行
か
れ
る
の
で
、
少
し
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
意
味
が
あ
っ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。

つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
歳
く
ら
い
か
ら
小
学
生
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
連
れ
て
い
ら
れ
る
方
た
ち
は
正
視
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
い
さ
つ
を
し
て

も
私
は
下
を
向
い
た
ま
ま
で
、
そ
れ
以
上
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
だ
っ

た
ら
と
思
っ
て
、
胸
が
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
無
表
情
の
方
も
少
し
お

ら
れ
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
反
応
が
な
い
の
で
、
私
も
下
を
向
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
風
呂
を
待
っ
て
い
る
二
人
の
方
と
た
き
火
に
あ
た
り
な
が
ら
話
を
し
て
い
ま

し
た
（
話
を
聞
く
こ
と
も
大
切
な
仕
事
な
の
で
す
が
）

。
家
が
半
壊
し
て
い
る
方

は
比
較
的
明
る
い
の
で
す
が
、
も
う
一
人
の
方
が
「
家
が
焼
け
て
し
も
う
た
け
ん
。

類
焼
や
っ
た
け
ど
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
先
の
方
と
私
は
言
葉
に
詰
ま
っ
て

話
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
月
下
旬
く
ら
い
か
ら
二
度
目
の
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
る
そ
う
で
す
。

家
族
連
れ
の
方
の
多
く
は
こ
の
時
に
移
っ
て
行
か
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
月
以
降
も
各
地
の
避
難
所
に
残
ら
れ
る
の
は
老
人
世
帯
が
多
く

な
り
、
そ
の
後
は
避
難
所
を
ど
う
運
営
し
て
い
く
か
が
深
刻
な
問
題
の
よ
で
す
。

大
学
生
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
期
待
で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

今
後
の
教
員
組
合
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
で
す
が
、
日
帰
り
や
一
泊
二
日

程
度
で
は
、
そ
の
学
校
の
組
合
の
代
表
の
方
、
区
役
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
職

員
の
方
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
者
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
多
忙
で
あ
る
の
に
（
中
に

は
自
分
の
家
が
半
壊
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
）
、
余

分
な
仕
事
を
作
る
だ
け
で
、
善
意
で
行
く
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
が
、
は
っ
き
り

言
っ
て
迷
惑
な
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
意
欲
が
あ
れ
ば

、
そ
の
交
通

費
を
計
算
し
て
そ
の
分
だ
け
、
義
援
金
と
し
て
送
っ
た
方
が
余
程
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。
私
が
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
も
（
行
く
ま
で
は
書
く
予
定
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
）
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
役
に
立
っ
て
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
他
に
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
義
援
金
を
も
う

一
度
呼
び
か
け
て
集
め
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

神
戸
商
高
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
予
定
に
つ
い
て
で
す
が
、

三
月
中
旬
以
降
の
予

定
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
学
生
は
中
旬
以
降
か
な
り
減
少
す
る
と
い
う
予
測
で

す。
最
後
に
、
こ
の
四
日
間
に
感
動
的
な
こ
と
も
経
験
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
言
っ
て
も
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
す
。
岐
阜
県
か
ら
は
、

A
E
T
の
方
が
き
て
い

ま
し
た
。
ア
ン
グ
ス
さ
ん
と
い
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
で
す
が
、
上
宝
村
の
小
学
校
と

中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
岐
阜
県
教
組
の
ニ
ュ
ー
ス
見
て
年
休

を
取
っ
て
三
月
四
日
ま
で
一
週
間
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
商
高

の
A
E
T
の
人
と
も
さ
っ
そ
く
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
勉
強
熱
心
な
人
で
（
大

学
は
情
報
工
学
を
専
攻
し
て
い
た
そ
う
で
す
）
、
日
本
語
も
流
暢
で
し
た
が
、
風

呂
を
た
き
な
が
ら
ノ
ー
ト
を
読
ん
で
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
、
二
宮
金

次
郎
の
話
を
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
大
学
生
や
社
会
人
の
人
も
良
く
働
い
て
い
ま
し

た
。
朝
六
時
半
く
ら
い
か
ら
夜
は
八
時
過
ぎ
ま
で
ほ
と
ん
ど
休
む
こ
と
な
く
黙
々

と
働
い
て
い
ま
し
た
。
社
会
人
の
人
は

一
週
間
程
度
で
す
が
大
学
生
は
二
0
日
間

と
か

一
か
月
と
か
二
か
月
近
く
の
予
定
の
人
も
い
ま
し
た
。
風
呂
に
入
れ
る
の
は

一
週
間
に

一
l
二
回
で
す
ゥ
夜
遅
く
ま
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
に
、
朝
六

時
半
に
は
も
う
働
ら
い
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
東
京
と
関
西
の
人
が
多
い

の
で
す
が
、
札
幌
と
熊
本
の
人
も
い
ま
し
た
。

＿二
月
下
旬
に
ま
た
会
う
こ
と
が
で

き
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
帰
る
と
き
に

一
人
一
人
に
挨
拶
を
し
て
き
ま
し
た
。
ど

の
人
も
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

〈
京
都
府
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
〉

全
教
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
の
呼
び
か
け
に
よ
る
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

一
月
二
八

日
1
二
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
八
日
は
西
宮
、
神
戸
あ
わ
せ

て
ニ
ニ
ニ
名
、
二
九
日
に
は
神
戸
な
ど
に

一
四
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
府
高
か

（「
名
高
教
情
報
」
よ
り
）

全
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍

囲



ら
も
、
ま
だ
府
高
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
二
名
を
含
む
ニ

ー
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

二
九
日
（
日
）

ニ
八
日
（
土
）

ァ

）

0
t
 

の
活
動
の
概
要

■西
宮
市
役
所
と
尼
崎
の
全
教
・
日
高
教
対
策
本
部
に
集
合
し
、
西
宮
市
と
神
戸

市
の
救
援
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

．

■尼
崎
へ
の
救
援
隊
は
、
神
戸
市
立
高
校
八
校
の
避
難
所
お
よ
び
、
東
灘
区
役
所

か
ら
数
力
所
（
兵
庫
労
連
の
救
援
隊
と
合
流
）
に
支
援
に
入
り
ま
し
た
。

■と
く
に
、
泊
ま
り
込
み
隊
は
市
高
の
避
難
所
で
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
西
宮

へ
の
救
援
隊
は
各
避
難
所
へ
入
り
ま
し
た
。

■大
阪
か
ら
参
加
し
た
「
連
合
」
教
組
の
仲
間
は
「
自
分
の
組
合
の
幹
部
に
支
援

に
行
き
た
い
と
言
っ
た
が
、
断
ら
れ
た
の
で
友
人
を
訪
ね
て
参
加
し
た
。

一
緒
に

や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
発
言
。

■日
高
教
に
加
盟
し
て
い
な
い
福
井
や
横
浜
市
の
高
教
組
の
仲
間
も
参
加
。
滋
賀

県
か
ら
の
救
援
隊
に
は
多
数
の
未
組
合
員
や
「
連
合
」
教
組
の
仲
間
も
。

■物
資
の
片
付
け
、
食
事
の
配
給
補
助
な
ど
行
い
ま
し
た
。

の
活
動
の
概
要

■前
日
か
ら
の
泊
ま
り
込
み
の
人
は
午
後
六
時
ま
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

神
戸
市
立
高
校
へ
救
援
に
入
っ
た
方
に
対
し
て
神
戸
市
高
教
委
員
長
か
ら
お
礼

の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

全
教
陣
教
部
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

障
教
部
独
自
で
炊
き
出
し

●
京
都
か
ら
タ
マ
ネ
ギ
ー
ニ

0
0値
持
参
＾
庫
懲
a
／
公
9
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二
月
一
日
、
全
教
障
教
部
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
神
戸
市
立
盲
学
校
へ
支
援

に
い
っ
て
き
ま
し
た
。
市
盲
の
教
頭
が
校
長
室
で
私
た
ち
に
て
い
ね
い
に
対
応
し

て
く
だ
さ
り
、
避
難
し
て
い
る
市
民
の
状
況
や
要
求
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
特
に
食
事
に
つ
い
て
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

食
事
は
朝
が
パ
ン
で
、
昼
は
無
し
の
時
が
多
く
、
夜
は
冷
え
た
ご
飯
が
ほ
と
ん

ど
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
す
。

と
り
わ
け
、
温
か
い
食
べ
物
と
野
菜
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
野
菜
は
す
ぐ
に

食
べ
れ
る
物
や
保
存
の
き
く
根
菜
類
な
ど
ど
ん
な
も
の
で
も
喜
ば
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
避
難
所
に
よ
っ
て
は
、
食
事
や
救
援
物
資
の
配
給
に
差
が
あ
る
よ
う
な

の
で
、
救
援
物
資
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
現
地

か
ら
の
要
求
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
組
合
本
部
と
の
連
絡
を
密
に
と
る
こ
と
の
必

要
性
を
痛
感
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
参
加
は
現
地
で
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
対
応
す
る
係
り
の
方
も
多
忙
と
疲
労
の
た
め
、
臨
機
応
変
に
活
動
内
容
を
指

示
で
き
な
い
と
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

教
頭
先
生
の
「
こ
の
被
害
の
実
態
を
見
て
も
ら
い
救
援
の
輪
を
大
き
く
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
こ
こ
へ
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
言
葉
が
耳
に
焼
き
つ
い
て

ま
す
。二
月
四
ー
五
日
は
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
と
し
て

一―
―
1
0
名
が
参
加
し
、
炊
き
だ
し
と

班
編
成
に
よ
る
被
災
地
入
り
（
住
民
の
要
求
聞
き
取
り
）
を
中
心
に
活
動
予
定
で

す
。
京
都
か
ら
タ
マ
ネ
ギ

―
二
0
0
個
を
持
っ
て
行
き
ま
す
。

（
「
京
都
府
高
」
よ
り
）

電
車
が
武
庫
川
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
、
車
窓
に
飛
び
込
む
風
景
は
、
報
道
で

は
知
っ
て
い
た
が
、
神
戸
に
住
ん
で
い
た
僕
に
は
言
葉
も
な
い
く
ら
い
の
状
況
。

梅
田
駅
か
ら
普
通
な
ら

一
0
分
の
距
離
で
こ
う
も
様
子
が
変
わ
る
の
か
。

青
木
駅
を
降
り
る
と
そ
こ
か
ら
は
人
の
列
。
歩
き
始
め
て
す
ぐ
、
全
壊
し
た
住

宅
の
が
れ
き
の
上
に
水
と
花
が
添
え
て
あ
る
風
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
。
震
災
直

後
を
想
像
す
る
と
…
。
国
道
二
号
線
を
ひ
た
す
ら
西
へ
歩
き
続
け
る
。
通
行
規
制

を
し
て
い
る
か
ら
か
以
前
ほ
ど
車
の
渋
滞
は
な
い
。
道
の
両
側
は
、
ま
っ
た
く
原

型
を
残
さ
な
い
住
宅
、
傾
い
た
ビ
ル
。
撤
去
作
業
の
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

〈
和
歌
山
高
等
学
校
教
職
員
組
合
・
日
高
分
会
／
笠
野
哲
也
〉

す
ご
い
若
者
も
い
っ
ぱ
い
い
る

恒l
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現
実
は
極
め
て
一
部
。
復
興
の
つ
ち
音
な
ん
て
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
細
い
道
路
は

両
側
か
ら
の
崩
れ
た
家
屋
で
通
行
不
能
。
そ
ん
な
情
景
が
こ
こ
に
も
そ
こ
に
も
。

元
の
街
並
み
に
戻
る
の
は
い
つ
の
日
か
。

灘
区
に
入
る
。
学
生
時
代
の
風
景
が
お
ぼ
ろ
げ
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
大
学

か
ら
の
帰
り
道
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
は
つ
ぶ
れ
て
通
行
不
能
。
定
食
を
食
べ
に
い

っ

た
店
の
付
近

一
帯
は
焼
け
野
が
原
。
あ
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
は
ど
う
し
た
の

だ
ろ
う
…
。

一
時
間
三
0
分
く
ら
い
歩
い
て
昼
前
に
や
っ
と
西
瀦
小
学
校
に
到
着
。

避
難
所
は
整
然
と
は
し
て
い
る
が
、
み
ん
な
忙
し
そ
う
で
な
か
な
か
か
ま
っ
て

も
ら
え
な
い
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
来
た
け
れ
ど
…
」
不
安
が
よ
ぎ
る
。
し
か

し
、
不
安
は
す
ぐ
に
消
し
飛
ん
だ
。
―
二
時
か
ら
昼
食
を
配
布
す
る
の
に
人
手
が

い
る
の
だ
と
い
う
。
す
ぐ
に
飛
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
五
人
は
食
事
配
給
係

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
わ
か
っ
た
「
指
示
さ
れ
な
く
て
も
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
や
ろ
う
」

「
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
一
分
で
も
多
く
動
こ
う
」
そ
れ

が
ポ
ラ
｀
ノ
テ
ィ
ア
な
の
だ
と
。
食
事
の
配
給
は
難
し
い
と
い
う
。
全
員
に
わ
た
る

だ
け
の
数
の
な
い
も
の
は
配
給
で
き
な
い
。
「
平
等
」
が
原
則
だ
か
ら
。
こ
こ
に

は
二
0
0
0
名
近
く
の
人
が
い
る
と
い
う
。
以
前
自
衛
隊
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
炊

き
出
し
に
来
た
が
、
一
五
0
0
食
が
限
度
だ
と
言
う
の
で
泣
く
泣
く
断
っ
た
と
い

、つ
。こ
こ
で
は
温
か
い
ご
飯
に
は
ま
だ
あ
り
つ
け
な
い
。
朝
は

一
人
パ
ン

一
個
と
牛

乳
ま
た
は
ジ
ュ
ー
ス
と
み
か
ん
。
昼
食
も
同
様
の
も
の
に
缶
詰
が
付
く
程
度
。
タ

食
は
冷
た
く
な
っ
た
ご
飯
や
お
に
ぎ
り
に
缶
詰
、
そ
れ
に
炊
き
出
し
の
雑
炊
で
あ

る
。
炊
き
出
し
を
し
て
い
る
チ
ー
フ
は
、
自
ら
を
「
東
京
の
バ
カ
学
生
で
す
よ
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
自
転
車
で
や
っ
て
き
て
、
も
う

一
週
間
も
い
る
と
い
う
。
何

が

「バ
カ
学
生
」
な
も
の
か
。
こ
ん
な
若
者
も
い
る
。

食
事
を
配
り
終
え
る
と
次
の
物
資
が
ト
ラ
ッ
ク
で
や
っ
て
く
る
。
パ
ン
だ
け
で

も
1
回
に
パ
ン
や
さ
ん
の
ケ
ー
ス
三
0
0
ケ
ー
ス
く
ら
い
や

っ
て
く
る
c

そ
れ
を

降
ろ
し
て
賞
味
期
限
ご
と
に
仕
分
け
を
し
て
い
く
。
そ
ん
な
作
業
が
何
回
か
続
く
。

こ
こ
は
国
道
二
号
線
の
す
ぐ
近
く
で
避
難
所
と
し
て
も
大
き
い
の
で
物
資
は
た

く
さ
ん
入
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
小
さ
い
避
難
所
や
壊
れ
か
け
た
住
宅
で
住
ん
で

い
る
人
は
食
事
に
も
困
っ
て
い
る
と
い
う
。
小
学
生
く
ら
い
の
子
が
何
キ
ロ
も
歩

い
て
食
事
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
話
を
聞
く
と
同
じ
年
頃
の
子
を
持

つ
親
と
し
て
涙
が
出
そ
う
に
な
る
。

青
空
市
を
始
め
る
と
い
う
。
倉
庫
か
ら
救
援
物
資
の
衣
料
品
の
段
ポ
ー
ル
を
運

び
、
仕
分
け
を
し
て
並
べ
る
。
三
0
キ
ロ
の
原
発
バ
ザ
ー
で
手
慣
れ
た
も
の
だ
。

救
援
物
資
の
箱
の
中
に
は
余
り
に
も
失
礼
な
物
も
あ
る
。
「
不
用
品
の
捨
て
場
じ
ゃ

な
い
ぞ
！
」
と
言
い
た
く
な
る
。

5
時
か
ら
は
ま
た
夕
食
の
配
給
。

ひ
と
ご
こ
ち
つ
い
て
、
雑
炊
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
僕
も
朝
か
ら
温
か
い
物

は
始
め
て
口
に
す
る
。
腹
の
中
に
し
み
わ
た
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
ま
ず
各
係
か
ら
今
日
の
反
省
と
明
日
の
予
定
を
報
告
す

る
。
次
は
各
班
長
か
ら
要
望
を
聞
く
。

極
限
状
況
の
中
、
無
茶
な
意
見
、
要
望
も
で
る
。
そ
れ
を
総
括
す
る
人
は
穏
や

か
な
表
情
で
上
手
に
ま
と
め
て
い
く
。
こ
の
人
は
こ
の
学
校
の
先
生
だ
と
い
う
。

西
宮
、
神
戸
市
内
の
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
学
校
の
教
職
員
は
大
変
だ
。
自
分
の

家
も
被
害
に
あ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
に
、
学
校
で
避
難
し
て
い
る
人
や
子
供
の
世
話

を
し
、
ま
と
め
て
い
る
。
身
体
を
こ
わ
さ
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
案
ず
る
。

た
っ
た

一
泊
二
日
で
あ
っ
た
が
、
見
た
こ
と
、
動
い
た
こ
と
、
出
会
っ
た
人
か

ら
学
ん
だ
こ
と
は
沢
山
あ
っ
た
。

帰
り
の
電
車
の
中
か
ら
今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
で
て
き
た
。
今
年
は
戦

後
五
0
年
だ
と
い
う
。
五
0
年
前
、
日
本
全
国
が
神
戸
の
よ
う
な
状
況
で
救
援
物

資
も
な
く
、
も
っ
と
も

っ
と
悲
惨
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
実

感
し
た
。
学
校
が
避
難
所
に
な
る
中
で
頑
張
る
教
職
員
の
仲
間
と
働
い

で
、
地
域

の
中
で
学
校
や
教
臓
員
の
果
た
す
役
割
は
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も
。

「
今
の
子
は
」
と
よ
く
言
う
が
す
ご
い
若
者
が
い
っ
ぱ
い
い
る
こ
と
も
。
そ
し
て
今

日
も
食
事
の
時
間
に
な
る
と
、
「
神
戸
で
は
ま
だ
避
難
所
の
生
活
が
続
い
て
い
る

ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
も
。

「
が
ん
ば
れ
神
戸
。
が
ん
ば
ろ
う
神
戸
。
」
そ
ん
な

思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

（
「和
高
教
」
よ
り
）
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教
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
か
ら

〈
神
戸
市
立
摩
耶
兵
庫
高
等
学
校
分
会
〉

一
九
九
五
年
一
月

一
七
日
午
前
五
時
四
六
分
、
突
然
お
そ
っ
た
大
震
災
。
家
族

の
安
否
を
き
づ
か
い
、
臓
場
の
仲
間
の
安
否
を
き
づ
か
い
、
生
徒
の
安
否
を
き
づ

か
い
電
話
を
し
ま
わ
る
。
生
徒

一
人
の
命
を
奪
い
、
四
二
人
の
生
徒
の
家
を
全
壊

ざ
せ
、

二
二
人
の
生
徒
の
家
を
半
壊
さ
せ
た
。
我
々
教
員
の
仲
間
も
、
我
が
家
を

‘全
壊
さ
せ
ら
れ
た
者
二
人
、
半
壊
さ
せ
ら
れ
た
者
一二
人
、
一
部
損
壊
さ
せ
ら
れ
た

者
一
四
人
、
被
害
の
な
い
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

学
校
は
そ
の
日
か
ら
臨
時
休
校
、
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。

家
を
な
く
し
、
余
震
に
裔
え
る
三
0

0
人
を
越
え
る
住
民
が
宿
泊
し
た
。
交
通
手

段
が
遮
断
さ
れ
た
中
、
教
員
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、
単
車
、
自
動
車
で
何
時
間
も

か
か
り
な
が
ら
学
校
へ
通
勤
し
た
。
お
に
ぎ
り
、
パ
ン
運
び
、
分
け
、
川
か
ら
の

水
を
く
み
あ
げ
、
ゴ
ミ
の
処
理
を
し
た
。
交
代
で
泊
ま
り
込
み
の
勤
務
を
し
た
。

生
徒
の
安
否
を
き
づ
か
い
家
庭
訪
問
、
避
難
所
訪
問
が
続
い
た
。
何
時
に
な
っ
た

スケッチ •神戸市立須磨高校 2年

ら
学
校
が
再
開
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
再
開
の
準
備
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
気

遣
い
な
が
ら
、
教
員
は
献
身
的
に
避
難
者
に
奉
仕
し
た
。

避
難
者
も
疲
れ
、
教
員
も
疲
れ
風
邪
が
蔓
延
し
始
め
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
来

て
く
だ
さ
っ
た
の
が
福
井
の
松
原
病
院
の
皆
さ
ま
で
す
。
摩
耶
兵
庫
へ
紹
介
く
だ

さ
っ
た
藤
見
先
生
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
四
時
間
待
機
、
我
々

の
心
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
・
松
江
か
ら
応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
自
治

労
青
年
部
の
皆
さ
ま
、
全
国
か
ら
応
援
い
た
だ
い
た
全
教
・
日
高
教
・
私
教
の
皆

さ
ま
、
奈
良
女
子
大
の
皆
さ
ま
、
あ
っ
た
か
風
呂
の
皆
さ
ま
、
炊
き
出
し
を
し
て

い
た
だ
い
た
レ
ッ
ド
ウ
イ
ズ
の
皆
さ
ま
、
吉
兆
の
山
本
さ
ま
、
九
大
病
院
の
皆
さ

ま
、
共
同
作
業
所
の
今
井
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
摩
耶
兵

庫
の
教
職
員
学
校
再
開
の
た
め
、
校
務
に
つ
け
る
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

こ
。t
 
心
温
ま
る
援
助
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
三
四
一
人
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を
お
か
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
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固 全国からの応援・激励
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3、西出町公■近くの集会惰
遭●していた老人に鯛拿れて、涜濯鶴、フライバン、ガスレンジ｀ 灯櫨(lj̀ ファ ンヒー
ターを順り出した．
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固 全国からの応援・激励

氏名 所属 来校日 ・川II：：1
------------------------------------------------------------------------
．， 

和歌山しR(？)医療釦1団 I. 21 田辺僭也 願井寺 I：榮高校（大阪） 2,07~ 
？ 医療積讀lガ（整仔治療関係） 1. 22 岩井iE李 顧井寺エ榮高校 （大阪） 2.07~ 
片木 兵庫医療生活協同組合 ・神戸診需所 I. 23 樗渭伸彦 藤9t寺L緊高校（大阪） 2.07-
？ 8/i.医療計護L•IJ I. 23 出羽ヽ If吉 田辺東椰小学校（和歌山） 2.01-
？ OIII市医需看穫1i11 I, 21 長坂＂夫 ＂閥県高敦組 2.07~8 
宮鰈明志 福井松原病院医療団 1.25~ 出口進平 門真教職組合（大教組l 2.08~ 
吉田民一 襦J卜松原病院医療団 1. 2 5 ~ 森稔賽 績閲1"教●員組合 2.08~ 
高村保彦 濯井松原病院医療l:ll 1,25~ 吉田信夫 大阪府立属教組 （大教組） 2,08~ 
近藤和成 柑井松原病院医療団 l. 2 5 ~ 石川里雙 大阪府立裏教組（大教組） 2,08~ 
田中鍼 福井松原病院医療団 1.25- 丹買光一 大阪府立高教組（大教組） 2,08~ 
松原六郎 福井松原病院 1.25-29 松 F孝徳 大阪府岸和田教組 （大教組） 2,08~ 
買陽清 医暉 I. 27 山小愉子 和歌山県高教組 2,08~ 
関 iE江 福井松娠病院医療団 1.27-30 伊藤彰彦 ＂閾県 立吉原工秦高校 2,08~ 
•l11J1 言代史 福井松原病院医需団 I. 27-30 伊轟和泉 静閾県立富上東高校 Z.08~ 
？ 松江市職 I. 28 川上誠 大阪市征 2,08~ 
濯田正尚 大教組（八尾） I, 28-29 9F沢ー公 大阪市従 2,08-
保田隆也 大敦糾（堺） I, 28~29 松永誠司 大阪,1;徒 2,08~ 
濃辺武志 自治労9年帯 I, 28 ~30 西田幸司 大阪市徒 2,08~ 2,28~ 3, 15~ 
松山糧彦 自治労胄年忠 I. 28~ 30 林 純 JL州大学医学部付属納院 2,08~ 10 
iI村俊彦 自治労＂年邸 I. 28~ 30 平川稚賣 JL州大学医字部付属病院 2,08~10 
石川和輿 自治労冑年闇 I, 28~30 丙岡保 九州大学医竿郎付属病院 2.08~10 
出辺籍高 自治労胄年昂 I, 28~ 30 3, 12~ 馬場英子 几州大字医字部付属耐院 2,08~ 10 16~ 18 
古田真沙f 濯井松原病院医療団 1,29~2./2 胄田艘一 高教組（りIII支廓 • 福崎高校） 2,09 
天谷敦了・ 福井松尻病院医療団 1,29~2, I 丙村彰範 畠教組（中濯支椰 • 福崎高校） 2,09 
上9f絃美 福井松原病院医療団 1,29~2.2 中條秀一 大阪府裏教組 2.09-
濃辺 一 福井松原綱院医療団 I, 29~30 嵩倉博幸 大阪府かどま教組 2,09~ 
岩本敏浩 裏教組（豊鯛実秦高校） I, 30 2.~ 柴田忍 鳩裏教三鱒裏分会 2.10-
IIl巾久輿 属教組（豊閾実果瓢校） I, 30 2, 1 小渭彰一 長99裏教組木讐裏校分会 2,10~ 
顧見霧彦 顧見医院 1,30~2,3 鴫本寧之 自治労大阪市胄年昂 2.10~ 
宮原輝彦 大阪1i従胄年111 I. 30-31 東陽一 自治労大阪市冑年部 2.10-
樫本浩．：： 大阪市徒胄年部 1.30-31 松永幸男 自治労大阪市胄年部 2, 10-
中嶋広企 大阪市従胄年廓 1,30-31 角哲郎 全教滋買 2.10~ 
吉岡利昌 大阪iJj往＂年邸 1,30~31 古i9仁志 自治労大阪市胄年邸 2. 10~ 3.15~ 
内久保芳彦 自治労大阪市●胄年111! 1.30~31 2.22~ 西木輝正 自治労大阪府本部胄年部 2, 10~ 3,3-
宮本餞司 大阪市職冑年祁 l, 3 1 ~ 2. I 岡田罵 九州大字医字部付属病院 2, 10~ 12 
顧田浩一 大阪市●胄年邸 1.31-2.1 平川良宏 九州大学医学椰付属病院 2, 10~ 12 
柿原iE秀 大阪市●胄年郭 1.31~2. l 浦川伸治 九州大学医学部付属病院 2, 10~ 12 
吉崎英一郎 大阪IIj●ff年闇 1,31 -2.1 濃邊弘子 九州大学医学部付属病院 2, 10~ 12 20~22 
大 F正芳 大叛市●冑年部 1,31~2,I 2,2~3 2,4~ 三浦弘恵 九州大学医字部付属病院 2, 10~ 12 20~22 
舟田正志 高教組（長9f県） 1.31-2.2 外山饗三 大阪府裏教組 2,11~ 
松 F浩 ：： 大教組（泉北） 2,01~2 罵川忠 大阪府裏教組 2,11~ 
川口讀志 大阪市従胄年椰 2.01~2 小豆島正輿 大阪府裏敦組 2. 11~ 
吉本寺生 大阪市従冑年部 2,01~2 野田秀夫 大阪府裏教組 2.11-
藤田字 大阪ili従冑年廓 2,01~2 顧田耕治 大阪府裏教組 2. II -
吉村茂雄 大阪市役冑年郭 2.01-2 2,26~ 野口かお里 滋＂裏教組 2、11 ~ 
＂嶋淳 大阪市征胄年部 2,01-2 2,6 3,3~ 三木和幸 和歌山高教組 2, II~ 
閏羹ミッ子 福井松原病院医療団 2,01~3 山9F 彰 大阪巾立泉尾工槃嘉校 2, II- 2, 18 
金井隆乎 大阪市●冑年昂 2.02~3 川J~Bllll朗 大阪市立泉尾エ秦高校 2, 11~ 2.18 
六條fll裕 大阪ni●胄年郭 2.02-3 木原和f 大阪市立東尾工秦裏校 2, II~ 2,18 
”坂猛夫 大阪市•"年部 2. 0 2 ~ 3 1 4 ~ 1 6 小燿永f• 奈良女子大字・教百方法学教室 2, II~ 2, 19 
吉田駄 :.: 大東市●胄年饗 2.03-4 二J卜千香了・ 奈良女子大字 ・教育方法学教室 2.11-2,19 
鳩＂密志 大阪,ti従冑年郎 2,03-{ 丙Ill糧雙 奈良女子大学・教育方法学教室 2,11~ 2,19 2,28~ 4,1 
鋼田史久 大阪市●＂ 年邸 2, 03~ 4 荒垣美穂子 奈良女子大字 ・教育方法〒教室 2,11~ 2.23~24 
前1B亭円 大阪,11貸胄年部 2,03-4 2,28- 前田和実 奈良女子大字・教育方法字教室 2.11~ 2,23~24 
褐鳥康裕 大阪市往冑年昂 2,03~8 2,8~ 田中徳子 奈良女子大字・教育方法学教室 2,11~ 2,28~ 
’"R昌弘 大阪市●胄年廓 2.0◄-2, 6 谷村藉彦 レッドウイズ 2. 12 
疋田一弘 大阪市●胄年部 2.04~2,6 北9F太陽 レッドウイズ 2.12 
尾家清一 大阪Iij●胄年部 2.04~2.6 井1平一雄 レッドウイズ 2, 12 
巾頃彰 高教組（長野県） 2,04~5 北＂与志 tI レッドウイズ 2.12 
北林清光 高教組（長野県） 2,04~5 谷村千員 レッドウイズ 2. 12 
三浦正二実 高教組 （長,1~ ) 2,04~5 濱i!!i笑肩l レッドウイズ 2, 12 
原田罵 県敦組（和歌山） 2,04~5 濱丙百合子 レッドウイズ 2.12 
閾林豆志郎 高教組（高知県） 2.0◄ ~5 金地真一 レッドウイズ 2.12 
倉II悼雄 高教糾（高知県） 2,04~5 金埴雙紀代 レッドウイズ 2, 12 
山 F弘寺 九州大学医字部付属病院 2,04-6 金培洋一 レッドウイズ 2, 12 
吉川學 九州大学医字昂付属病院 2,0◄ ~6 中川治 レッドウイズ 2. 12 
前田義f, 1U州大学医学昂付属病院 2. 04-6 野鳥香貴 レッドウイズ 2.12 
浜崎 刃`J 九州大字医字部付属病院 2,0◄ - 6 J ジョニー レッドウイズ 2, 12 
中尾雷太 九州大字医学部付属病院 2,04~6 北野克史 レッドウイズ 2, 12 
井上登笑f )L州大学医学郭付属病院 2. 04 ~ 6 22 ~ 24 松岡潰雄 レッドウイズ 2.12 
員弓患臭子 九州大学医学II¥!付属病院 2,04~6 22~24 安室奈干江 福崎瓢校 2.12~ 
”木瓢之 高教組（京墨府・久臭浜高校） 2,05~6 吉田正稔 摂渾市職員 2,12~ 
西光正'" 大教組（南河内） 2,05~6 吉田敏浩 摂津市●員 2,12~ 
中＂圭朗 高教組（大阪府） 2,05~6 円井利昭 摂漕市●員 2.12~ 
須佐宏 高教組 （和歌山） 2,05~6 洒井活徳 几州大字医字聞付属病院 2.12~ 14 
田中活介 高教ul（和歌山） 2,05-6 末安正典 九州大学医学郎付属病院 2. 12~ I( 
由井哲司 和歌山教組 ・日置ヽ lヽ字校分会 2.06 西木戸 勉 九州大学医学聾付属網院 2, 12~ 14 
渋il密司 大阪,1;従＂年闇 2.06 佐麟千恵子 几州大学医学昂付属網院 2,12~14 18~20 
長野瓢之 大阪市従胄If.郎 2,06- 石構a子 几州大学医学圏付属病院 2. 12-1• 18-20 
Jt-t友弘 大阪9"貸9年郭 2,06~ 河野秀樹 長＂高教組（野沢北瓢校） 2,14-
大川ff- 大阪市従＂年部 2,06~ 松林直 九州大学医字椰付属病院 2, 1 4 ~ 1 6 
山本n吾 棟・京都吉兆 2,06~ 二神幸次郎 九州大学医学郭付属病院 2, 14~ 16 
山本高正 和歌山教組（南紀•II字校） 2,06~ 上村竃二 九州大学医字郭付属病院 2, 14~ 16 
,fi川晃治郎 JL州大学医字昂付属病院 2,06~8 坂井靖 大阪狭山市職 2,14~2,16 
牧野和閂 九州大学医学郁付属病院→ 2. oo ~ 8 古頃，，可 大阪狭山市● 2.14~2, 16 
斉願弘剛 }L州大字医字廓付属病院 2.06-8 丙戸浩9司 相原市職員 2, 14-2, 16 
千葉俊彦 長'f県伊那北嘉校 2,06~8 竪木康弘 相原iii●員 2,14-2,16 
羽江彰了・ JL州大竿医字部付属病院 2,06~8 H~ 16 河丙享 長野高教組 2, 15-
三池侵起 f )L州大字医字昂付属病院 2,06~8 14~ 16 

匝l



氏名 所属 来ItH• HIII:n ---・ -------・--------------..... -... -------・ 
北H久紐 自治・)j);;,阪 Ii霞 （都島区役所支部） .l. 1 6ヽ

麻lg信一
武[llr6文 自治労大阪Ili職 （都isu．役所支部） 2, IGヘ

J~高牧本部 2. 21ヽ

大llf史PJI 自治労大阪I.li疇（都烏IK役所支部） 2, 16~ 
大谷雅志 la玉開立自字Ill 2.21-

竹"'南1t哉 自治’J1大阪Ii虞 （郡8ピ役所支部） 2.16- 新｝~~lff/1 墳王tR立行IU費護学Ill 2. 24~ 

池m政人 自治労大阪,ti霞（都凡区役所支部） 2.16~ 
金谷キリi ia玉！n立Ifll1賛穫学校 2. 21-

畑晃子 自治労大阪市職 （都，I,¥区役所支部） 2.16-
宮戸只一郎 ぼ玉県立盲学校 2,2•1~ 

む罵 ノ史香 自治労大阪iii職 （都島115.役所支部） 2.16-
村191 - 自治労l'f年部 2. 21-

泉谷しのぶ 自治労大阪,ti霞（都，"区役所支部） i. lG~ 
上IIIR紀 自治労胄年部 2. 2 1 ~ 

中9F岬 自治労大阪fj覆 （都＾区役所支部） 2, IG~ 
竹 F~lit. 自治労胄年部 2, 24~ 

石濾由紀・夫 連合神な川 2. 16-
斯谷弘樹 自治労n年郡 2,l4~ 

深沢一夫 連合神依JII 2.16~ 
小川和英 溢島惧立高敦糾（臼i•J 女(•高校） 2. 2 4 ~ 2 5 

須1B;l'I也 連合神奈川 2, 16~ 
斉飩穀 沿島県立高敦組 （白や1女T・高校） 2, 24 ~ 26 

荒木裕美 連合神奈川 2.16~ 
Ill尾忍 香川只敦糾 2. 25-

鈴木正思 連合神奈川 2, 16~ 
大野孝之 香川只教糾 2, 25-

小林9I1夫 連合神奈川 2.16~ 
渭田人志 香川iR敦絹 2, l5~ 

壼田奈漬 f• 連合神奈川 2, 16~ 人倉健米 香川県教組 2. 25-

斉願呑{F．子 連合神奈川 2, 16~ Hallhew Lye 香川只教組 2. 25~ 

秤林幸一郎 連合神奈川 2, 16~ If"8基 香川原教組 2. 2 5 ~ 

小瀬良i鼻午 連合”糸川 Z.16- 谷本守 香川！R教組丸亀賃護学校分会 2.25- 3.2U-4,3 

図浩"/J 大牧組 （羽曳9Fili立高鸞南'"字校） 2, 16~ 辻 纂生 大阪府三凡郡島木璽f職R 2.26-

長岡雑僭 自治労大阪Ili● （都島区役所支部） 2,16~ 2,22- 岡本和久 大阪府三島郡昂本町•員 2. 26~ 

小林渭賣 自治労大阪9"霞 （都島区役所支部） 2,16~ 2.22~ 田中雄一郎 大阪府三凡郡凡本町•n 2,26-

長外実 大教糾 （羽曳,f市立高鸞隋中字校） 2, 16-17 岡田 ” 大阪市職胄年部 2, 26-

上村h1aa ）し州大字医字部付属病院 2, 16~ 18 小松 健 京都立北賛讀字校 2. 27~ 

も藤英樹 九州大字医字闇付属病院 2. IG~ 18 内田順r 京都府立鴨祈高校 2,27- 3.11-

秋苫開國 )L州大字医字部付属病院 2, 16-18 池田 充 大阪市徒胄年部 2. 28-

鳥J~靖文 自治労枚方 2. 16-18 交9F 侵 大阪I"従胄年部 2. 28~ 

山下祐太郎 自治労枚方 2. 16へ 18 Il’}t笑俣 奈良女了大字 ・敦百方法字敦室 2, 28~ 

上井利R 大阪,Ii従 2, 16-18 北村宅f )L州大字医字蔀付属病院 2. 8~ 1 0 6~ 1 8 

倉内伸之 大阪Il1従 2, 16~ 18 奥平武志 阪南市●胄年祁 2,02-3 

i9村信二 大阪,1;従 2. 16~ 18 2.28~ 
閾本清志 大阪市立新東淀中字校 3.01-

苔沼隆宏 冴玉高教 （越 ，，谷高校） 2,16~20 森田健嗣 大阪YHCA国際専門字校高等諫Ig 3,01~ 

h;I息寛HJ) 京都府天田郡：：：fll町職 2,16-22 ＂山珂奈 大賽919F女子校 3,01-

神 穀 全教（繰駕区立旭Ii中字校） 2. 17~ 19 日谷仁昭 北区立赤羽中字校 3,03-

宮越弘(・ 令穀 （都立北賛糧字校） 2, 17~ 20 添郷辰弘 自治労大阪 3.03-

井上宣、＇& 大阪市立泉尼工榮高1交 2. 18 上山仁百J 自治労大阪 3.03-

顧図霧雄 大阪,f;立泉尾［榮高校 2. 18 松本且弘 自治労大阪 3.03~ 

大石nl.. 大阪市立泉尾:r.秦高校 2. 1 8 
松井孝司 大阪市疇l'I'年部 3, 06~9 

友田紀r- 大阪市立泉尾..(榮高12 2. 18 富田敏明 大阪市職胄年部 3. 06~9 

木村悦子 大阪iii立束尾 r＿寮高校 2. 18 黒木茂 大阪市●胄年部 3, 06-9 

村上雅子 大阪市立泉尾Jこ秦高校 2, 18 永井和宏 高濃，1j職胄年部 3. 06-9 

中森てるよ 大阪市立市岡轟槃高校 2. 18 小山tt- 長野高教組 3.08~ 

六辻丈夫 大阪d；立泉尾r．秦高校 2. 18 田9999身 長＂高散組 3會08-

字野利彦 自治労冑年部 2, 18~ 州Ill弘7・ 長野高教糾 3.08~ 

阪田海彦 自治労冑年郎 2.18~ 奥,1展久 大阪府清河内郡太子町璽貝 3.09~12 

新田浩二 自治労胄年邪 2, 18- 木田悟朗 大阪府南河内郎太了•町●貝 3. 0 9 ~ 1 2 

黒"'洋匡 自治'J39年郎 2.18~ 杉内欝広 大阪府市沼内郡太子町•n 3.09-12 

森 仕 自治労＂年部 2.18~ 
小閉展裕 大阪府南河内郡太子町•n 3.09-12 

人見甘樹 自治労胄年部 2.18-
古川立生 都教糾 ・世田谷 3.10~ 

大丙将之 自治労胄年部 2.18~ 2.24~ 
古川鍵 都教組 ・世田谷 3, JO~ 

樋谷綱規 自治労胄Jjo部 2, 18~ 3,21~ 山＊大 瓢教組 ・世田谷 3, 10~ 

鈴木ポ矢 自治労大阪字霞労 2. lll~ 3,27~ iI F靖 f 京都鴨祈高校 3.11-

小池博上 都牧LLL Z.18~ 19 
藝井裕久 大阪市疇＂年隔 3.12-

細谷n日I 郡教組 2.18~ IU 
9tLnII憲 大阪市職＂年部 3.12-

籍井正史 滋R高敦絹（瀾l_f]J：果高校） 2, 18~ 19 疋槽 田 進 大阪Iド●胃年ffll 3, 12~ 

川口IUl-{• 大阪Wfll山敦組 2, 18-19 生 罵 福井高敦組 3. 13~ 11 

竹中賢治 九州大字医学部付属病院 2. 18~ 20 
内部寮啓 濯井高敦組 3.13-11 

顧 ド 修 )L州大字医字部付属病院 2. 18-20 
田中渭宰 自治労大阪ili冑年部 3.15-

山 F翌夫 ）し州大字医字部付属糾院 2.18-20 松本康秀 自治労大阪~i冑年祁 3, 15~ 

脇坂与志 F 奈良女1-大学・教育方法学教室 Z.19 9fロ一郎 長崎高敦糾 3.18~ 

若杉亜香根 奈良女チ大字 ・教育方法字教至 2. 19 
古市哲朗 自治労大阪11.il!f年部 3.18-

高安 幅 秋田高教組 （雄物川高校） 2.19-2.21 久保本学 自治労大阪市冑年部 3.18~ 

大ilJT-- 自治労＂年部 2. 20~ 
民野裕行 自治労大阪市冑年部 3.18~ 

井上博難 九州大字ほ字部付属紺院 2. 20-22 
角野康彦 自治労大阪市冑年部 3.18~ 

小林光患 ）し州大字医字部付属紺院 2.20-22 東 太滋 目治労大阪府職 3.21-

岡部宰生 九州大字医学部付属病院 2. 20 ~ 22 伊藤正明 自治労大阪府職 3.21-

惚[II 作 自治労大阪IIi職 （昴島区役所支部） 2. 22- 五十嵐徴 敦R子息 3.25-

米田りrr・ 自治労大阪市職（都a区役所支部） 2.22~ 山崎隆史 敦AT・息 3.25-

荒谷美ギ 自治労大阪ni職（墨島区役所支部） 2. 22~ 
島西隆志 墳玉県敦●員組合 3, 26 

上阪祁T・ 自治労大阪It5職（都島区役所支郡） 2. 22~ 
本田陽一 京都市教職員組合 3, 26-

禎村魯＇郷 自治労大阪市霞 （都島区役所支部） 2, 22~ 
湯口博文 目治労大阪字●労 3. 27~ 

小洒"lif. 自治労大阪市職 （都凡区投所支部） 2. 22~ 船越洛之 自治労大阪字●労 3. 27-

大吉浩 自治労大阪11.j霞 （都島区役所支部） 2.22~ 和田茂 図山高教紐児島第一高分会 3. 29~3. 30 
芝野広治 自治労大阪市職 （都島区役所支部） 2, 22~ 和田知恵子 岡山高敦組高松農秦高分会 3. 29~ 3. 30 

松内はギ 自治労大阪fli職 （都昂区役所支部） 2.22~ 谷本耕 香川R敦組丸亀養糧字校分会 3. 29~ 4. /3 
浅田英 ； 自治労大阪市職（都“区役所支部） 2,22~ 井上節子 都敦組南多摩支部平山中分会 4.0t~ 

伊藤亮治 自治労大阪ili職（都凡区役所支部） 2, 22~ 
惰尾裕一 自治労大阪t"霞 （都凡区役所支部） 2, 22~ 
iJ:}卜 作 自治労大阪,ti職 （都島区役所支部） 2.22-
木原鍼司 自治労大阪ili職（都島区役所支部） 2,22~ 
貴嶋乙文 枚方,1,労違＂年部 2, 22~ 
永J日和宏 高槻,11職•}＂9年部 2. 22-
9F田哲也 阪市91i朧＂年部 •L. 2 2 ~ 
布顧秀樹 阪市9fi職＂ 年部 2. 22-
尾山純一 ）し州大字医字祁付属射院 2.22-21 
籐原成史 )L州大字医字部付属紺院 2. 22~ 2・1 
松“償幸 )L州大学医字部付属病院 2. 22~21 
西村寓•J:{・ 奈良女(•大字・ 教＂方法字教室 2. 23 ~ 21 1, I ~ 
東託宏吏 余尺女f大字・教阿ガ法字教至 2. 23-24 4, I~ 
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③全国からの応援・激励
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難燻雑騒扇鈴翻詮
（
 
報告集 ヽ

ノ

....................................................................................................... 

；と き・ 1995年3月29B 14: 00~ ' 

； 場 所 ： 尼崎市中小企稟センタ ー ； 
： 呼びかけ団体： 尼崎市内高校生徒会交決会 ： 
； 参 加： 1 7高校 50名 ： 
.................................................................................................. ; 

庇み

交這金の仲閾

温直響'4'i9―-•• 1 99●9 9一，＇ 
恨災轟校生をUます集い実行委員会

X. 

|i! 

心校生を0ます訂」へ
「纂い
の参ヵ0の=

J実行委員会ft表
訴ぇ

這 m、、
知学校のら 5ヶ月ヵ『f
とー 復IBが始まこち....”く つてし

・和地では
｀讚害が ・

て分かつてきましfー予惣1社
ぼす．

：の人達がさ””喜未f.::.（こ（こ芯であることが

り
．綸雨の

、 社•叩
這の中 しを強9,'られ 校舎の＂ら””ヵ{”む（ 一

続＜中で 懸＜な
｀纏し ・倒壌を免れ 卜さぇ立たず ゞつれ
っrこり ています

とb]のようご訂‘配です．しています．．：禦倒樫たご］績編b寄
が ・濠災竃校生こb‘らこそ

、落ち着,•. ；舌基肇が

．震災復興（こ を励ま ．9A達高校生
｀茜できな9

知 r.::.

す． 1:I:会の関：最も大切な ｀ （生徒会）
＇状；兄が

震拉知か
を向け級（プ；と fこと考え ｀を訴｀

震災の ら＂
せる上・ てい” べ続けるこ

m.路が 活動（こ耽、 ても重妻なー・又．その—
し＇う思い b‘ら残る中で頑惚っ J絹んできf ....とと考え ....と

交淀会」で ・去る 3月2 ている筍≪＇こ全国の高校
ていま

現在準篇を ・今年の夏（こ 9日(m、れr心四 珀結会が

います 進めて， 「＊災高校生 .::.r” 
（生い） 力を合わせて

を濠励でき f
・ り． パI~ を励ま 大震災敦遷 こらと

全図各学校 し・全図の多＜す集い」を計画：氣裏校
（こ1寺ち寄り・地熾て の高m、 ること

生徒会

活動して ら参加 となり
と考えてお；遍災地の さfここ
紐 ． Jます．

＂を知り とを夏の の申込b’きて・

お1oorm」の会場の •お互いの活動「:::?生を励ま
の知l;t焼I
A1迂
の遅鍵者が

下見（こ'―

学校を案内しプ野厩と f• おられ こところ r.::.9、
行きましf ｀励まし”い」

しfこ炎が
く て＜f: ` つてし` て ・不便な生活をさ6学校？体育鯰（こ

学校（ しさ9、まし ．；貴れfこピJし てあ
道つてきfr.::.＂先生かの 解体 られま

は”
年後の

と．這：：：を＂見て こ地翫絵 ら(j震災‘
”知続いし1-

てし
.::..＊校

っfこ榛子
.1::b, （会） 下さい の麹子をお聞き当日学校の周辺＇まし fこ．

讀災裏校生 ｀ 
｀た；とそして． 「菓9， しました．是非を焼きっ

し又、 「集し？力（こなっ騎？？｀告さ五？～心；《讀m地てi？汀
・タ方か

」では ミ fこさるよ｀ のて
． つにお願い

・ • 島災 →字（こ教環（こ

うこと ら1J ‘ユージカJしな します．の榛子をこ遵鱗頂：ち

るよ｀
を計画し←しr"活動」と との秦し9つにこ協力下さ‘:/•是19り知」｀文化行事も計繭し

つに訴ぇ ‘”下さ の交泣を分触会（ーています”・ つて．竃轄m、 汲Jれ
r集い て行
Jとな

::  .忠士（
宏
呻生青合
（ ヽ知 M枷

） 

全図の支践（こ支え Z幻
られながら

•生

匝］



固全国からの応援・激励

生徒会役員蓄さんへ

『翫神大震災・讐災裏校生を励ます集い』 の宴内

大建を重わせ、また多くの人々の心も重わせたあの大震災から半年が経過
しようとしています．
この半年の間に神戸を中心とする阪神・演麗蜻区は全国からの織々な形での
置かい鰻助や、ポランティアの人達の饂力を得て『復18』から『復興』へと

斬しい一歩を●み出しました．
●かに神戸の鮨は少しずつ以訴の慶を取り戻しつつあります．
しかし、今もなお遭麟所での生活を送る人々や、飯設校舎での不自由な授婁
を行っている学校もあるのです．
この半年という峙間は、績災し、心に深い傷を負った人々を●すのに十分な
時間と言えるのでしょうか？

そんな震災の爪瓢が残る中で頑量っている襖災趣の裏校生達（生徒会）を
同じ裏校生として童励できたら、と言う思いを込め、私達『阪神大震災彙擾全国
轟校生生徒会交資会』は7月30Bに『箪災●校生を励ます集い』を、蔓災地神戸
で行う事を予定しています
貴校生菱会役員のみなさんがこの主旨に賛同していただき、 また、参加して
いただく事を●い、この魔案内状を送らせていただきました．

ご協力の程、どうぞよろしくお●いします

(4) 神戸の葺合高校を訪ねて や表援金が届き

神戸の高校の生徒会
との連絡がつかなし

ヽのに、救援物資
、生徒会の横の連

マ 神戸地域の場合 、元々

出して私連は大いにう
ろたえた ．
とと、深刻な被害の為に学校・

生徒会活動再開のメ
＂責災冨校生を動ます集い」実行委貫会
世話人 裏鶴忠士(E‘̀2E●IIH量合員）絡が一切ないというこ ていることが分かってきた．

ドが立たない状況となっ 立葺合高校生徒会との連絡がつき、
2/18(i) 

中央区にある神戸市 て交流した．

加集宏（長91i践狐19t1さI)

幸い、
9名の役員が訪問し

尼崎の交流会より 今なお、学校
に避難者が満ちあふれて ．．

-—人が家を亡くし 、 に
席上「 3凡 冨校との交武会．．．’•'
いて、学用品などの救援物資は十分 沿と土）』‘.＂■―--―-—
あるが、学校て

・自由に使えるお金と

、勉強に専念でき 、c: 
欲しい．何よりも

る場所が欲しいJ
と神戸の深刻な状

況を聞くこ
とができた ．

そして、今後
葺合高校生徒会が

神戸市立高校の窓口を
、尼崎の交流 ーデ

会が全国と被災地高校
の構渡し役と

{、J
ヽ・、

して連絡を取り合っ-
ーとを約束しヤ とニ

阪神大震災に

被災されたみなさんへ

～ 

回

励ましのメッセージ ～ 

秋田県立西目高等学校土木科

秋田県由利郡西目町沼田新道2-142
TEL.(0184)33-2203 
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一
月
一
七
日
未
明
に
発
生
し
た
地
震
は
阪
神
間
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、

五
、
五
0

0
や
人
の
死
者
・

ニ
七
、

0
0
0
人
の
負
傷
者
を
生
み
出
す
大
惨
事
と

な
っ
た
。
市
高
で
も
高
校
―

二
校
、
幼
稚
固

一
〇
園
、
、
障
害
児
学
校
二
校
が
避

難
所
と
な
る
と
い
う
突
発
的
事
態
の
な
か
で
、
教
職
員
は
避
難
住
民
の
生
活
を
守

る
た
め
に
奮
闘
す
る
と
と
も
に
、
同
僚
お
よ
び
生
徒
の
安
否
確
認
に
も
全
力
で
取

り
組
ん
だ
。

こ
う
し
た
献
身
的
な
と
り
く
み
は
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
学
校
園
の
果
た
す
役

割
や
意
義
の
大
き
さ
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

市
高
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
し
た
中
、
全
国
の
仲
間
の
支
援
も
う
け
な
が

ら
、
執
行
体
制
の
回
復
を
は
か
り
、
被
災
し
た
組
合
員
の
救
済
・
学
校
園
の
円
滑

な
再
開
等
の
課
題
に
全
力
で
と
り
く
ん
だ
。
こ
う
し
た
と
り
く
み
の
な
か
で
、
困

難
な
時
こ
そ
相
互
に
助
け
合
う
と
い
う
組
合
の
存
在
意
義
も
明
ら
か
に
な
り
、
連

帯
感
も
強
ま

っ
た
。

一
、
執
行
体
制
の
回
復

l
.
1
8困

書
記
局
活
動
を
開
始
。
教
職
員
•
生
徒
の
安
否
確
認
、
学
校
施
設
の
被

害
状
況

等
の
調
査
依
頼
、
予
算
定
員
闘
争
の
取
り
組
み
の
停
止
に
つ
い
て
、
各
分
会
に

緊
急
指
示
を
出
し
た
が
、
十
分
に
徹
底
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

1
.
1
9
困

緊
急
役
員
会
。
今
後
の
取
り
組
み
の
基
本
方
向
を
確
認
、
緊
急
に
拡
大
闘
争
委

員
会
を
招
集
す
る
こ
と
を
決
定
。

1
.
2
4
因

緊
急
拡
大
闘
争
委
員
会
。

(
p
2

高
教
組
）

こ
の
会
議
に
は
救
援
に
か
け
つ
け
た
日
高
教
・
全
教
の
代
表
も
参
加
さ
れ
、

奮
闘
し
て
い
る
組
合
員
に
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
力
強
く
支
援
す
る
こ
と
を
表

明
さ
れ
た
（
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
日
高
教
和
田
書
記
長

・
大
阪
府
高

教
枡
井
委
員
長
・
京
都
市
高
今
江
委
員
長
・
高
教
組
多
上
委
員
長
・
村
上
尼
崎

支
部
長
・
全
教
兵
庫
北
河
副
委
員
長
）
。

各
分
会
の
状
況
が
リ
ア
ル
に
報
告
さ
れ
、
被
害
の
す
さ
ま
じ
さ
と
と
も
に
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
職
場
の
奮
闘
が
交
流
さ
れ
た
。

当
面
、

①
被
災
状
況
の
調
査
活
動
を
す
す
め
る
、

②
被
災
組
合
員
の
救
済
に

と
り
く
む
、

③
学
校
再
開
に
む
け
て
の
基
本
方
針
の
確
認
、
④
分
会
の
要
望
を

う
け
て
市
教
委
と
の
交
渉
を
強
め
る
。
の
四
点
に
つ
い
て
活
動
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

l
.
1
刈
3

(

 

2
.
7火

2
.
1
4
因
l
刈
2

(

 

2
.
 

第
二
八
回
執
行
委
員
会

(
P
l

第
二
九
回
執
行
委
員
会
（

第
一二
0
回
執
行
委
員
会
（

第
三
一

回
執
行
委
員
会
（

二
、
全
国
か
ら
の
支
援

震
災
後
す
ぐ
に
全
教

・
日
高
教
の

「
救
援
対
策
本
部
」
が
高
教
組
尼
崎
支
部
内

に
設
置
さ
れ
た
。

市
高
は
、
本
部
と
緊
密
に
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
支
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
入
に
努
め
た
。

当
初
は
混
乱
も
あ
っ
た
が
、
次
第
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考

え
方
が
整
理
さ
れ
て
き
た
。

又
、
尼
崎
の
高
校
生
徒
会
に
よ
る
嵩
校
生
自
ら
の
支
援
活
動
の
訴
え
は
、
全

国
的
に
反
響
を
呼
び
注
目
を
集
め
た
し
、
神
戸
西
高
校
の
生
徒
文
集
は
大
き
な
感

動
を
呼
ん
だ
。

市
高
に
対
し
、
全
国
の
仲
間
か
ら
激
励
の
電
話
、
手
紙
、
寄
せ
書
き
、
カ
ン
パ

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
組
織
の
力
の
偉
大
さ
と
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
見
舞
金

・
カ
ン
パ
と
し
て
約
一
、
五
0

0
万
円

が
寄
せ
ら
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
震
災
後
か
ら
活
発
化
。
他
府
県
か
ら
も
多
数
参
加
さ
れ
、

市
高
は
そ
の
窓
口
と
し
て
奮
闘
し
た
。

9
杓
ー

l
.
 
，
ー
，

日
高
教
石
井
委
員
長
を
先
頭
に
、
支
援
物
資
が
初
め
て
東
灘
区
へ

。

l
.
22伺

全
教
一＿＿
上
委
員
長
、
激
励
の
た
め
書
記
局
へ
。

同 同 同

高
教
組
に
て
）

右

）

右

）

右

）

垣l



④ 復旧から復興ヘー神戸市高の取組みー

地
震
の
発
生
に
よ
り
、
市
立
学
校
園
は

一
月
一
七
日
か
ら

一
月
ニ―

日
ま
で
、

臨
時
休
校
（
固
）
し
て
い
た
が
、
市
教
委
は
一
月
ニ
――一日
か
ら
被
害
の
少
な
い
地

域
の

一
部
の
学
校
園
で
教
育
活
動
を
再
開
す
る
方
針
を
示
し
た
。
市
高
は

一
月
二

四
日
の
緊
急
拡
大
闘
争
委
員
会
の
確
認
（
①
教
職
員
•
生
徒
の
生
命
・
安
全
を
優

先
す
る
。
②
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
避
難
住
民
の
生
活
を
優

先
す
る
。
教
員
も
可
能
な
限
り
協
力
す
る
。
③
無
理
な
出
勤
を
強
要
せ
ず
、
教
員

三
、
防
災
指
令
三
号
発
令
下
の
勤
務
等
に
つ
い
て

2
.
4
l
5
 

2
.
6
月

日
高
教
東
森
書
記
次
長
来
局
。
仙
台
市
高
、
現
地
調
査
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
）

2
.
1
1
因

全
教

・
日
高
教
よ
り
市
高
へ
見
舞
金
―
二
0

0
万
円
が
送
ら
れ
た
。
市
教
委
へ
も

五
0

0
万
円
が
送
ら
れ
た
。

2
.
12伺

全
教
よ
り
学
用
品

・
文
具
が
五
0

0
セ
ッ
ト
送
ら
れ
て
き
た
。
（
高
教
組
で
受

入
れ
）

2
.
14ー

15

全
教
特
別
大
会
（
東
京
）

15ー

16

日
高
教
特
別
大
会
（
東
京
）

「
希
望
す
る
す
べ
て
の
避
難
民
の
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
」
な
ど
四
項
目
の
緊

急
署
名
に
と
り
く
む
こ
と
、
中
央
省
庁
交
渉
を
早
急
に
行
う
こ
と
、
現
地
の
と

り
く
み
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
等
が
決
ま
っ
た
。

2
.
1
8
い

尼
崎
の
高
校
生
徒
会
代
表
、
葺
合
高
校
生
徒
会
と
交
流
。
高
校
生
と
し
て
の
支

援
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
（
葺
合
高
校
）

3
.
2
9
困

近
畿
生
徒
会
交
流
会
が
開
か
れ
、
夏
に
全
国
的
な
交
流
会
を
計
画
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

同

右

1
.
2
8ー

29

全
教
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
神
戸
へ
入
る
。

（約
一

六
0
名）

は
近
く
の
学
校
、
避
難
所
で
の
復
旧
に
協
力
で
き
る
体
制
を
市
教
委
に
と
ら
せ
る
。

必
要
に
応
じ
て
校
長
交
渉
す
る
。
④
緊
急
事
態
な
の
で
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
。

校
長
に
も
同
様
の
認
識
を
さ
せ
る
。
）
に
も
と
づ
き
、
防
災
指
令
一二
号
発
令
下
の

勤
務
等
に
つ
い
て
折
衝
を
重
ね
た
。

•

l
.
2
5因
地
震
後

一
週
間
を
経
過
し
た
時
点
で
の
緊
急
要
求
を
ま
と
め
、
市
教
委
に

申
し
入
れ
た
（
別
紙
参
照
）

。
市
教
委
は
「
今
は
非
常
事
態
な
の
で
、
学

校
長
を
中
心
に
臨
機
応
変
の
対
処
を
と
っ
て
ほ
し
い

。
」
と
の
べ
、
勤
務

に
つ
い
て
も

「
職
場
へ
出
勤
す
る
よ
う
で
き
る
だ
け
努
力
す
る
の
が
原
則

だ
が
、
無
理
な
場
合
は
近
く
の
避
難
所
で
活
動
す
る
等
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
の
姿
勢
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
生
徒
の
進
路
保
障
に
つ
い
て
も
精
力
的

に
と
り
く
む
よ
う
要
請
し
た
。

●
二
月
分
給
与
に
つ
い
て
は
、
碁
本
部
分
等
（
給
料
、
給
料
の
調
整
額
、
扶
養
、

調
整
、
住
居
、
教
員
特
別
、
育
児
休
業
給
、
産
教
、
定
時
制
、
初
任
給
調
整
、

児
童
手
当
、
通
勤
）
は
全
額
支
給
と
し
、
超
勤
、
特
勤
、

等
の
実
績
部
分
に
つ

い
て
は
、

一
月
一
六
日
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

•
2
.
7

因
市
労
連
企
画
委
員
会
。
総
務
局
と
、
防
災
指
令
一二
号
発
令
中
の
服
務
に
つ

い
て
交
渉
し
、

一
定
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
。
市
高
と
し
て
は
県
費
と
の

格
差
を
生
ま
な
い
よ
う
、
又
、
各
学
校
圏
で
実
情
が
異
な
る
の
で
柔
軟
な

対
応
を
す
る
よ
う
、
市
教
委
に
要
求
し
た
。

●
1
月
26
日
以
降
の
「
無
休
の
職
免
」
の
扱
い
に
つ
い
て
市
教
委
と
交
渉
を
重
ね

た
。
所
属
長
の
承
認
を
得
て
出
勤
し
な
か

っ
た
職
員
が
、
事
後
処
理
で
不
利
益

を
被
ら
な
い
よ
う
出
勤
簿
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
職
場
で
は
、

管
理
職
の
硬
直
し
た
態
度
も
目
立
っ

た
た
め
混
乱
も
生
じ
た
が
、
今
後
執
行
部

•
分
会
一
体
と
な
っ
た
職
場
交
渉
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る

。

●

2
.
7因
市
教
委
の
人
事
方
針
に
対
し
「
希
望
と
納
得
の
人
事
」
等
を
要
求
す
る
申

し
入
れ
を
行
い
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
得
た
。

固



〔
口
座
〕

「
計
画
人
事
」
と
い
う
の
は
、
人
事
を
市
教
委
が
一
括
し
て
行
う
と
い
う

意
味
だ
。
現
在
、
各
校
長
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

•
五
年
‘
―
一
年
と
い
う
基
準
で
の
移
動
は
困
難
。
量
的
に
も
少
な
く
な
る

だ
ろ
う
。

・
内
示
は
一二
月
二
七
日
で
変
更
し
て
い
な
い

。

・
重
点
人
事
に
つ
い
て
は
各
校
の
校
長
に
も
よ
く
話
を
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

こ
れ
に
も
と
づ
き
、

2
/
1
4
因
人
対
委
員
会
で
重
点
人
事
に
つ
い
て
集
約
し
、

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

•
2
/
1
3付
で
、
震
災
に
伴
う
手
当
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
当
局
の
考
え
方
が
示

さ
れ
た
。

●
l
/
1
0
の
減
員
提
示
を
ベ
ー
ス
に
定
員
交
渉
を
行
い
、
震
災
後
の
混
乱
の
中
と

し
て
は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

●

1
.31
因
緊
急
拡
闘
の
確
認
を
う
け
、
個
人
ご
と
の
被
害
状
況
の
調
査
を
始
め
た

（
調
査
用
紙
を
配
布
）
。
救
援
委
員
会
を
設
置
し
、
判
断
の
決
定
し
た
部

分
か
ら
支
給
を
開
始
し
た
。

•

全
教
共
済
の
総
合
共
済
加
入
者
に
五
、0
0
0
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
た
。

幼
稚
園
や
点
在
組
合
員
に
は
、
職
場
訪
問
を
し
て
渡
し
た
。

●

市
高
独
自
の
口
座
を
も
う
け
、
園
児
・
児
童
•
生
徒
へ
の
救
援
カ
ン
パ
を
訴
え

た
。
全
国
へ
も
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

（
合
同
法
律
事
務
所

●
市
高
組
合
員
の
た
め
の
法
律
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

―
一
時
ー
一
五
時
電
話
一＿
一
七
一
ー
0
一
七

一
）

●
住
宅
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
生
活
情
報
の
紹
介
に
努
め
た
。
市
高
ニ
ュ

ー

郵
便
振
替

0
-
―
八
0
ー
七
ー
五
二
四
九
九

神
戸
市
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合

四
、
被
災
組
合
員
等
へ
の
救
援
活
動

五
、
学
校
園
の
再
開
に
む
け
て

ス
（
速
報
版
）
は
二
四
号
発
行
さ
れ
た
。
各
分
会
で
も
創
意
あ
る
分
会
ニ

ュ
ー

ス
が
発
行
さ
れ
、
識
場
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

●
避
難
生
活
「
経
験
者
」
に
対
し
、
全
教
・
高
教
組
か
ら
各
一
万
円
の
見
舞
金
が

出
る
こ
と
に
な
り
、
分
会
で
調
査
集
約
の
上
、
申
請
を
行
っ
た
。

●
公
立
学
校
共
済
、
学
校
厚
生
会
、
市
共
済
の
見
舞
金
・
貸
付
制
度
に
つ
い
て
、

資
料
を
分
会
に
配
布
し
世
話
活
動
を
す
す
め
た
。

•

高
教
組
中
央
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
被
災
組
合
員
に
対
し
、
全
壊
二0
万

円
、
半
壊

一
0
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
月
二
四
日
の
緊
急
拡
闘
で
の
確
認
に
も
と
づ
き
、
「
授
業
再
開
を
む
や
み
に

急
が
ず
、
生
徒
の
安
否
確
認
、
専
門
家
に
よ
る
校
舎
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
、
通
学
の

安
全
確
認
等
を
優
先
せ
よ
」
と
市
教
委
に
申
し
入
れ
た
。
各
学
校
園
に
お
い
て
様

々
な
努
力
工
夫
が
な
さ
れ
、
次
第
に
教
育
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
市
高
も

学
校
園
の
復
興
に
全
力
を
あ
げ
る
立
場
で
市
・
国
（
文
部
省
）
と
交
渉
す
る
な
ど

奮
闘
し
た
。

●
神
戸
市
の
補
正
予
算
に
対
し
、
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
分
会
を
中
心
に
、
緊
急
の

施
設
・
設
備
要
求
を
ま
と
め
、
市
教
委
に
提
出
し
た
。
二
月

一
六
日
（
木
）
神

商
が
、

二
月

一
七
日
（
金
）
神
港
が
そ
れ
ぞ
れ
市
教
委
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

•
3
.
8

困
被
害
の
深
刻
で
あ
っ
た
神
商

・

神
港
・
御
影
工
の
代
表
が
、
全
教

と
と
も
に
文
部
省
交
渉
を
行
っ
た
。
「
学
校
施
設
設
備
の
再
建
を
」
「
生
徒
の

就
学
保
障
を
」
等
写
真
を
使
っ
た
迫
力
あ
る
追
求
に
文
部
省
も
前
向
き
の
姿
勢

を
示
し
た
。

●
授
業
の
再
開
に
あ
た
り
、
不
足
し
て
い
る
学
用
品
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
っ

た
（
全
国
に
支
援
を
訴
え
た
。
）
。

●
2
.
9
困
御
影
工
分
会
代
表
、
市
教
委
へ
申
し
入
れ
。
混
乱
し
た
状
況
下
で

「
日
の
丸
．
君
が
代
」

問
題
の
新
提
案
を
行
っ
た
校
長
の
姿
勢
を
改
め
さ
せ
た
。

●
学
校
再
開
を
援
助
す
る
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
送
ら
れ
て
き
た
、
全
教
の
見
舞

金
を
各
分
会
に
配
布
し
た
（
三
0

0
万
円
）
。

●
卒
業
式
に
電
報
を
打
ち
、
卒
業
生
、
保
護
者
、
教
職
員
を
励
ま
し
た
。

歴l



④ 復旧から復興ヘー神戸市高の取組みー

は
じ
め
に

一

資

料

1

一

●
震
災
に
よ
り
予
算
定
員
闘
争
は
中
止
さ
れ
、
執
行
部
役
員
が
交
渉
に
当
た
っ
て

き
た
が
、

三
月
二
四
日
、
市
教
委
よ
り
九
五
年
度
の
教
育
予
算
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
前
進
し
た
面
も
。

神
戸
市
の
埜
本
的
な
考
え
方

平
成
七
年
一
月

一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
地
震
は
、
神
戸
市
内
だ
け

で
も
一
―-
、
八
九
一
名
に
も
及
ぶ
尊
い
人
命
を
奪
い
、
美
し
い
神
戸
の
ま
ち
を
破
壊

し
た
。
こ
の
窟
災
で
、
多
く
の
市
民
が
愛
す
る
家
族
を
失
っ
た
り
、
住
み
慣
れ
た
住
ま

い
や
生
活
を
支
え
る
雇
用
の
場
を
奪
わ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
打
撃
を
う
け
ま
し
た
。

叉
、
神
戸
港
を
は
じ
め
、
道
路
や
鉄
道
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
基
幹
的
な
都
市
イ

一
万
円

五
千
円

●
ガ
ス
の
停
止
に
伴
い
幼
稚
園
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
「
電
気
ス
ト
ー
プ
を
入
れ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
要
求
に
つ
い
て
、
交
渉
の
結
果
、

二
月
六
日
（
月
）
よ
り
順

次
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●

被
災
し
た
児
童
•
生
徒
へ
の
「
災
害
見
舞
金
」
制
度
を
創
設
し
、
各
分
会
で
集

約
を
行
い
、
順
次
支
給
し
た
（
財
源
は
、
全
教
・
日
高
教
に
寄
せ
ら
れ
た
全
国

か
ら
の
義
援
金
、
大
都
市
高
教
か
ら
の
義
援
金
、
カ
ン
パ
等
）

。

一

支
給
対
象
園
児
・
児
童

•

生
徒

①

死
亡
し
た
園
児
·
児
童
•
生
徒

②

全
半
壊
、
全
半
焼
で
自
宅
に
居
住
不
能
の
園
児

・
児
童
•
生
徒

③
同
居

の
家
族
が
死
亡
し
た
園
児
・
児
童
•
生
徒

二
見
舞
金
の
額

上
記
①
の
場
合

上
記
③
の
場
合

•

簾
災
後
の
初
任
者
研
修
に
つ
い
て
、
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
と
交
渉
を
行
い
、
現

場
の
実
情
を
尊
重
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

(3
.
2
2
)

●
入
学
式
に
お
い
て
「
日
の
丸
．
君
が
代
」
の
押
し
付
け
を
行
わ
な
い
よ
う
、
市

教
委
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

(3
.
2
5
)

●
簾
災
後
、
被
災
状
況
に
み
あ
っ
た
救
援
を
行
う
た
め
、
市
高
独
自
に
救
援
委
員

会
を
設
置
し
、
見
舞
金
の
早
急
な
支
給
に
努
め
た
。

●
l
.
2
9
⑱
幼
稚
園
部
執
行
委
員
会

●
2
.
1
7
匈
幼
稚
園
部
執
行
委
員
会

●
2
.
1
9
⑱
幼
稚
園
部
執
行
委
員
会
、
東
灘
、
淮
、
中
央
区
の
職
場
を
訪
問

•
3
.
3

り
高
教
組
中
央
委
員
会

●
3
.
7
因

市

高

第

三
回
中
央
委
員
会

●
3
.
23困
新
旧
執
行
委
員
・
分
会
長
合
同
会
議
を
開
き
、
新
年
度
に
む
け
て

の
と
り
く
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
行
っ
た
（
於

二
摩
耶
兵
庫
）
。

部
・
専
門
部
会
兼
退
職
者
を
送
る
会
を
開
催
。
震
災
に
め
げ
ず
元

気
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
熱
気
に
満
ち
た
会
と
な
っ
た

(
P
l
l
私

学
会
館
）

っ

ン
フ
ラ
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
神
戸
経
済
を
支
え
る
基
幹
産
業
や

地
場
産
業
、
商
店
街
な
ど
も
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
。

こ
の
未
曾
有
の
災
害
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
神
戸
を
再
生
す
る
た
め
、
震
災
の

経
験
か
ら
謙
虚
に
学
び
、
そ
の
教
訓
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
と
も
に
、
市
民

の
英
知
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①

都

市
の
機
能
性
と
ゆ
と
り
と
の
調
和

現
代
の
都
市
は
、
多
く
の
人
々
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
す

ぐ
れ
て
機
能
的
に
で
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回
る
地
震
に
よ
り
、

自
然
の
力
の
前
で
い
か
に
脆
弱
な
一
面
を
も
つ
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
特
に
、

'、
-

t
 

5
 
＇ー・

•
3.2

-

六
、
そ

の

他

匝



い
わ
ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
を
中
心
と
し
た
既
成
市
街
地
で
は

、
老
朽
木
造
住
宅

の
密
集
や
道
路
・
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

・
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
、
被
害
が

一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。

安
全
は

、
都
市
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
基
本
的
な
条
件
で
あ
り
、
都
市
機
能
の
適

正
な
配
置
や
代
替
機
能
の
確
保
な
ど

、
都
市
の
機
能
性
と
ゆ
と
り
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
く
。

②

自
然
の
恩
恵

・
厳
し
さ
と
の
共
生

神
戸
は

、
海
と
山
と
い
う
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
、
開
港
以
来
多
く
の
人
々
が
住

み
続
け
て
き
た
魅
力
的
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
面
過
去
に
大
水
害
や
高
潮
、

そ
し
て
こ
の
度
の
裳
災
な
ど
自
然
の
厳
し
さ
を
何
度
も
経
験
し
て
き
た
地
域
で
も

あ
っ
た
。

神
戸
は
こ
れ
ま
で
も
み
ど
り
を
保
全

・
育
成
す
る
と
と
も
に
、
自
然
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
都
市
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
今
後
も
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
忘

れ
ず
、
同
時
に
都
市
容
量
に
配
慮
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
の
恩
恵

・
厳
し
さ
と
の
共
生
を
図
っ
て
い
く
。

③

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

震
災
直
後
に
は
、
被
害
の
甚
大
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
は
冷
静
さ
を
失
わ

ず
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
人
命
救
助
や
避
難
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
霙
災
の
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
、
自
律
的
な
市
民
が

豊
か
な
市
民
文
化
を
育
ん
で
い
た
何
よ
り
の
証
で
あ
り
、
私
た
ち
の
誇
り
と
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
、

人
々
の
相
互
の
交
流
を
深
め
、
市
民
主
体
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

裳
災
後
の
ま
ち
で
も
、
地
域
で
の
被
災
者
同
士
や
外
国
人
市
民
と
日
本
人
市
民

の
助
け
合
い
な
ど
、
心
温
ま
る
ふ
れ
あ
い
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。
又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
献
身
的
な
救
援
活
動
や
世
界
中
の
人
々
か
ら
の
支
援
や
励
ま
し
が
、
最
も
苦

し
く
つ
ら
い
と
き
の
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は
多
く
の
物
を
失
っ
た

が
、
一
方
で
人
の
心
の
大
切
さ
を
身
を
持
っ
て
知
っ
た
こ
と
は
、
な
に
も
の
に
も

代
え
が
た
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

人
命
の
蒻
さ
を
胸
に
刻
む
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
、
と

も
に
生
き
る

、
世
界
に
開
か
れ
た
都
市
と
し
て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流

を
大
切
に
し
て
い
く
。

基
本
的
課
題

復
興
に
あ
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
を
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
基
本
的
課

題
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。

①

本
格
的
復
興
に
向
け
て
の
市
民
生
活
と
都
市
基
盤
の
早
期
復
旧

震
災
に
よ
り
家
族
や
す
ま
い
、
あ
る
い
は
働
く
場
を
失
う
な
ど
社
会
的

・
経
済

的
弱
者
と
な
っ
た
多
く
の
市
民
の
生
活
自
立
促
進
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど
き
め
細

か
い
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
神
戸
港
や
高
速
道
路
を

は
じ
め
都
市
基
盤
の
早
期
復
旧
を
は
か
り
、
市
民
生
活
と
神
戸
経
済
の
安
定
を
確

保
し
、
本
格
的
復
興
に
向
け
て
効
率
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り

こ
の
度
の
霙
災
は
、
機
能
的
で
高
度
に
発
達
し
た
都
市
の
脆
弱
な
一
面
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。
安
全
の
確
保
が
都
市
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
命
じ
、

災
害
時
で
も
被
害
を
最
小
限
に
し
、
都
市
機
能
を
確
保
で
き
る
災
害
に
強
い
都
市

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

③

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
構
築

震
災
の
経
験
か
ら
、
市
民
福
祉
の
実
現
に
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理

念
の
も
と
に
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
と
も
に
助
け
合
い
、
と
も
に
暮
ら
す
と
い
う

参
加
と
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
も
老
人
も
障
害
者
も
外
国
人
も
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
社
会
の
構
築
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、

復
典
の
過
程
で
、
最
も
弱
い
立
場
に
追
い
や
ら
れ
た
人
々
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

固



丑l復旧から復興ヘー神戸市高の取組みー

④

多
様
性
、
開
放
性
に
富
ん
だ
神
戸
文
化
の
復
興

震
災
の
打
撃
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
復
興
に
立
ち
上
が
る
市
民
の
冷
静

な
行
動
は
、
テ
レ
ビ
等
の
映
像
を
通
じ
て
、
世
界
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
、
大
き

な
感
動
を
与
え
た
。
ま
た
、
外
国
人
市
民
と
日
本
人
市
民
が
協
力
し
て
霙
災
を
克
服

す
る
な
ど
、
新
た
な
交
流
も
生
ま
れ
た
。
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
も
、

多
様
な
文
化
や
価
値
観
を
認
め
合
い
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
知
恵
）
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ウ
エ
ア
（
心
）
を
重
視
し
な
が
ら
、
生
活
に
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
与
え
る
神
戸

文
化
の
復
興
と
さ
ら
な
る
成
熟
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

⑥

環
境
に
や
さ
し
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
都
市
の
創
造

震
災
に
よ
り
劣
化
し
た
環
境
の
修
復
と
新
た
な
環
境
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
都
市
の
容
量
に
余
裕
を
も
た
せ
な
が
ら
成
長
を
管
理
し
、
自
然
と
共
生
す

る
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
の
で
き
る
都
市
の
創
造
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥

二
＿
世
紀
を
先
導
す
る
国
際
都
市
と
し
て
の
再
生
・
復
興

二―

世
紀
を
目
前
に
ひ
か
え
、
単
に
都
市
機
能
を
震
災
前
の
状
態
に
復
す
る
の

で
は
な
く
、
以
前
に
も
ま
し
て
住
み
や
す
く
、
質
の
高
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と

し
て
の
復
興
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
神
戸
が
培
っ
て
き
た
国
際
性
や

海

・
空
・
陸
の
総
合
交
通
拠
点
性
を
生
か
し
、
世
界
の
人
・
物

・
情
報
の
交
流
が

新
た
な
文
化
や
産
業
を
生
み
出
す
活
力
あ
る
都
市
と
し
て
復
興
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
外
国
人
市
民
に
と
っ
て
も
さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
就
学
、
医
療
、
雇
用
等
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

の

ア

ジ

ア

の
マ
ザ
ー
ポ
ー
ト
と
し
て
の
神
戸
港
の
早
期
復
興

わ
が
国
を
代
表
す
る
国
際
貿
易
港
で
あ
る
神
戸
港
は

、
国
内
外
の
産
業
経
済
活

動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き
な
位
置
を

占
め
て
お
り
、
神
戸
の
復
興
は
神
戸
港
の
復
興
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
震

災
を
乗
り
越
え
、
最
新
鋭
の
港
湾
施
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
港
の
情
報

(11) 化
や
利
用
コ
ス
ト
の
削
減
努
力
な
ど
に
よ
り
国
際
競
争
力
を
強
化
し
、

ニ

―
世
紀

の
ア
ジ
ア
の
マ
ザ
ー
ポ
ー
ト
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧

情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
実
現

震
災
直
後
に
は
、
電
話
網
の
混
乱
な
ど
に
よ
り
情
報
の
収
集
や
伝
達
が
円
滑
に

い
か
な
い
状
況
と
な
り
、
水
道
・
電
気

・
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
と
も
に
情

報
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
今
後
、
震
災
後
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
多
様
な
情
報
通
信
手
段
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
市
民
の
日
常
生
活
を
豊
か
に
し
、
災
害
時
に
も
機

能
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
先
導
し
て
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨

協

慟
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

復
典
の
主
役
は
、
地
域
に
住
み
、
働
く
市
民
で
あ
る
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
過
程
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
場
で
、
市
民
の
参
加
と
対

話
を
図
り
、
市
民

・
事
業
者

・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
も
と
に
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
確
立
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑩

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
と
広
域
連
帯
の
推
進

震
災
直
後
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
や
国
内
外
の
各
都
市

・
各
機
関
か
ら

緊
急
の
救
援
活
動
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
度
の
震
災
後
に
は
必
ず
し
も
円
滑
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
今
後
は
、
こ
れ
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
都
市
間
協
力
、
国

際
協
力
等
広
域
的
な
協
カ
・
連
携
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。し

災
害
文
化
の
継
承
と
世
界
へ
の
貢
献

こ
の
度
の
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
の
子
孫
や

世
界
の
人
々
に
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
使
命
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
先
駆
的
な
国
際
防
災
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
の
人
々
の
温
か
な
励
ま
し
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

固



(1) 学校教育

の場の再建

被災した学校

園の整備と再

編成の推進

裳災体験を生

かす教育

施
策
の
体
系

豊
か
な
心
を
育
む
く
ら
し
の
実
現

(2) 学校教育

の充実

生涯学習活動

の充実

(3) 地域での

生涯学習の推

進

地域活動リー

ダー ・ポラン

ティアの育成

安定した消費

生活の確保

(4) 安心でき

る消費生活の

実現

学校園におけ

る、幼児 ・児

童 • 生徒のこ
ころのケアの

充実

新たな生活価

値の創造

学校施設の復旧

学校の防災機能の強化

（耐震性の向上）

（多目的ホールの設置・空き教室の活用）

（学校プールの活用）

防災公園と一1本と なった学校整備
各学校へのマルチメディアパソコンの導入

災害時にも対応できる学校でのパ‘ノコンネッ

トワークの整備

学校園の再編成による災害に強い学校づくり

の推進

緩災体験副読本の作成

裳災記録集の作成

防災教育のカリキュラム化

地域学習の推進

パソコンネットワークを利用した情報教育の

推進

人権教育、国際理解教育の推進

福祉教育の推進

環境教育の推進

「心のケア相談室」の開設

医師、臨床心理士等による学校巡回相談

教職員への研修

社会教育施設の復旧

学校開放事業の推進

（小学校全校開放）

地域社会との連携強化

学習機会の提供、学習成果の共有化

自主学習グループヘの助成

人材情報システムづくり

自主防災訓練の実施

学習リーダー研修の実施

生涯スポーツ主事等スポーツリ ーダーの育成

まちづくり推進員の充実

青少年活動リーダーの育成

生活物資確保に係る協定内容の充実

広告のあり方の検討

消費生活相談の充実

悪質商法 ）I0番の実施

生活関連物資の物価監視

物価 II 0番の実施

消費者教育の充実

生活情報のネットワークづくり

環境問題に配慮した新たな生活様式の創造

(『神戸市復興計画』 より）
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④復旧から復興ヘー神戸市高の取組みー

①

被
害
、
生
活
、
救
援
な
ど
情
報
の
集
約
、
連
絡
体
制
の
確
保

神
戸
市
当
局
も
学
校
も
ま
ず
始
め
に
、
「
何
が
お
こ

っ
た
の
か
」
令
容
を
涸
む

こ
と
か
ら
始
め
た
。

た
ま
た
ま
電
気
が
早
く
復
旧
し
た
た
め
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
次
々
と
消
報
が
入
っ

た
が
、
屯
気
が
復
旧
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
周
り
の
動
き
が
わ
か
ら
ず
不
安
だ
っ

た
。
正
確
な
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
集
約
し
、
そ
れ
を
皆
に
伝
え
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
。
市
嵩
で
も
ま
ず
各
職
場
の
被
害
状
況
と
組
合
員
の

安
否
の
確
認
か
ら
始
め

、
そ
れ
を
電
話
や
フ

ァ
ッ

ク
ス
、
郵
送
、
配
達
で
知
ら
せ

こ
。
t
 

②

防
災
指
令
―
-
＿
号
下
の
勤
務
体
制

防
災
指
令
三
号
が
何
か
を
知
っ
て
い
た
の
は
管
埋
職
を
含
め
て
余
り
い
な
か

っ

た
。
ま
た
神
戸
市
の
定
め
る
防
災
休
制
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
よ
う
な
被
災
を
想

定
し
て
い
な
い
た
め
、
ま
っ
た
く
不
十
分
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
学
校
が

避
難
所
に
な
る
こ
と
は
全
く
想
定
し
て
お
ら
ず
、
本
来
に
役
所
が
中
心
に
な

っ
て

や
る
べ
き
こ
と
を
教
職
員
が
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
一二
号
が
発
令
さ

れ
た
と
き
に
勤
務
校
へ
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
最
初
の

一

週
間
の
仕
事
の
内
容
を
考
え
る
と
、
各
自
が
近
く
の
学
校
へ
応
援
に
行
く
ほ
う
が

よ
り
効
果
的
で
あ

っ
た
と
思
う
。
交
通
手
段
が
復
旧
す
る
ま
で
の
体
制
に
つ
い
て

当
局
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

縦
線
で
の
応
援
体
制

震
災
後
す
ぐ
に
全
教
の
対
策
本
部
が
尼
崎
に
設
罹
さ
れ
、
全
国
と
の
窓
口
に
な

り
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
救
援
物
森
の
受
人
れ
窓
口
に
な
っ
て
く
れ

、
非
常
に
助
か
っ

た
。
ま
た
大
都
市
高
教
組
連
絡
協
議
会
の
窓
口
を
大
阪
市
高
が
別
き
受
け
て
く
れ

連
絡
を
と

っ
て
く
れ
た
。
非
常
時
の
お
冗
い
の
救
援
体
制
を
県
、
プ
ロ

ソ
ク
、
全

国
レ
ベ
ル
で
作

っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

＿
 
，
 
藤

原

裕

司

（

神
戸
市
高
前
書
記
長
）

次
の
震
災
に
そ
な
え
て

＿ 
④

迅
速
、
柔
軟
な
取
組
、
救
援
体
制

幼
稚
圏
の
支
援
に
つ
い
て
は
本
米
な
ら
市
教
委
が
や
る
べ
き
こ
と
を
組
合
が
音

頭
を
と

っ
て
支
援
体
制
を
組
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
市
教
委
も
そ
れ
を
依
頼

し
て
き
た
。
日
頃
か
ら
当
局
と
の
友
好
な
？
関
係
が
な
い
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
組
織
率
の
高
さ
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。

特
に
、
．
、
二
0
0
人
を
越
え
る
児
童

•

生
徒
へ
の
見
舞
金
の
給
付
体
制
が

取
れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

最
初
に
渡
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
全
教
共
済
加
入
者
へ
の
五
干
円
、
市
高
の
救

援
規
定
に
基
づ
く
全
壊

・
半
壊
者
へ
の
見
舞
金
の
支
給
。
次
に
、

全
国
か
ら
の
カ

ン
パ
を
も
と
に
被
災
し
た
児
童

•

生
徒
へ
の
見
舞
金
の
支
給。
こ
れ
ら
は
額
は
少

な
い
が
、
困
っ
て
い
る
と
き
は
と
に
か
く
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

組
合
の
評
価
を
高
め
る
。

全
教
共
済
の
対
応
の
早
さ
に
較
べ
、
日
教
済
兵
庫
支
部
と
第
二
組
合
の
セ
ク
ト

的
な
対
応
に
は
教
師
と
し
て
の
モ
ラ
ル
に
欠
け
る
も
の
を
感
じ
た
。
ま
た
学
校
厚

生
会
と
兵
教
組
が

一
緒
に
な

っ
て
各
種
の
救
援
を
し
た
が
、
そ
れ
を
組
合
の
宣
伝

に
利
用
す
る
な
ど

、
公
正
で
あ
る
べ
き
学
校
原
生
会
の
あ
り
方
に
も
問
題
が
あ

っ

こ
。
t
 

「
も
し
大
地
震
が
お
こ
っ
た
ら
」

…
…
…
個
人
の
準
備

①

本
人
、
家
族
の
安
全
確
認
、
救
助
。
必
要
な
場
合
は
避
難
。
近
隣
の
人

命
救
助
。

②

ガ
ス
・
電
気
の
確
認
。
二
次
災
害
の
防
止
。

③

水
の
確
保
。

④

片
付
け
る
前
に
屋
内
外
の
写
真
を
撮
っ
て
お
く
。

⑤

電
話
、
車
は
緊
急
以
外
は
使
わ
な
い
。

⑥

日
頃
か
ら
の
準
備

．
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ

・
高
い
と
こ
ろ
に
物
を
置
か
な
い

、
そ
の
下
で

寝
な
い
・
ポ
リ
タ
ン
ク
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
キ
ャ
ン
プ
用
品
が

役
に
立
つ

桓］



神戸市立高等学校教職員組合組織一覧

高校・高専 ・障害児学校

校 名 TEL  FAX  〒 f主 所

神 戸 商 業 431-0055 431-0033 658 束灘区西岡本2T目25- l 

赤 塚 山 811-0401 811-7003 658 束灘I辺住吉山手7J.fJ2-1 

御 影 工 業 841-0725 811-6065 658 東灘区御影中町3 J• 日 2-1

葺 合 291-0771 271-5614 651 中央区野崎通 I.J日 1- 1 

神 港 579-2000 579-2030 652 兵庫区会下山町3丁目88-1

兵 庫 商 業 591-1121 591-8920 651-11 北区鈴蘭台北町 1丁目24-1 

須 磨 731-2803 731-0625 654 須磨区若木町4丁目 3-l 

神 戸 工 業 792-5095 795-1451 654-01 須磨区西落合 1丁目 1-5

神 戸 西 961-0321 961-6492 651-22 西区平野町慶l明字出臀山183

御影工業定時制 856-7311 811-6065 658 東灘区御影中町3Tld2-1

摩 月〖 丘、'‘ 庫 360-1316 360-1318 650 中央区東川崎町1丁目 3- 8

長 田 工 業 631-4838 631-7317 653 長m区杉公夏f通 3Tld 2-34 
楠 521-4700 521-6450 652 兵庫区松本通 lT目 1-1

神 戸 品． 専 795-3311 795-3314 651-21 西区学園束町8JFl3 

市立盲学校 360-1133 360-1136 650 中央区求川崎町 11月 4-2

友 生 養 護 851-0630 851-8924 658 束灘区住吉東町4・1日 1-58

青陽東養護 871-1800 871-1950 657 灘区岩屋北町6丁目 1- 1 

青隔高等養護 793-1006 793-1007 654-01 須磨区西落合 llFl l - 4 

垂 水 養 護 709-7555 709-7582 655 垂水区旭が丘 21月）ー15

青陽西養護 781-1543 781-1544 655 垂水区狩口台 3丁目 1- 3

幼稚園

分会 園 名 TEL  〒 1主 所

深 iエ 411-0667 658 東灘区深江北町3T目11-3
本 庄 411-2650 ，，， ，，， 深江本町4「目 3-9

本 山 451-1188 ', ク 本山中町1丁目 2-35
東
魚 崎 411-9647 ', ,,.. 魚崎中町4Tl::II0-39 

分 遊 喜 851-8512 ', ク f主吉宮町 1T目8-8

＾ 工

呉 田 851-8773 ，，， ク 住吉南町4丁目 6-26

1主 吉 851-6650 ク ク 住吉宮町71月 2- 6

f主 吉 ムロ 841-3114 ク ク 住吉台25-7

御 影 851-2030 ，' ；' 御影石町3丁目13-1

西 郷 861-4550 657 灘 区大石東町6・1目 2-2

中 稗 田 861-1310 ク ', 大内通 5丁目 2-18
-」．、 甲 山 891-1043 657-01 ，' 六甲山町北六甲4512-42ノ‘

分 ぁ づ ま 231-0015 651 中央区吾妻通4丁目 1- 6

神 戸一^  331-4469 650 ク 北長狭通4T目9-17
会 清 風 341-1317 ケ ，' 中山手通7・1目 25-24

港 島 302-3300 ク ケ 港島中町3I・日 2-10

楠 521-0267 652 兵庫区下三条町10-8

兵 庫 575-4774 ', ', 永沢町3丁目 7-12

御 崎 681-3571 ', ', 御崎町2T目16-25-411

匝l



④復旧から復興ヘー神戸市高の取組みー

分会 園 名 TEL  〒 住 所

七

＇ ^^A "̂‘̂  1 ccヽ 9• l』... ，;r...,-n,.. r'^ ～^ 

し阪坤・中玲穴愁安いよクあ~ . 7t.しt危ぃ，
r63 lこ入れて下 、`v'.

分会 i剥 名 .,．Eし 〒 r l : P斤

名 谷 707-2-182 655 亜水l尺名谷町字大谷1896

泉 力： Jr. 752••0922 ', ', 王厄殿 31116 - 1 

拒
東 高 丸 152-07(）（） ，， ，' FfllItr 4 •[「l 8-30 

I・. '”"' . 丸 709・!i22G ク ヤ T•f If」:i・.3,.「Il0-37 
水 乖 水 707 • 25•1.1 ，' ’‘ 旭がJr.I f I I 8 -22 

分 多 llll + 1, 781-2081 ，， '， 多llllf;3「fl!I-12 
奥 (1） 池 78l • 35l)1 ', '， !・・l;1 9合 3J • I• I l - 5 

会
多 IHI i?i 78.1-338(; 木多19ii6 11:126-1(） ', '， 

多 IJII 束 783• 5866 々 ,， ・'j':が1r.4 l. 1 1 6-1 
小 束 11, 784-266l) '， ，' 小 *'''7J"fl8G8-735 

長~ 坂 974. 3977 651-21 匹 IKI)りII谷町itJ反す：Jr(塚909--J

人： I.I.I 寺 97~ 0021, ク ', ｛｝リ 11 谷町が1 1JI•1860

伊 /I I 谷 97'1・0022 ’‘ 
', "9/11谷町9;IJI仔1342

櫨 谷 991-0331 651 ・22 ，， 直 谷町池谷字山の谷203- 2 
西 ＊ 沖 991・3/ll 1 ケ ', 押部谷町＊油71-5

神 押 部 谷 994 •O279 ，' 
'，・ 押部谷町西盛：字坦1勺l74

美穂が丘 994 -362(） ,， ク 美穂がJt.5 1 • は 10i - 2 
分
玉．i．非第 -・・ 928-4724 65l 421 ク :li川町' If•， 合：F古漸J83- 5 

＾ 
玉沖第 二． 912-5771 ', ', :l;.i•Iし町新）J字Ifijj452- 3 ヰ

玉 津第 三 927-8~8!; ク ’‘ 玉塚台 2Tl::176 

平 夏r・ 961→2011 651-22 ', ;l'• 9r•町密 lliJ字1,l;.灯f1275- 2 

神 ,，J; 965•0088 651・23 ，' }Il11,I'，＂IIIl •Jl:·?: I I」11:ni142S- 2 

岩 岡 967-J53 l 651-2~ ，， 911川町i1.ill$2G7

竜が台

すがの台

ク 竜が台 6J目 15-2

ク 菅の台4丁 目3- 1 

I兵庫県南部地要震度7の分布I
淡路島

北淡町
ヽ

一宮町

神戸市

北区

JR中山寺駅付近

JR宝塚駅東部•• l 
宝塚市

尼
崎
市

今津駅付近

阪急西宮北口駅付近
I 

阪急甲東園駅付近

固



編集後記

裳災では全国の非常に多くの仲間のみなさんにお世話にな

り深く感謝します。渡災から 3カ月が過ぎ、各職場も一応落

ちついてきた時に、 「裟災のまとめ」を発行して、全国のお

世話にな ったみなさんの参考にしてもらおうと言う こと にな

りました。

今同のような大地震はそう度々起こるものではないと思い

ますが、いざ起こ った時にはA頃の街作りや、防災体制の弱

点が一度に現れ、社会的な弱者がその犠牲になりました。水

道、ガス、電気、交通などのライフラインが長い間止まり、

避難場所ではない幼稚固やrti校が避雅所になり、准年に渡っ

て避難所と学校との共存が続いています。また、今回の地渡

はたまたま早朝に起こりましたが、これが日中に起こってい

ればその被害は二倍にも、 三倍にもなっていたでしょう。 神

戸市ではやっと「裟災に強い街作り」が始ま ったばかりです

が、 「緩災」が起こったときの体制を街全体や職場、家庭で

作っておく ことが大切です。

各学校ではそれぞれの「まとめ」 を作っています。この「裳

災のまとめ」は地＇裟のあ った］月17日から 3月末までの出来

事や取組みを、組合としてまとめたものです。追って、資料

編も発行する予定です。このまとめがみな さんの地域や職場、

家庭で今後の参考になればギいです。

最後に、 投稿していただいた皆さんや、無断で掲載させて

いただいた全教・日高教や大教市高協の皆さんにお詫ぴと感

謝いた します。

1 9 9 5年 8月

編集委員 藤原裕 司

和田 信

西井和菫

00095052274 

匝
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